
～悲しいシナリオ～ 

「何もしなければ・・。」 

◆思い起こせば戦後の隠岐

戦後、自治の再建を目標に、市場原理を優先し、経済成長を

最重要戦略として都市化が進む日本。 

一方、隠岐の島は、恵まれた自然や離島という地理的条件から、 

高度化していく産業だけでなく、農業や漁業及び 

畜産業等の第一次産業を柱に発展してきた。 

それは同時に家族のつながり・近隣地域の 

つながりを大切にしていく産業構造であり、 

必然的に高齢者を家族や地域で見守っていく 

などの様々な苦難をみんなが力を合わせ 

立ち向かって生きていくことに繋がっていた。 

しかし、いつしか社会の大きな荒波に 

飲み込まれ、都市化は一層進み、物質的な 

豊かさとともに個人の幸福感が尊重される 

時代に突入していった。 

◆２０４０年（令和２２年）

隠岐の島の年齢構成は、６５歳以上の高齢者が

人口全体の半分を占め、更に、高齢者のうち、 

約４分の３である４，３００人が７５歳以上の 

後期高齢者となっていた。 

市場原理が優先され、経済的に豊かなことのみ 

に幸せを感じる若者たちは、家族や 

地域のつながりを忘れ、公の福祉・医療に頼り 

切るが、社会保障費の問題と担い手不足の問題から、 

介護医療難民は増え続けると同時に 

地域は生きる力を失っていた。 

「しかし・・。」 



隠隠岐岐圏圏域域地地域域包包括括ケケアアシシスステテムム推推進進にに係係るる提提案案書書発発行行にに際際ししてて  

●●地地域域包包括括ケケアアシシスステテムムととはは

地域包括ケアシステム構築の実践は、昭和 49（1974）年、広島県公立みつぎ総合

病院の「みつぎ方式」と呼ばれる取り組みに遡ることができます。地域包括ケアシステ

ムということばの名付け親は、同病院の山口昇名誉院長であることは広く知られるとこ

ろです。 

地域包括ケアシステムの必要性について名誉院長はこう述べています。「（これまで

の医療の考え方では地域の医療に対応できないと知ったのは）高度な医療体制を整備し

て命を助けることができるようになった頃から、寝たきりの人たちが増え出したからで

す。徹夜で緊急手術をして助かった患者さんが、1 年か 2 年後に寝たきりになって再入

院してこられるというケースが相次ぎました。大きな褥瘡をつくって、寝たきりに近い

状態で再入院される患者さんなど、命を助けることが第一の使命である外科医の私にと

っては見るも無残な姿です。（中略）1 年前に提供した医療や看護、リハビリは、こん

な寝たきりをつくるためのものではなかったはずです。」1)  

この言葉に、地域包括ケアシステムの根源的な意味合いがあると言って良いと思いま

す。それは、地域に暮らす人がその人なりに生を全うできる社会を創るということです。

人がその生涯を生ききることを保障するためには、高度な医療のみならずその生活を支

えるケア環境が生活の場で、包括的に、継続的に、一体的に用意されなければなりませ

ん。公立みつぎ病院の「寝たきりゼロ」を目指した地域包括ケアシステム構築の実践は、

医療・保健・介護（福祉）の連携を軸として、専門機関だけでなく、住民の力を集めた

コミュニティケアの実現を目指して進められてきたことに特質があると言えます。

その後 1990 年代に入り、多様な地域包括ケアシステム構築の取り組みが全国各地で

行われるようになりましたが、人口減少が著しい過疎地域においては特に「地域福祉型」

と表現できる地域包括ケアシステムの在り様が検討されるようになります。このことは、

先述のコミュニティケア基盤構築に重なるものです。地域包括ケアシステムの構築が、

新たな社会保障システムへの模索から始まり、必然的に生活フィールドである地域を対

象とした仕組みづくりへと進展させ、住民参加による地域組織化活動としての性格を持

つに至ったことを意味しています。つまり、人口減少が加速する地方にとって、地域包

括ケアシステムの構築が保健・医療・介護・福祉の機能とともに、それを基盤とした地

域の存続機能を併せ持つという新たなコミュニティ再生への仮説が、地域住民の生活維

持の視点から生まれてきたと解釈できます。 



必然的にという言い方をしたのは、中央集権的仕組みを基盤にして地域に住む一人一

人のケアを創り出すことの限界、それに必要な経費を国家予算で賄うことの困難性が明

らかだということと同時に、地方分権化の流れを汲んで、地域には自ら新たな地域社会

を創り出そうとする潜在的、顕在的力があるという意味を込めたからです。地域包括ケ

アシステム構築の実践が、住民一人ひとりの生活実感を土台にして、改めて地域づくり

をし直そうとする住民の主体的な動きを引き出す、ある種のエンパワメント事業として

機能するという考え方です。 

地域包括ケアシステム構築の必要性が政策として初めて全国的に示されたのは、平成

20（2008）年、「地域包括ケア研究会 提案書～今後の検討のための論点整理～」に

おいてです。研究会では、団塊の世代が後期高齢者となる 2025 年をゴールとして、医

療・介護・福祉サービスを一体的に提供することを可能にする地域包括ケアシステムの

在り方を検討してきました。座長を務める田中滋慶應義塾大学名誉教授は、「このシス

テムで日本中をカバーできるとはもともと考えていない。そもそもこの戦略の主なター

ゲットは“都市”とその近郊である」と明確に述べています 2)。 

よって、全国区で進められている地域包括ケアシステム構築の取り組みが、対象とな

る地域をどう組織化、活性化するのかという命題の答えは、それぞれの地域よって異な

るという理解が非常に重要です。 

●●隠隠岐岐圏圏域域地地域域包包括括ケケアアシシスステテムム推推進進委委員員会会のの活活動動内内容容とと今今後後のの課課題題

 隠岐圏域においては、「隠岐圏域地域包括ケアシステム推進委員会」を組織し、隠岐

圏域における地域包括ケアシステムの姿を形作ることを目的に概ね年 5 回程度の協議

を行ってきました。 

協議を進めるにあたっては、隠岐圏域全介護事業所の管理者、職員を対象とした実態

調査によって介護事業推進実態を明らかにし、その結果をもとに各町村の福祉担当職員

から自治体としての事業支援及び取り組み状況を報告いただき情報共有、課題分析をし

てきました。加えて、圏域内全 22 法人へのヒアリング、介護事業所の職員との情報交

換会も実施しました。 

本委員会が設定した検討テーマは次の 4 つです。 

１．福祉関係の人材確保・離職防止及び育成 

２．バランスの取れた介護サービス基盤の充実 

３．介護予防事業の充実 

４．保健・医療・介護（福祉）の連携 

これらに対し、隠岐圏域における取り組みのゴールはどこなのか。その実現にあたっ

ての課題は何なのか。どのような課題解決プロセスが用意されるべきなのか。実現のた

めの具体的なプログラムはどのようなものなのか。誰がそれを進めるのかといったケア

システム構築上の必須要件を設定し、現状分析を行うとともに課題解決に向けて求めら

れるアクションの検討を行ってきました。その成果となる本提案書は、隠岐圏域地域包

括ケアシステム推進委員会の第一次提案書と言えるものです。 

現段階で、この中で指摘された課題に対して解決に向けた取り組みが進められていま

す。しかし、検討作業の結果明らかとなった課題に対する委員会提案が各町村の政策と

合致し、住民レベルで機能する有効なアクションとなっているかについては未だ多くの

課題があると捉えなくてはなりません。この視点から課題として認識される内容は次の

通りです。 

①①介介護護ササーービビスス事事業業圏圏域域とと文文化化圏圏域域（（地地域域アアイイデデンンテティィテティィ））

隠岐諸島における生活の営みは、地域包括ケアを推進する上で注目すべき点は、交流

圏域の在り様です。交流圏域については、大きく二つに分かれていることが以前より指

摘されています。一つは「島後～本土」圏域、もう一つが「島前～本土」圏域です。こ

れは、長年の流通文化によって形成されてきたものであり、人の流れを伴うものです。 

現在でも、例えば医療・介護施設等の利用に際して島前の住民は、島後よりも本土の

施設を選択する傾向がみられるといったことです。福祉ニーズは、必ずしも隠岐圏域内

で需要が完結されるわけではなく、それぞれの居住地から本土への移住が行われる場合

が多々あります。 

更に、住民の人生設計に対して福祉関係機関や行政がどう関わるかについては、同じ

地域の住民である担当者のアイデンティティに大きく左右されます。様々な価値をどう

順序付けるかは、その地域、コミュニティの文化的アイデンティティに大きく影響を受

けると言えます。この意味において、圏域の構成単位である各町村の選択肢や手法に差

異が出ることは当然と考えられます。 

極端な言い方をすれば、文化性の異なる地域の福祉ニーズに、事業主体がどう方向性

を示すかは非常に重要なテーマであると考えられます。地域包括ケアシステム構築事業

において果たす隠岐広域連合と各町村の役割、機能の明確化が求められています。 

②②隠隠岐岐圏圏域域ににおおけけるる介介護護ササーービビススのの供供給給とと編編成成

前項の実態を背景として、平成 30 年度介護保険事業実績を見ると、保険給付費約

30 億円の 5％、1.5 億円程度が島外支出となっています。この額を妥当とするかしな

いかについては近隣保険者のデータ等と比較分析する必要がありますが、本土移住を余

儀なくされる人の中には、かなりの長期に渡る移住や、定住が予測されるケースもあり、

圏域をまたいだ介護サービスの需給体制の在り方を検討する必要があります。そこで課

題となるのは、介護サービス利用者をいかに本土に流出させないかではなく、保険者、



4 か町村並びに介護事業者の合意によってどのようなサービスをどのくらい整備するの

かというケアサービス設計を行うことです。 

地域包括ケアシステム構築の理念に基づけば、介護サービスの供給量と編成の問題は、

介護サービスを必要とする住民の生活の質をいかに保障するかという問題です。より多

くのサービス種が用意され、利用者の生活実態に合わせていつでもどれだけでも利用で

きる整備状態を理想像とする時、隠岐圏域において充足できるサービスは何が、どれだ

け整備できるのかという現実像を明らかにすることは非常に重要です。 

また、介護サービスの編成にあたっては、サービス供給が持続的に行われることが前

提となります。隠岐圏域において包括的で切れ目ない医療・保健・介護体制とはどのよ

うな姿なのか、そのイメージを明らかにすることは喫緊の課題です。そのためには関係

機関の連携を土台に据えなくてはなりません。 

③③福福祉祉資資源源のの連連携携性性～～互互助助シシスステテムムととししててののネネッットトワワーークク構構築築～～

本委員会が、地域包括ケアシステムの構築実現に向けて、地域資源のネットワーク化

を進める必要があることは言うまでもありません。つまり、様々な資源が連関性をもっ

て響き合い、必要なサービスを地域の実態つまり地域特性に基づいて提供できる機能が

求められているわけです。ですから、サービス提供主体は、総体として多様性を維持で

きることが重要です。 

国は特に、システム構築上の構造要素として示されている「自助」「互助」「共助」

「公助」の内、「共助」を各種社会保険制度、フォーマルなリスク共有の仕組みと定義

付ける一方、「互助」を制度化されていないボランタリーな住民参加ネットワークとし、

住民同士のつながりを基盤としたインフォーマル機能として注目し、活動を喚起してい

ます。しかし、システムとしてのネットワークを継続的に機能させようとするとき、そ

こには地域特性が反映されることになりますから、地域によっては互助機能が制度化さ

れるケースも予測できます。なぜなら、限られた資源を組み合わせて、自治体施策を軸

に社会福祉法人等の民間事業体が協働することでサービス基盤を創らざるを得ないか

らです。人口が比較的少ない地域では地域資源を統合した一体的な独自の仕組みを作る

必然性があり、その代わり、提供可能なサービスの選択肢が限られます。そして、最終

的にそれを支えるのはコミュニティとしての住民の地域への愛着と共生意識ではないか

と推察しています。 

④④介介護護人人材材のの不不足足状状況況とと確確保保対対策策

本委員会が平成28年度からの 3年間の協議を経て具体的に取り組んだのはケア基盤

である介護人材確保対策です。実態調査で真っ先に挙げられたのが介護人材不足（医療

分野を含み他業種においても不足状況は変わりませんが）であるからです。介護人材不

足は隠岐圏域のみならず全国共通の課題として認識されて久しいですが、効果的な対策

は未だに成立していません。その結果、人材不足によって事業維持が難しく、経営は黒

字でありながら事業を縮小せざるを得ない事業所が頻出し、特に離島である隠岐におい

てはサービス規模の維持の困難性が増しています。 

 隠岐圏域から介護福祉士を目指し本土に進学する若者も少ないながらあるものの、そ

のほとんどが帰島しない実態があることから、介護人材養成は必然的に島内の社会人を

対象として進めなくてはなりません。しかし、その機能は確立されておらず、福祉専門

職として求められる各種研修や資格取得のための講習を受講したくても島外に出なく

てはならない状況があります。 

そこで、隠岐広域連合介護保険課は島根総合福祉専門学校と提携し、隠岐広域連合内

にサテライトオフィスを設置し、隠岐圏域福祉人材確保対策事業に着手しました。有資

格者養成と地域の介護人材を増やすことを目的としたいくつかの事業を展開し、特に介

護人材養成のための社会人を対象とした研修講習体制を構築し、令和元年度は、１６名

の介護福祉士国家試験受験資格者を養成しました。 

今後は、島内の介護専門職を対象に指導者養成を行い、圏域内で有資格者養成が可能

になる体制作りを進めると同時に、島根県福祉人材センターと協働し、小・中・高校児

童生徒を対象とした福祉教育を推進する取り組みを進めていきます。こうした事業が、

介護現場の介護の質の向上につながるものと考えています。 

介護人材確保対策は、地域を挙げて取り組むべき事業にならなければその意味は半減

し、持続性を失います。一人の住民が生ききることができるケア環境を住民一人一人の

参加によって構築することが、その照り返しとして自身の生を全うすることにつながる

と感じています。 

●●最最後後にに

 本提案書の作成過程で明らかになった課題を総括として述べてきましたが、隠岐圏域

地域包括ケアシステム構築の根源的課題とは何かについて最後に述べたいと思います。 

 平成２０年度「地域包括ケア研究会 報告書 ～今後の検討のための論点整理～」に

おいて地域包括ケアシステムは、「ニーズに応じた住宅が提供されることを基本とした

上で、生活上の安全・安心・健康を確保するために、医療や介護のみならず、福祉サー

ビスを含めた様々な生活支援サービスが日常生活の場（日常生活圏域）で適切に提供で

きるような地域での体制」と定義されています。そして、厚生労働省は、「団塊の世代

が７５歳以上となる２０２５年を目途に、重度な要介護状態となっても住み慣れた地域

で自分らしい暮らしを人生の最後まで続けることができるよう、医療・介護・予防・住

まい・生活支援が包括的に確保される体制（地域包括ケアシステム）の構築を実現」す

ることに目標を設定しています。 



 しかし、本提案書で明らかなように、この定義によるこの目標の実現が、隠岐圏域に

おいて可能であるか、可能であるとすればどのような条件を満たす必要があるのか、可

能でないとすればどのような地域の状態をゴールとするのかについてよくよく見定め

なくてはなりません。 

改めて、今を生きる私たちが心を据えて認識しておくべき社会保障の在り方に言及し

たオランダ、ウィレム・アレクサンダー国王の言葉を記したいと思います。国王は、2014

年の政府予算案提出の際に議会演説し、財政難により「20 世紀後半の福祉国家は持続

不可能となっている」と明確に訴えた上で、次のように述べています。 

「ネットワーク化と情報化が進んだ今日の社会では、人々は以前よりも自分を主張するようになり、

自立していることは否定できません。能力を有する人は、自身とその周囲の人々の生活に責任

を持つことを求められます。参加型社会への移行は、私たちの社会保障制度と長期ケア制度に

おいて顕著なものとなり、特に古典的な戦後型の福祉国家が生み出した仕組みは、現在のまま

では持続が不可能であり、かつ人々の期待にもはや応えるものとなっていません。今日の世界で

は、人々は自身で選択をし、自身の生活を管理し、お互いの助け合いをしたいと考えています。

介護や社会サービスが人々に密着して、かつ一貫した形で組織化されることが、こうした流れに

即していると考えられます。」 

この演説は、まさに今日本が、それぞれの地域が直面している課題を指しており、「参

加型社会」形成への協働の必要性を示唆しています。日本の介護保険制度はドイツの制

度に学んだと言われていますが、ドイツの制度はオランダの社会保障制度を手本にした

ことが知られています。社会保障制度の先駆的役割を担ってきたオランダが、福祉国家

から市民参加型福祉国家に舵を切ったその象徴となるのが「マントルゾルフ」と呼ばれ

るインフォーマルの互助の仕組みです。親類、友人、近隣住民が相互に、長期に渡って

ケアを提供する仕組みは、日本でも求められているコミュニティケアの一つの姿かもし

れません。また、市民参加が安定的になされ、持続性を持つとき、それを新たな共助の

仕組みと位置付けてもよいのかもしれません。本委員会の、つまり隠岐圏域が目指す地

域包括ケアシステム構築の取り組みに大きなヒントを与えるものと受け止めています。 

令和 2 年 8月 

隠岐圏域地域包括ケアシステム推進委員会 

委員長  余村 望 

引用・参考文献 

1)（第 31 回総合リハビリテーション研究大会〜手と手）を・・・ひろしまからの発信〜 基調講演｢地

域リハビリテーションと地域包括ケアシステム」2008.8） 

2) 『訪問看護と介護』17 巻 7 号:598 頁
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ⅠⅠ．．提提案案のの趣趣旨旨とと位位置置づづけけ  

●趣旨

隠岐圏域地域包括ケアシステム推進委員会では、団塊の世代が後期高齢者となり、社

会保障費の急増が懸念される、いわゆる 2025 年問題に備え、地域包括ケアシステムの

捉え方や政策の方向性について、隠岐 4 町村及び福祉関係機関並びに医療機関等へ広く

提案することを目的として検討を進めることとした。 

事務局を隠岐広域連合介護保険課に設置したのは、2025 年問題が、隠岐 4 町村それ

ぞれの地域風土や生活実態等に合った独自の事業展開が基本となるものの、一方では、

隠岐圏域において共通の課題や取組みを共有しつつ、隠岐４町村独自の取組みと隠岐圏

域全体で取組むことを整理し連携していくことが地域包括ケアシステムの推進に繋が

ると考えるからである。 

特に提案にあたっては、①中長期的な視点も踏まえて政策の大きな方向性を提案する

こと②地域包括ケアシステムを単に介護保険制度の仕組みと考えるのではなく「自助・

互助・共助・公助」のバランスの中で検討し提案すること③介護の仕組みとして考える

のではなく、医療や生活支援、住まいなども含めた複数の構成要素を包括的に結び付け

る仕組みとして整理することの 3 点を踏まえた。 

●位置づけ

本提案は、隠岐４町村、隠岐広域連合、社会福祉協議会などの機関において、各事業

の位置づけや関係性を明らかにし、福祉施設や隠岐島民と連携・協働し総合的な事業展

開を促進するための指針としての役割を果たそうとするものである。 

           

  

バランスのとれた介護サービス基盤の充実 

人材確保・離職防止及び育成 

介護予防事業の充実 

保健・医療・介護（福祉）の連携 

ⅡⅡ．．提提案案のの体体系系図図  

 

             

             

             

 

 

●「Ⅳ隠岐圏域における地域包括ケアシステム構築の重要性及び方針」との関連 

 

提案の体系図は、社会保障体制整備基盤としての構図になっているが、更に「地域マ

ネジメント」の側面から見れば、住民生活を維持するための多様な要素（産業振興・自

然管理・観光・定住対策等）を基盤として、「地域包括ケアマインド」が醸成され、そ

れが 4 町村の独自の生活保障のあり方につながっていくことが重要である。 

また、「自助・互助・共助・公助」の社会保障基盤の仕組みの定義については、単に

それにとどまらず、地域社会の住民相互関係の再構築が目的となるものという捉え方が

適当。 

 

 

 

 

地地
域域
包包
括括
ケケ
アア
シシ
スス
テテ
ムム
のの
構構
築築 
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ⅢⅢ．．隠隠岐岐圏圏域域のの現現状状  

隠岐圏域の高齢化率は、現在、40.2％で超高齢社会が到来している。他方、担い手と

なる生産年齢人口の減少も歯止めがかからず介護需要の急増という困難な課題に直面

している。 

１１．．2200歳歳代代かからら 3300歳歳代代のの女女性性人人口口のの推推移移  

 

    

２２．．人人口口とと高高齢齢化化率率のの推推移移  
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３３．．認認定定者者数数のの推推移移  

 
 

    

４４．．認認知知症症高高齢齢者者人人口口のの推推移移  
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ⅣⅣ．．隠隠岐岐圏圏域域ににおおけけるる地地域域包包括括ケケアアシシスステテムム構構築築のの重重要要性性及及びび方方針針  

隠岐圏域では、令和 2 年に後期高齢者数が若干減少するものの、その後は、増加とな

り、令和 12 年をピークに減少していくと想定されるが、担い手側の若年層は減少し続

けるため、地域生活のための基盤の維持が困難になっていくと考えられる。地域包括ケ

アシステムを高齢者への対応としてのみでなく、地域機能の強化・存続の観点からも議

論する必要があるなど、地域包括ケアシステムがより大きなリスクへの対応手段として

求められている。 

 

 

●●隠隠岐岐圏圏域域のの現現状状  

 

隠岐圏域は、地域で支え合う地域力や文化の土壌は比較的高い水準にあると考えてい

る。また、農業や漁業及び畜産等の一次産業が中心であることから、意識的ではないも

のの、全体的に元気な状態で高齢期を迎えている。そのような環境の中、地区のサロン

等は数多く存在し活動を行っていると共に、特に島前地区は人口規模が小さいこともあ

り他職種連携は進んでいる。 

隠岐圏域の特質すべき福祉の課題は、特別養護老人ホームや認知症対応型グループホ

ーム等、フォーマルなサービスは人口に対し、比較的充実しているものの担い手となる

若年層が減少しているため、サービスを支えることが困難になりつつあることや、今後、

フォーマルなサービスだけに頼ることの限界を乗り越えるための地域による互助等の

インフォーマルサービスの拡大・充実・継続するための仕組み、更には、地域のリーダ

ーを含めた住民全体の介護技術の獲得（研修）や人材確保が大きな課題と言える。 

 

 

●●地地域域包包括括ケケアアシシスステテムム構構築築のの考考ええ方方  

 

地域マネジメントに基づき形成される地域包括ケアシステムの特性は、①利用者から

みた「一体的」なケアを提供する仕組みであること、②その具体的な姿や構築の過程は

一定の共通点が認められるものの、地域ごとに異なるものであること、③地域資源は、

「自助・互助・共助・公助」のバランスの上に作られ、とりわけ自助・互助のもつ潜在

力が重要であることという考え方で整理していく。 

 

 

①①  利利用用者者かかららみみたた「「一一体体的的なな支支援援」」  

○地域包括ケアシステムは、地域の住民にとって心身の状態が悪化した場合でも、介護

だけでなく、生活の前提となる住まいと、自立的なくらしのための生活支援や社会参

加の機会を確保し、必要に応じて専門職による医療、看護、介護、リハビリテーショ

ン、保健・福祉サービスなど多様なサービスや支援を行う仕組みである。 

○また、本人や家族は、心身状態の急変やそれに伴う介護の負担など、様々な面で不安

感を抱えている。こうした不安を払拭するためには、ニーズに応じた多様なサービス

や支援が、仮に複数の福祉施設や専門職から提供される場合においても、一つのチー

ムとしての機能を持つ「利用者からみた一体感」が重要になる。 

 

②②  地地域域特特性性ににああっったた地地域域包包括括ケケアアシシスステテムム  

○団塊の世代すべてが後期高齢者に達する2025年が社会保障制度上の課題として捉え

られているが、2025年以降も介護需要は増加し続けることが明らかである。 

  また、担い手となる生産年齢人口が減少し続けることによって、介護・医療費など

の社会保障費の急増への対応が一層懸念されている。つまり、2025年は、介護需要

の急増に向けた入り口にすぎず、サービス提供体制の維持において様々なリスクが発

生する状況は、その後長期間にわたり継続する。 

○各地域が抱える課題は、それぞれ異なるものになる。「高齢化」の進展は隠岐圏域共

通の特徴だが、その「高齢化の姿」は、地域によって様々であり、そのため高齢化に

よって生じる課題も地域によって異なると想定される。こうした多様な生活課題に対

して地域の実情や特性にあわせて取組みを行う地域包括ケアシステムにおいては、画

一的な答えやモデルは存在しない。そうした意味で、これからは地域の数だけ「地域

包括ケアシステム」がつくられる時代を迎えているといえる。 

 

③③  地地域域包包括括ケケアアシシスステテムムとと「「自自助助・・互互助助・・共共助助・・公公助助」」  

○介護保険制度は、「自助」や「互助」だけでは介護負担を受け止められなくなった社

会状況に対応して誕生した。ただし、その目的は、「自助」や「互助」を介護保険（共

助）で置き換えるものではない。あくまで「自助」や「互助」では対応しきれない部

分や、所得等の経済力によって逆選別となりがちだった公助では対応しにくかったニ

ーズに対して、「共助」がこれに対応するとの認識のもとに、介護保険制度は設計さ

れ、発展してきた。 

 

98



○介護保険制度の導入以来、ともすると共助（介護保険）の活用に重点が置かれ、重要

性の認識が低下していた自助・互助の役割について、自治体の側面的な支援によって

より強化する方向で議論を進めておかなければならない。人口減少社会の中でニーズ

の増加に対応するためには、これまで意識的には地域の支える側には参加していなか

った住民や関係者も含め、より多様な人々が地域活動に参加するような仕掛けが必要

になる。⇒地域社会のエンパワメント機能整備の重要性。 

○現在、高齢者は65 歳を基準として定義されているが、65歳～69歳における要介護

認定率は全国平均でわずかに３％程度である。20年前の65歳と、現在の65歳の心身

の状態は同じではない。医療技術の革新や自分自身で健康管理や介護予防を行うセル

フマネジメントの推進、社会環境の整備などによって、より元気な状態で高齢期を過

ごすことができる可能性は十分に考えられる。そうした高齢者像の変化も踏まえると、

今後の人口減少社会において、高齢者自身による積極的な社会参加（自助）や地域の

高齢者による支え合いの活動（互助）の潜在力を活用し、今後は、元気な高齢者が担

い手側に加わるあり方や、働き方の転換などによって限られた担い手でいかに生産性

の高い支援体制を構築していくかを隠岐全体で考える必要がある。 

○互助は、社会の正式な制度ではなく、インフォーマルな地域の助け合いである。住民

の自由な意思の集まりとして、地域の環境の中で築かれる関係性であり、行政による

意図的な互助の構築は容易ではない。地域の中に潜在的に存在している自助・互助に

対して、行政が意識的な働きかけを進める工夫が不可欠である。 

但し、インフォーマルな互助制度に対してだれが責任を負うか、サービスの空間的

時間的継続性を担保し、隙間のないサービス供給体制を構築するのは誰の責任か、ど

のような資源がどの部分を担うかといった課題がある。 

 

 

 

 

 

 

 

引用・参考文献   

地域包括ケア研究会．「地域包括ケアシステムと地域マネジメント」 

出版社．三菱UFJリサーチ＆コンサルティング 

ⅤⅤ．．具具体体的的なな提提案案  

 ◆福祉関係の人材確保・離職防止及び育成 

 ◆バランスの取れた介護サービス基盤の充実 

 ◆介護予防事業の充実 

 ◆保健・医療・介護（福祉）の連携 

 

◆◆人人材材確確保保  

提  案 課  題 対  策 実施主体 

●就学資金貸与制度の導

入。 

 介護福祉士、社会福祉士、

精神保健福祉士等の養成学

校に必要な経費の一部又は

全部を、地元の福祉施設で

相当期間勤務した場合、免

除するとした貸与制度の導

入。 

●進学希望者が少

ない。 

●財源確保。 

●中学、高校との交 

流及び連携。 

●積極的な実習等

の受入れ。 

●相談窓口の明確

化。 

●町村と福祉施設

の双方が負担す

る仕組みを構築。 

町村 

福祉施設 

 

※高等学校に対する調

査が必要。 

 

●就職祝い金(就業一時金)

制度の導入。 

 民間の福祉施設に新規就

職する正規職員に対し一一定

額の祝い金支給制度の導

入。 

●財源確保。 ●町村と福祉施設

の双方が負担す

る仕組みを構築。 

町村 

福祉施設 

●有資格者の正規雇用促進

制度の導入。 

 介護福祉士、ケアマネ、

社会福祉士等の資格を所有

した職員を正規職員として

雇用してもらうため、一般

的な正規職員と臨時職員の

差額を補助する制度の導

入。 

 

●財源確保。 

●対象職員が退職

するまで補助す

ることは困難。 

●期間を定め補助

する。 

町村 

福祉施設 

 

※加算制度による保障

内容の調査が必要 
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提  案 課  題 対  策 実施主体 

●隠岐圏域の福祉職員確保

等対策事業 

 

隠岐広域連合が中心とな

り、隠岐の介護業界全体で

人材確保に取り組む。ジョ

ブフェアの独自開催や事業

所の魅力発信、無料就業紹

介など総合的な取り組みを

行う。 

  

 

 

●人材確保事業の

ノウハウがな

い。 

●世代ごとに募集

方法を変える必

要がある。 

 

●福祉施設との意

見交換やヒアリ

ングを実施し、実

効性のある企画

の立案。 

●島根県福祉人材

センターやハロ

ーワーク隠岐と

連携する。 

●紙ベースやSNS

など幅広い手法

で情報発信する。 

町村 

福祉施設 

広域連合 

 

※広域連合及び隠岐サ

テライトオフィスが

中心となるが、各町

村及び福祉施設の協

力は不可欠。協働型

で進めていく必要が

ある。 

 

●高校、専門学校等の連携。 

  

広報誌等を積極的に発行す

ると共に、研修や実習(就業

体験)を受け入れる。 

⇒地域の魅力化が重要。 

 

 

 

 

 

 

 

●受入れ体制の明

確化。 

●実習(就業体験)

の活性化。 

●実習施設要件の

整備。 

●長期間、職員が 

勤務している事

業所の良い点を

分析することが

必要。 

●広報誌の発行や

研修等の受入れ

体制は福祉施設

に依頼。 

●実習、体験者の旅 

費や宿泊費等に

対する費用の半

額程度の補助を

町村が実施。 

 

町村 

福祉施設 

※良質な現場実践が重

要。 

 例えば、事業所間で

の研修交流や職員交流

等事業所間で質の向上

に向けた事業体制を共

有、育てる仕組みづく

りが重要 

●介護系専門学校と提携し

た地域の福祉人材養成プ

ログラムの推進。 

 

 

 

 

●財源確保 

●地域における福

祉マインドの醸

成 

●各町村における

人材確保計画の

立案。 

町村 

提  案 課  題 対  策 実施主体 

●福祉施設のイメージアッ

プ戦略・人材確保に係る

情報発信支援制度の導

入。 

 

 福祉施設の活動状況や求

人情報を一元化する。  

●一元化する団体

の明確化と情報

収集方法。 

●福祉施設と隠岐

広域連合が連携

し、ホームページ

を活用した情報

発信の一元化を

図る。 

広域連合 

町村 

福祉施設 

※イメージアップと

は、介護（福祉）事

業が自立的で充実し

たものかを実際によ

って見せること。 

●シルバー人材等派遣制度

の導入。 

 インフォーマルサービス

を支えるシルバー人材等の

確保と育成をコーディネー

トするため、シルバー人材

等派遣センター(仮称)を設

置し、地域(自治体等)や福祉

施設のマッチングを図る。 

●シルバー人材等

の確保。 

●マネジメント能

力と事務量が膨

大となる。 

※覚悟と職員の増員

が必要となる。ど

の団体が主体とな

るのか調整が必

要。 

※社会福祉法人がい

かにこれに取り組

むかが重要。未設

であれば社会福祉

法人連絡会といっ

たものが共同して

進めることを検

討。 

※養成－事業実施－定

着の仕組みづくり 

 

（研修・事業拠点・専門

コーディネーター・既

存の福祉施設との連

携や協働）が必要。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

1312



◆◆離離職職防防止止及及びび育育成成  

提  案 課  題 対  策 実施主体 

●報奨金制度の導入。 

 

●財源確保。 

 

 

 

 

 

●町村と福祉施設

の双方負担を検

討する必要があ

る。 

 

 

 

町村 

福祉施設 

※一定の充足度を持っ

た処遇のあり方を検

討することが重要。 

※金銭サービスだけが

離職防止策として有

効という発想は危険。 

●管理者向けの離職防止関

係研修の実施。（労務管

理・ワークライフバラン

ス等） 

 ●１回/年程度、島

後地区と島前地

区で企画・募集す

る。 

福祉施設 

広域連合 

●スキルアップ研修の支

援。 

 

 島内外で開催される研修

参加費の支援。 

●財源確保。 ●本人、福祉施設、

町村が負担する

仕組みを構築。 

※講師を呼ぶこと

で多くの職員が

共有可能となる。 

福祉施設 

町村 

●介護職員実務者研修の支

援。 

 

介護福祉士の受験資格取

得に係るスクーリング（延

12日間）を島前・島後で開

催し資格取得に要する負担

軽減を図る。 

●人員不足により

職場から研修さ

せることが困

難。 

 

●研修の講師を島

外から招くため

費用が増大す

る。 

 

 

 

●施設共同体を設

置し、必要な研修

や入校に伴う人

員を派遣し合う。

町村は、派遣した

福祉施設に対し

て、人件費相当額

を補助する。 

 

●指導者養成(研

修)を実施し、極

力研修に関わる

講師は島内の人

材で確保する。 

福祉施設 

町村 

広域連合 

 

※現行の島根県による

助成制度を活用する。 

●喀痰吸引研修の支援 

提  案 課  題 対  策 実施主体 

●介護職員初任者研修の支

援。 

 

介護職員初任者研修を島

前・島後で開催し資格取得

に要する負担軽減を図る。 

 

 

 

 

 

 

●隠岐圏域での安

定的事業実施機

関がなく、介護

福祉国家資格取

得者向けの研修

は、本土で受講

するしかない。 

※隠岐圏域におけ

る無資格従事者

への資格取得支

援をするために

は、養成校が出先

機関を隠岐地区

に設置し、かつ隠

岐圏域の介護従

事者に対して指

導者資格を取得

できる研修を実

施し、人材の現地

確保を行い、各種

研修が総合的に

実施できる体制

を整える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●独自加算制度の創設 

 

国の制度だけではなく、 

町村独自の加算制度を導入

し、事業所負担を軽減する

と共に、賃金の低さから離

職する従業者の抑制を図

る。 

●財源の確保 

 

●事業所の負担軽

減 

●従業者のモチベ

ーション向上 

 

町村 

福祉施設 
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◆◆ババラランンススのの取取れれたた介介護護ササーービビスス基基盤盤のの充充実実  

提  案 課  題 対  策 実施主体 

●インフォーマルサービス

の創設 

 地域（生活圏域）が抱え

る課題はそれぞれ異なるた

め、町村毎に地域診断を実

施し各地域の課題や介護・

医療ニーズを把握する。そ

の後、その地域診断を踏ま

え、地域（自治会等）で支

えることが出来るサービス

を、生活支援コーディネー

ターを中心に創造する。そ

の際重要なことは地域住民

が主体的な行動を起こす互

助の精神であり、町村は、

その仕掛けと側面から支え

ることである。 

●個人情報の取扱

い。 

●地域の理解。 

●仕組み及び財

源。 

●地域がどこまで家

庭の事情に介入出

来るかは重要なポ

イントだが、継続

的な活動を通して

理解を深める。 

●地域のリーダー育成。 

●モデル地域で先行。 

●地域住民全員を

対象とした初任

者研修の実施。 

●新しい地域支援事

業(日常生活支援総

合事業等)から地域

に給付費を給付(経

済活動の成立)し活

動支援する。 

・見守りサービス。 

・配食サービス。 

・買い物支援。 

・予防事業(生きが

い支援) 

・島外医療機関等の通院

等付添いサービス。 

町村 

社協 等 

 

※福祉施設(小規模多機

能事業所等)が核とな

って地域にサービス

ネットワークを形成

することも可能。 

低額でも報酬があれ

ば動機付けができ、責

任の所在も明らかに

なる。 

●サービス付き高齢者住宅

の整備。 

  

  

 

●病院等の医療機

関に隣接した場

所に高齢者が安

心・安全に暮らせ

る住宅の整備を

検討する。 

町村 

広域連合 

福祉施設 

 

※ニーズ調査と実施主

体の検討。 

●福祉移送サービス事業の

支援。 

   

◆◆介介護護予予防防事事業業のの充充実実  

提  案 課  題 対  策 実施主体 

●サロン活動の充実 

 

 地域の特性に応じたサロ

ンの開催、継続を図る。地

区単位での取り組みができ

るように後継者育成、サロ

ン支援を行う。サロンサポ

ーター（指導員）を養成す

ることで前期高齢者にも参

加を促す。 

●参加者が固定さ

れている。 

●地区によって開

催頻度や場に差

がある。 

●前期高齢者や男

性の参加者が少

ない。 

●内容がマンネリ

化している。 

●後継者不足。 

●地域のニーズに

沿った開催がで

きていない。 

●健康相談と融合

し、運動教室やレ

クリエーション、

リハビリ指導な

ど健康相談の充

実を目指す。 

●若い世代をまき

こむ。 

●運動や野菜作り

を支援。 

●サロン連絡会の

開催。 

●比較的元気な高

齢者にレク等の

研修を行い、サロ

ンサポーターと

して登録し、サロ

ンに参加しても

らう。 

●サロン活動を複

合型、統合的に行

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町村 

社協 
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提  案 課  題 対  策 実施主体 

●運動教室の開催 

 

 島外のインストラクター

に来てもらったり現在の教

室開催を継続。さらに参加

者の年齢層を広げ、予防に

向けた健康づくり、意識改

革を行う。 

●若い世代や男性

の参加が少な

い。 

●運動不足に起因

する介護保険利

用が多い。 

●壮年期世代の健

康づくり意識が

低い。 

●取り組んだ結

果、効果がわか

らない。 

●若い世代や男性

に向けた開催を

検討。 

●ケーブルテレビ

を利用した普及

を検討。 

●前期高齢者向け

に将来を見据え

た体操の普及、啓

発。 

●働きながら健康

づくりに取り組

める環境を整備。 

●活動の評価を実

施。 

町村 

福祉施設 

事業所 

 

●認知症事業の推進 

 

 当事者たちだけではな

く、地域全体で認知症高齢

者の支援体制を構築するこ

とで、在宅での生活が 1 日

でも長くできるようにす

る。 

●在宅で認知症の

方を介護するの

に不安がある。 

●地域の認知症の

方の理解がまだ

足りていない。 

●独居や老々介護

で在宅での生活

を望みにくい。 

●早期発見、早期治

療につなげてい

けるよう見守り

ネットワークを

形成。 

●町村ごとの認知

症ケアパスを作

成、配布。 

●住民向けの認知

症講演会、研修を

実施。 

●認知症サポータ

ー養成講座を役

場だけではなく、

地域で PR する。 

 

 

 

町村 

社協 

福祉施設 

事業所 

提  案 課  題 対  策 実施主体 

●出前型サービスの開催 

 

 高齢者が出かけていく場

の創設、ボランティアなど

の人材育成を目的とする。 

●以前、実施をし

たが、人材不足

などにより開催

回数が少ない。 

●実施回数が少な

い。利用時間が

短いことから通

常のサービスに

流れてしまう。 

●住民主体の活動、

ボランティア育

成の場として今

後も継続。 

●生活支援コーデ

ィネーターなど

と協力し、サロン

の少ない地区な

どに絞って実施

する。 

社協 

●地域リハビリテーション

の推進 

 

  

●訪問リハが中心

であるが、リハ

ビリ相談、住宅

改修、福祉用具

の相談などの取

り組みなどへの

専門職の関りが

必要。 

●リハ職を含めた

地域連携が不足

している。日常

的な支援でリハ

職の目線が必

須。 

●リハビリ専門職

が高齢者からの

相談や住宅改修

事前訪問等に関

わる体制を構築

する。 

●リハビリ専門職

がケア会議やケ

ース検討会に参

加する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

医療機関 

福祉施設 
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提  案 課  題 対  策 実施主体 

●共生型の地域の居場所づ

くり 

 

 地域住民の孤立化を防

ぎ、地域全体で支えあいな

がら生活できる環境を整え

る。 

●子供が島外にい

る高齢者が増え

ている。 

●核家族化が進行

し、世代を超え

た交流が難し

い。 

●高齢者のみなら

ず、子供の課題

や 8050 問題

（※）など複雑

な課題が潜在し

ている。 

●子供や高齢者と

いったカテゴラ

イズではなく、地

域ぐるみの交流

会や居場所づく

りを検討。（例：

子ども食堂等） 

●誰もが参加でき

るように工夫が

必要。 

●地域のニーズ調

査による検討。 

 

町村 

社協 

福祉施設 

●インセンティブの付与

（ポイント制の導入） 

●サロンや健康教

室の参加率にム

ラがある。 

●健康のためとい

う理由だけでは

なく、自分が目に

見えて利益があ

ると自覚できる

ことで参加意欲

を増進。 

町村 

社協 

広域 

 ※8050 問題・・・ひきこもりが長期化し親も高齢化し、収入が途絶えたり、病気や介護の

必要性が出たり、一家が孤立、困窮するケース。80 代の親と 50代の子

供で 8050 問題と呼ばれる。 

  

◆◆保保健健・・医医療療・・介介護護（（福福祉祉））のの連連携携  

提  案 課  題 対  策 実施主体 

●地域ケア会議等の充実 

 

単なる個別ケースの検討

に終わるのではなく、その

積み上げにより地域課題等

を明らかにし、その解決を

図れるような体制づくり。 

●地域ケア会議等

で抽出した課題

を政策に繋げて

いく仕組みがな

い。 

●個々の課題の背

景にある要因の

解決に至らな

い。 

●地域の課題を充

分に検討できな

い。 

●地域ケア会議の

役割が発揮でき

ていない。 

●現場の意見や課

題を集約し、時間

をかけてでも解

決に向けた取り

組みを進める。 

●必要に応じ、定例

のケア会議以外

にも検討の場を

設ける。 

●地域ケア会議の

５つの機能を充

実。 

 ①個別課題解決

機能 

 ②ネットワーク

構築機能 

 ③地域課題発見

機能 

 ④地域づくり・ 

資源開発機能 

 ⑤政策形成機能 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町村 

医療機関 

福祉施設 等 
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提  案 課  題 対  策 実施主体 

●在宅医療・介護連携の充

実 

 

 入退院時や施設入所の際

の情報共有などで使用する

連携ツールを明確にし、効

果的・効率的な情報連携を

行う。 

●入退院時に関係

機関の情報共有

に難しさがあ

る。 

●紙ベースの情報

共有が多く、時

間的ロスが生じ

ている。 

●他院の患者情報

が得られない。 

●かかりつけ医と

の連絡体制がで

きていない。 

●まめネットで情

報共有しても、

情報量によって

は事業所の負担

が大きくなる。 

●時間的に余裕を

もって情報共有。 

●まめネット等の

システムの活用。 

●同じ情報をリア

ルタイムで共有

する。 

●患者が退院後も

情報共有できる

体制を整備する。 

●使用者の負担軽

減のためにも効

果的な使用方法

を検討する。 

●医療従事者や介

護従事者を対象

とした勉強会の

定期的開催。 

 

町村 

医療機関 

福祉施設 等 

●在宅支援体制の整備 

 

 地域課題を分析し、地域

で支えることができるサー

ビス体制を整える。 

●住民の状況把握

ができていな

い。 

●自助、互助が不

足している。 

●地域から関係機

関へ繋げる仕組

みがない。 

●在宅医療の体制

が不十分。 

●医療従事者が不

足しており、体

制整備もままな

らない。 

●独居高齢者、老々

介護世帯、生活困

窮者、認知症高齢

者などの実態把

握とその情報共

有。 

●地域に対する啓

発活動の充実。 

●互助による協力

体制の構築。 

●訪問診療・訪問看

護の体制整備。 

 

町村 

広域連合 

社協 

医療機関 

福祉施設 等 

 

ⅥⅥ．．隠隠岐岐圏圏域域地地域域包包括括ケケアアシシスステテムム推推進進委委員員会会設設置置要要綱綱  

 

（目的） 

第１条 高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らすために、医療・介護・予防・住まい・

生活支援が一体的に提供される「地域包括ケアシステム」を推進及び評価するため、

隠岐圏域の関係機関が一丸となって取り組むことを目的として隠岐圏域地域包括ケ

アシステム推進委員会（以下「推進委員会」という。）を設置する。 

（事業） 

第２条 推進委員会は、第１条の目的を達成するため、次の検討を行う。 

⑴ 福祉関係の人材確保・離職防止及び育成。 

 ⑵ バランスの取れた介護サービス基盤の充実。 

⑶ 介護予防事業の充実。 

 ⑷ 保健・医療・介護（福祉）の連携。 

⑸ その他推進委員会が必要と認めたこと。 

（構成者） 

第３条 推進委員会は、次に掲げる者で構成する。 

 ⑴ 隠岐の島町（福祉課長） 

⑵ 海士町（健康福祉課長） 

 ⑶ 西ノ島町（健康福祉課長） 

 ⑷ 知夫村（村民福祉課長） 

 ⑸ 隠岐保健所（総務保健部長） 

 ⑹ 隠岐病院 

 ⑺ 隠岐島前病院 

⑻ 社会福祉協議会（島後・島前） 

⑼ 隠岐地区老人福祉施設研究協議会（会長） 

 ⑽ 隠岐広域連合副連合長 

 ⑾ 学識経験者 

 ⑿ その他必要と認められる者 

 （任期） 

第４条 委員の任期は、３年間とする。ただし、再任を妨げない。 

２ 補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

 （役員） 

第５条 推進委員会に委員長及び副委員長を置き、委員が互選する。 
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２ 委員長は、委員会を代表し、会務を総理する。 

３ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるとき又は委員長が欠けたときは、

その職務を代理する。 

（会議） 

第６条 推進委員会の会議（以下「会議」という。）は、委員長が招集し、委員長が議

長となる。 

２ 会議は、委員の２分の１以上が出席しなければ、これを開くことができない。 

３ 会議の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、委員長の決するとこ

ろによる。 

４ 委員長は、会議の内容に応じ必要と認められる者に対して、出席及び資料の提出を

求めることができる。 

（報告） 

第７条 推進委員会は、第２条に掲げる所掌事務について、必要に応じて広域連合長に

報告する。 

 （報酬及び費用弁償） 

第８条 委員が、第６条の会議に出席したときは、報酬及び費用弁償として旅費を支給

する。 

２ 前項の規定により支給する報酬及び旅費の額は、特別職の職員で非常勤のものの報

酬及び費用弁償に関する条例（平成 11 年隠岐広域連合条例第 17 号）の規定による

ものとする。 

（事務局） 

第９条 推進委員会の事務局は、隠岐広域連合事務局介護保険課に置く。 

（その他） 

第１０条 この要綱に定めるもののほか、推進委員会の運営に関し必要な事項は、推進

委員 

会で別に定める。 

   附 則 

 この要綱は、平成 28 年４月１日から施行する。    

   附 則 

 この要綱は、平成 30 年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この要綱は、平成 31 年４月１日から施行する。 

 

 

ⅦⅦ．．隠隠岐岐圏圏域域地地域域包包括括ケケアアシシスステテムム推推進進委委員員会会設設置置体体制制  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 隠岐の島町（福祉課長）

② 海士町（健康福祉課長）

③ 西ノ島町（健康福祉課長）

④ 知夫村（村民福祉課長）

⑤ ①

⑥ ②

⑦ ③

⑧ ④

⑨

⑩

⑪

隠隠岐岐広広域域連連合合議議会会
報報告告

　　　　報報告告・・意意見見

隠隠岐岐広広域域連連合合
（（正正副副連連合合長長会会議議））

その他必要と思われる者

地地　　域域
（（自自治治会会・・ボボラランンテティィアア））

隠隠岐岐圏圏域域地地域域包包括括ケケアアシシスステテムム
推推進進委委員員会会

介介護護保保険険運運営営協協議議会会
提提案案・・調調整整
・・意意見見

隠隠岐岐４４町町村村

アアドドババイイザザーー

提提案案・・支支援援
医師（隠岐病院・島前病院）

事事業業所所

　　要要望望
島根県福祉人材センター

相相談談・・要要望望
隠岐島前病院 弁護士

　　　　ササポポーートト

隠岐広域連合副連合長

提提案案・・調調整整
依依頼頼・・意意見見

【事務局】隠岐広域連合介護保険課

社会福祉協議会（隠岐の島町・海士町）

隠岐地区老人福祉施設研究協議会（会長）

隠岐病院(地域連携室長補佐）

隠岐保健所（総務保健部長）

学識経験者

取取組組状状況況のの報報告告

取取組組みみのの検検討討・・実実践践
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ⅧⅧ．．隠隠岐岐圏圏域域地地域域包包括括ケケアアシシスステテムム推推進進委委員員会会名名簿簿  

 

区　　　　　分 所　　属 氏　　名 備　考

長田
オ サ ダ

　栄
サカエ

平成28年4月～平成30年3月

中林
ナカバヤシ

　眞
マコト

平成30年4月～

海 士 町 健 康 福 祉 課 長 沼田
ヌ マ タ

　洋一
ヨウイチ

富谷
トミタニ

　恵子
ケ イ コ

平成28年～平成31年3月

富谷
トミタニ

　和明
カズアキ

平成31年4月～

知 夫 村 村 民 福 祉 課 長 渡辺
ワタナベ

　智彦
トモヒコ

黒崎
クロサキ

　千賀子
チ カ コ

平成30年4月～平成31年3月

糸川
イトガワ

　浩司
ヒ ロ シ

平成31年4月～

隠 岐 広 域 連 合 副 連 合 長 川﨑
カワサキ

　康久
ヤスヒサ

副委員長

隠 岐 病 院 地 域 連 携 室 長 補 佐 山下
ヤマシタ

　幸代
サ チ ヨ

天草
アマクサ

　巧
タクミ

平成28年4月～平成31年3月

笠置
カ サ ギ

　弘樹
ヒ ロ キ

平成31年4月～令和2年3月

（  部  長  代  理  ）
中尾
ナ カ オ

　清司
キ ヨ シ

令和2年4月～

隠 岐 の 島 町 社 会 福 祉 協 議 会
事 務 局 長 村上

ムラカミ

　勝
マサル

海 士 町 社 会 福 祉 協 議 会
事 務 局 長 片桐

カタギリ

　一彦
カズヒコ

隠岐地区老人福祉施設研究協議会
会 長 池田

イ ケ ダ

　眞
マ

理
リ

香
カ

平成31年4月～

松江保険生活協同組合まちづくり
事 業 推 進 室 事 務 局 長 須田

ス ダ

　敬一
ケイイチ

平成28年4月～平成31年3月

学校法人みどり学園大阪健康福祉
短 期 大 学 学 長 代 理 ・ 教 授 余

ヨ

村
ムラ

　望
ノゾム

委員長

藤野
フ ジ ノ

　則子
ノ リ コ

平成28年4月～令和2年3月

藤野
フ ジ ノ

　実
ジツ

令和2年4月～

藤野
フ ジ ノ

　実
ジツ

平成28年4月～令和2年3月

山﨑
ヤマサキ

　一美
カ ズ ミ

令和2年4月～

介 護 保 険 課 主 事 小中
コ ナ カ

　凌
リョウ

隠 岐 島 前 病 院 事 務 部 長

事務局

介 護 保 険 課 課 長

介 護 保 険 課 係 長

社会福祉関係者

医療関係者

隠 岐 の 島 町 福 祉 課 長

西 ノ 島 町 健 康 福 祉 課 長

隠 岐 支 庁 隠 岐 保 健 所
総 務 保 健 部 長

行政関係者

学識経験者

ⅨⅨ．．策策定定経経過過  

 

１．会議の経過 

 開 催 日 内   容 

平成２８年度 

第１回 
５月３１日（火） 

○「隠岐圏域地域包括ケアシステム」の体制について 

○「隠岐圏域地域包括ケアシステム」の進め方について 

第２回 ８月１７日（水） ○アンケート調査の結果報告 

第３回 １月１８日（水） 

○福祉・介護人材に関する実態調査 

 ・ヒアリング調査の結果報告について 

○検討事項に対する対策案の報告について 

 ・各委員からの報告 

第４回 １月１９日（木） 

○検討事項に対する対策（案）まとめについて意見交換 

 ・人材確保について 

 ・離職防止について 

 ・２０２５年までに必要とされる介護サービスについて 

第５回 ３月３０日（木） 

○対策（案）の具体的な取り組み計画について 

 ・人材確保について 

 ・離職防止について 

 ・2025 年までに必要とされる介護サービスについて 

平成２９年度 

第１回 
５月１５日（月） 

○「隠岐圏域地域包括ケアシステムの推進に係る提案書

（仮称）」構成案について 

○隠岐圏域地域包括ケアシステムの推進に係る提案書（た

たき台）について 

第２回 ７月２７日（木） 

○隠岐圏域地域包括ケアシステム推進委員会視察の総括

について 

○「隠岐圏域地域包括ケアシステムの推進に係る提案書

（中間報告）」について 

○事業所との意見交換について 

第３回・第４回 
１０月１７日

（火） 

○「隠岐圏域地域包括ケアシステムの推進に係る提案書

（中間報告）」について事業所説明 

○事業所との意見交換 
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平成３０年度 

第１回 
４月２７日（金） 

○事業所との意見交換について 

○「隠岐圏域地域包括ケアシステムの推進に係る提案書

（中間報告）」における具体的な提案の取り組み状況に

ついて 

第２回 ８月３日（金） 
○介護予防の充実について 

 ・インセンティブ事業の提案 

第３回 １２月４日（火） 

○介護予防の充実について 

○福祉関係の人材確保・離職防止及び育成について 

○保健・医療・介護（福祉）の連携について 

第 4 回・第 5 回 
1 月 15 日（火） 

1 月 16 日（水） 

○事業所との意見交換 

 ・隠岐圏域福祉人材確保等対策事業について 

 ・介護支援専門員に関する要望活動について 

 ・人材確保及び人材育成についての現状報告 

第６回 ３月１８日（月） 
○保健・医療・介護（福祉）の連携について 

○介護に関する入門的研修について 

令和元年度 

第１回 
６月２４日（月） 

○保健・医療・介護（福祉）の連携について 

○隠岐広域連合の「隠岐圏域の福祉職員人材確保等対策事

業」について 

○島根県福祉人材センターとの意見交換 

第 2 回 10月29日（火） 

○「隠岐圏域地域包括ケアシステムの推進に係る提案書

（最終報告）」について 

○隠岐広域連合ホームページの改修について 

○隠岐圏域地域包括ケアシステム推進委員会の今後の在

り方について 

第 3 回 12月25日（水） 

○令和元年度隠岐圏域福祉人材確保等対策事業の取り組

み状況報告 

 ・研修の取り組み状況について 

 ・隠岐広域連合ホームページ改修について 

○事業所との意見交換会の開催について 

 

  

２．事業所との意見交換会の要旨 

 （１）平成 29 年度隠岐圏域地域包括ケアシステム推進に係る事業所との意見交換会 

・日時 平成 29 年 10 月 17 日  9：00～11：30（島後会場） 

                   14：00～16：30（島前会場） 

・参加事業所（参加人数） 

島後会場：12 法人（12 名） 

島前会場：6 法人（9 名） 

・内容 

     平成 28 年度から取り組んでいる「隠岐圏域地域包括ケアシステムの推進に

係る提案書」の中間報告を行った。 

    併せて、各事業所が人材確保、離職防止、人材育成など抱えている課題につ

いて共有し、人材不足は隠岐圏域全体の共通課題であり、個々の事業所が単独

で解決できる問題ではない。事業所と行政、更には地域住民も巻き込んだ一体

的な取り組みが必要であるとの認識を共有した。 

 

 （２）平成 30 年度隠岐圏域地域包括ケアシステム推進に係る事業所との意見交換会 

・日時 平成 31 年 1 月 15 日 14：00～16：00（島前会場） 

             1 月 16 日 10：00～12：00（島後会場） 

・参加事業所（参加人数） 

島前会場：7 法人（10 名） 

島後会場：13 法人（14 名） 

  ・内容 

令和元年度から隠岐広域連合が取り組む「隠岐圏域福祉人材確保等対策事業」

についての説明及び島根県に対する「介護支援専門員に関する要望活動」の報告

を行った。 

また、各事業所が取り組んでいる人材確保・育成対策について共有した。事業

所における主な取り組みは中学、高校への福祉学習の充実、研修受講支援体制の

強化、島内外のジョブフェアへ参加、奨学金制度の活用などが中心であった。事

業所によっては独自の定住支援を行い、Ｉターン者向けに住宅や家具を用意して

いる事業所や、人材紹介会社と契約をしている事業所、働き方改革に一環として、

業務の分業化を行っている事業所もあった。 
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３．隠岐圏域地域包括ケアシステム推進に向けた実態調査の実施 

 ○第 1 回目 調査期間：平成 28 年 7 月 15 日～平成 28 年 8 月 14 日 

○第 1 回目 調査方法：郵送及びメールによる配布・回収 

 

 

○第 2 回目 調査期間：平成 28 年９月２８日～平成 28 年１１月８日 

○第 1 回目 調査方法：ヒアリングによる実施 

 

※回答状況 

対象事業所数：55 事業所 

回答事業所数：55 事業所（回答率 100％） 

 

 

 ○第 3 回目 調査期間：令和元年 5 月 7 日～令和元年 6 月 7 日 

○第 1 回目 調査方法：郵送による配布・回収及びヒアリングによる実施 

 

※回答状況 

対象事業所数：52 事業所 

回答事業所数：52 事業所（回答率 100％） 
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防防
事事

業業
及及

びび
イイ

ンン
フフ

ォォ
ーー

ママ
ルル

なな
介介

護護
ササ

ーー
ビビ

スス
のの

実実
施施

状状
況況

にに
つつ

いい
てて

～～
  

令令
和和

元元
年年

１１
００

月月
  

隠隠
岐岐

広広
域域

連連
合合

  
介介

護護
保保

険険
課課
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はは
じじ

めめ
にに

  

 
隠

岐
広

域
連
合
で
は
、
「
隠
岐
圏
域
地
域
包
括

ケ
ア
シ

ス
テ

ム
」

を
 

推
進

す
る

た
め
、
現
状
把
握
の
た
め
の
実

態
調

査
を
行

い
ま

し
た

。
 

 
こ

の
報

告
書
は
、
実
態
調
査
の
結
果
を

も
と

に
、

各
項

目
別

に
現

状
 

を
整

理
し

た
も
の
で
す
。
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１
．

調
査

の
目

的
 

 
隠
岐
広
域
連
合
で
は
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
、
医
療
・
介
護
・
予
防
・
住
ま
い
・
生
活
支
援
が
一
体
的
に
提
供
さ
れ
る

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
を
推
進
及

び
評
価
す
る
た
め
、
隠
岐
圏
域
の
関
係
機
関
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
２
８
年
と
令
和

元

年
に
お
い
て
、
隠
岐
圏
域
内
の
施
設
・
事
業
所
及
び
職
員
に
対
し
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。
 

 
そ
の
結
果
を
も
と
に
、
①
福
祉
関
係
者

の
人
材
確
保
・
離
職
防
止
及
び
育
成
に
つ
い
て
 
②
保
健
・
医
療
・
介
護
（
福
祉
）
の
連
携
に
つ
い
て
 
③
介
護
サ

ー
ビ
ス
基
盤
に
つ
い
て
 
④
介
護
予
防
事
業
及
び
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
の
現
状
・
課
題
を
整
理
し
、
今
後
求
め
ら
れ
る

施
策
等
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
。
 

２
．

調
査

の
概

要
 

2
-
1
．
調
査
対
象
施
設

１
．
訪
問
介
護

２
．
訪
問
看
護

３
．
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
 

４
．
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

５
．
通
所
介
護

６
．
地
域
密
着
型
通
所
介
護
 

７
．
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
 
 

８
．
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
 

９
．
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
 

1
0
．
居
宅
介
護
支
援

1
1
．
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
介
護
老
人
福
祉
施
設
）
 

1
2
．
介
護
老
人
保
健
施
設
 
 

1
3
．
介
護
療
養
型
医
療
施
設

1
4
．
養
護
老
人
ホ
ー
ム
 

2
-
2
．
調
査
方
法

・
１
回
目
：
郵
送
及
び
メ
ー
ル
に
よ
る
実
施

・
２
回
目
：
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
よ
る
実
施

・
３
回
目
：
郵
送
及
び
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
よ
る
実
施

2
-
3
．
調
査
期
間

・
１
回
目
：
平
成
２
８
年
７
月
１
５
日
～
平
成
２
８
年
８
月
１
４
日

・
２
回
目
：
平
成
２
８
年
９
月
２
８
日
～
平
成
２
８
年
１
１
月
８
日

・
３
回
目
：
令
和
元
年
５
月
７
日
～
令
和
元
年
６
月
７
日

2
-
4
．
回
答
状
況

・
平
成
２
８
年
度
 
対
象
事
業
所
数
：
５
５
事
業
所

・
令
和
元
年
度
 
対
象
事
業
所
数
：
５
２
事
業
所

回
答
事
業
所
数
：
５
５
事
業
所
（
回
答
率
：
1
0
0
％
）

回
答
事
業
所
数
：
５
２
事
業
所
（
回
答
率
：
1
0
0
％
）
 

福
祉

関
係
者

の
人
材
確
保
・離

職
防
止
及
び
育

成
に
つ
い
て
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訪
問

介
護

訪
問

看
護

訪
問

リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

通
所

リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

通
所

介
護

地
域

密
着

型
通

所
介

護
認

知
症

対
応

型
通

所
介

護

居
宅

介
護

支
援

特
別

養
護

老
人

ホ
ー
ム

介
護

老
人

保
健

施
設

介
護

療
養

型
医

療
施

設
養

護
老

人
ホ
ー
ム

合
計

認
知

症
対

応
型

共
同

生
活

介
護

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

35 1 2 3
45 1 4 2 6 5

11
．．
ササ
ーー
ビビ
スス
別別

事事
業業

所所
数数

（（
平平

成成
33
11
年年

44
月月

11
日日

時時
点点

））

①①
隠隠
岐岐

のの
島島
町町

＊
他
町
村
と
比
較
し
、
多
様
な
事
業

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

所
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。
 

②②
西西

ノノ
島島

町町
  

  
  

  
  

＊
全

体
的

に
入

所
系

の
事

業
所

が

多
く
整
備
さ
れ
て
い
る
。

訪
問

介
護

訪
問

看
護

訪
問

リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

通
所

リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

通
所

介
護

地
域

密
着

型
通

所
介

護
認

知
症

対
応

型
通

所
介

護

居
宅

介
護

支
援

特
別

養
護

老
人

ホ
ー
ム

介
護

老
人

保
健

施
設

介
護

療
養

型
医

療
施

設
養

護
老

人
ホ
ー
ム

合
計

認
知

症
対

応
型

共
同

生
活

介
護

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

2 1 1 1 91 1 1 1

訪
問
介
護

訪
問
看
護

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

通
所
介
護

地
域
密
着
型
通
所
介
護

認
知
症
対
応
型
通
所
介
護

居
宅
介
護
支
援

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

介
護
老
人
保
健
施
設

介
護
療
養
型
医
療
施
設

養
護
老
人
ホ
ー
ム

合
計

1 1 1 61

認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

11

③③
海海

士士
町町

  

＊
在
宅
系
事
業
と
入
所
系
事
業
が
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ほ
ぼ

同
様

な
件

数
で

整
備

さ
れ

て

い
る
。
 

          
④④
知知
夫夫

村村
  

＊
介

護
保

険
で

の
入

所
系

事
業

は
整

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

備
さ
れ
て
い
な
い
が
、
介
護
保
険
外

の
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
と
し
て
、
高
齢

者
生

活
支

援
ハ

ウ
ス

を
整

備
し

て

い
る
。
 

    

訪
問

介
護

訪
問

看
護

訪
問

リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

通
所

リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

通
所

介
護

地
域

密
着

型
通

所
介

護
認

知
症

対
応

型
通

所
介

護

居
宅

介
護

支
援

特
別

養
護

老
人

ホ
ー
ム

介
護

老
人

保
健

施
設

介
護

療
養

型
医

療
施

設
養

護
老

人
ホ
ー
ム

合
計

1

認
知

症
対

応
型

共
同

生
活

介
護

小
規

模
多

機
能

型
居

宅
介

護

31 1
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22
．．
事事
業業
所所
にに
おお
けけ
るる
年年
齢齢

構構
成成
（（
平平

成成
  33

11
  年年

  44
  月月

  11
  日日

時時
点点

））
（（
事事

務務
員員
・・
調調

理理
員員

含含
むむ
））
  

22
－－

11
．．
隠隠
岐岐
のの
島島
町町

＊
正
規
職
員
は
比
較
的
年
齢
の
若
い
職
員
が

多
く
、
１
０
代
～
３
０
代
が
合
計
で
３
９
％

で
あ
っ
た
。
 

＊
非
正
規
職
員
の
６
８
％
が
５
０
代
・
６
０

代
で
あ
っ
た
。
 

22
－－

22
．．
西西

ノノ
島島
町町

  

＊
正

規
職

員
は

４
０

代
が

最
も

多
く

３

８
％
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
非
正
規
職
員
は

６
０

代
の

６
２

％
が

最
も

多
く

な
っ

て
い

る
。
 

22
－－

33
．．
海海

士士
町町

  

＊
正
規

職
員

は
、

島
前

地
区

の
中

で
も

比
較

的
若

い
職

員
が

多
く

、
１

０
代

～
３

０
代

の

職
員
が
３
６
％
と
な
っ
て
い
る
。
  

＊
非

正
規

職
員

に
つ

い
て

は
、
他

の
島

前
地

区
と

同
じ

く
６

０
代

以
上

の
職

員
が

６
０

％

以
上
を
占
め
て
い
る
。
 

22
－－

44
．．
知知
夫夫

村村
  

＊
正
規
職
員

は
島
前

地
区
の

中
で
も
っ

と
も

若
い
職
員
の

割
合
が

多
く
、

１
０
代
～

３
０

代
の
職
員
が
４
４
％
と
な
っ
て
い
る
。
 

＊
非

正
規

職
員

の
６

０
％

が
６

０
代

以
上

と

な
っ
て
い
る
。

3938



３３
．．
過過
去去

11
年年

間間
のの

採採
用用
にに
係係

るる
事事

業業
所所
希希

望望
とと
実実

採採
用用
のの

状状
況況

（（
平平
成成

33
00
年年

44
月月

11
日日
～～

平平
成成

33
11
年年

33
月月

33
11
日日
））
  

33
‐‐
11
．．
隠隠
岐岐
のの
島島
町町

＊
介

護
職

員
、

介
護

職
員

以

外
の

採
用

状
況

共
に

実
際

に

採
用

で
き

た
人

数
が

事
業

所

希
望

と
同

数
若

し
く

は
そ

れ

以
上

と
な

っ
て

お
り

、
特

に

非
正

規
職

員
に

お
い

て
は

必

要
な

人
材

を
確

保
し

て
い

る
。
 

＊
事
業
所
別
で
み
る
と
、「

地

域
密
着
型
通
所
介
護
」「

小
規
模

多
機
能
型
居
宅
介
護
」
で
不
足

し
て
い
る
。
 

＊
資
格
別
で
み
る
と
、「

介
護
支

援
専
門
員
」
「
資
格
な
し
」

「
調
理
員
」
以

外
で

不
足

が

生
じ
て
い
る
。
 

33
‐‐
22
．．
西西

ノノ
島島
町町

  

＊
介

護
職

員
は

、
正

規
職

員
で

採
用

を
希

望
し

て
い

る
が

、
採

用
出

来
て

い
な

い
。

非
正

規
職

員
に

お
い

て
も

事
業

所
希

望
よ

り
少

な
い

採
用

と
な

っ
て

い
る

。 
＊

介
護

職
員
以

外
で

も
正

規
職

員
は

採
用

が
少

な
く

不
足
し
て
い
る
。

＊
事

業
所

別
に

み
る

と

「
小

規
模

多
機

能
型

居
宅

介
護

」
以

外
で

実
採

用
が

事
業

所
の

希
望

よ
り

も
少

な
く

な
っ

て
お

り
、

不
足

が
生
じ
て
い
る
。

＊
資

格
別

に
み

る
と

「
資

格
な

し
」

以
外

は
不

足
し

て
お

り
、

有
資

格
者

が
不

足
し
て
い
る
。

4140



33
－－

33
．．
海海
士士

町町
 

＊
介

護
職

員
に

お
い

て
は

正
規
職
員
・
非
正
規
職
員
共

に
事

業
所

希
望

よ
り

も
少

な
い

採
用

と
な

っ
て

い
る

。
 

＊
介

護
職

員
に

お
い

て
は

正
規

職
員

の
不

足
を

非
正

規
職

員
で

補
っ

て
い

る
と

推
測
さ
れ
る
。
 

＊
事
業
所
別
に
み
る
と
「
認

知
症

対
応

型
共

同
生

活
介

護
」
「

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
」
に
て
不
足
が
生
じ
て
い

る
。
 

＊
資
格
別
に
み
る
と
「
介
護

福
祉

士
」
「

看
護

師
・

准
看

護
師

」
「

理
学

療
法

士
・

作

業
療

法
士

・
言

語
聴

覚
士

」

「
調
理
員
」
の
不
足
が
あ
る
。 

33
－－

44
．．
知知
夫夫

村村
  

＊
介

護
職

員
に

お
い

て
は

、

正
規

職
員

で
不

足
が

生
じ

て
い
る
。
 

＊
介

護
職

員
以

外
の

採
用

は
、

正
規

職
員

・
非

正
規

職
員

両
方

で
不

足
し

て
い

る
。
 

＊
事

業
所

別
に

み
る

と
、

全
て

の
事

業
所

で
不

足
が

生
じ
て
い
る
。
 

＊
資
格
別
に
み
る
と
、「

看

護
師

・
准

看
護

師
」

以
外

で
不

足
が

生
じ

て
い

る
状

況
で
あ
る
。
  

4342



４４
．．
主主
なな
採採

用用
ルル
ーー
トト

  

＊
全

体
を

通
し

、
「

従
業

者
か

ら
の

紹
介

」
「

地

縁
・
血
縁
」「

知
人
」
が
主
な
採
用
ル
ー
ト
と
な

っ
て

い
る

。
隠

岐
の

島
町

に
お

い
て
は

ハ
ロ

ー

ワ
ー

ク
を

通
し

て
の

採
用

も
少

な
く

な
か

っ
た

。 

＊
海

士
町

と
西

ノ
島

町
に

お
い

て
は
「

福
祉

人

材
セ
ン
タ
ー
」
を
通
じ
た
採
用
が
あ
っ
た
。
 

５５
．．
過過
去去

11
年年

間間
のの

離離
職職
状状

況況
とと
離離

職職
理理

由由
（（
平平

成成
33
00
年年

44
月月

11
日日

～～
平平
成成

33
11
年年

33
月月

33
11
日日
））
  

55
－－

11
．．
隠隠
岐岐
のの
島島
町町

①①
離離
職職
者者
のの
状状

況況

＊
介
護
職
員
と
そ
れ

以
外
の
職

員
共
通
で
正
規
職
員

よ
り
も
非

正
規
職
員
の
離
職
が
高
い
。

＊
離
職
者
の
勤
務
年

数
を
み
る

と
、
正
規
職
員
・
非

正
規
職
員

共
に
比
較
的
勤
務
年

数
の
長
い

職
員
が
離
職
し
て
い
る
。
 

＊
事
業
所
別
の
離
職
者
数

で
は
、

介
護
職
員
で
は
「
通

所
介
護
」

1
1
名
、
「
特
養
」
9
名
と
多
い
。

介
護
職
員
以
外
で
も

「
通
所
介

護
」
7
名

、
「
特
養
」
8
名
が
多

く
な
っ
て
い
る
。

4544



②②
離離
職職
理理
由由

＊
離

職
理
由
は
正
規
職
員
・
非
正
規
職

員
で

大
き

な
違

い
は

な
か

っ
た

。
 

＊
双

方
で
「
本
人
・
家
族
の
都
合
」「

健
康

上
の

理
由

」
「
本

人
の

適
正

」
が

多
く

み
ら

れ
た

。
 

55
－－

22
．．
西西

ノノ
島島
町町

  

①①
離離
職職
者者
のの
状状
況況

＊
正

規
職

員
よ

り
も

非
正

規
職
員
の
離
職
が
高
く
、
介

護
職

員
に

お
い

て
は

非
正

規
職

員
の

み
の

離
職

で
あ

っ
た
。
 

＊
離

職
者

の
勤

務
年

数
を

み
る
と
、
介
護
職
員
は
比
較

的
短

期
間

で
の

離
職
だ

が
、

介
護

職
員

で
は

長
期

間
勤

務
し

て
い

た
職

員
が

離
職

し
て
い
る
。
 

＊
事

業
所

別
に

み
る

と
、

「
養
護
」
で
の
介
護
職
員
の

離
職

が
最

も
多

く
な

っ
て

い
る
。
 

4746



②②
離離
職職
理理
由由

＊
正

規
職
員
・
非
正
規
職
員
共
に
「
そ

の
他

」
の

選
択
が

多
く

、
そ

の
内

容
も

把
握

し
て

い
な

い
事
業
所
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。
 

55
－－

33
．．
海海
士士

町町
  

①①
離離
職職
者者
のの
状状
況況

＊
介

護
職

員
に

お
い

て
は

非
正

規
職
員
の
離
職
が
多
く
、
介
護
職

員
以

外
に

お
い

て
は

正
規

職
員

の
離
職
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
 

＊
介

護
職

員
以

外
の

離
職

者
の

勤
務
年
数
が
長
く
な
っ

て
い

る
。
 

＊
事
業
所
別
離
職
者
数
で
は
、
介

護
職
員
・
介
護
職
員
以
外
の
職
員

共
に
「
特
養
」
で
の
離
職
者
が
最

も
多
く
な
っ
て
い
る
。
 

4948



②②
離離

職職
理理
由由

＊
離

職
理
由
は
正
規
職
員
と
非
正
規
職
員
で

違
い

は
な

く
、
「

本
人

・
家

族
の

都
合

」
が

最
も
高

く
４

３
％
と
な
っ
て
い
る
。
 

55
－－

44
．．
知知
夫夫

村村
  

①①
離離
職職
者者
のの
状状
況況

＊
知

夫
村

の
過

去
１

年
間

の
離

職
者

は
正

規
雇

用
介

護
職
員

2
名
と
非
正
規
雇
用

の
介
護
職
員
以
外
の
職
員

2

名
で
あ
っ
た
。
 

＊
事
業
所
別
に
み
る
と
「
地

域
密
着
型
デ
イ
」
で
の
離
職

で
あ
っ
た
。
 

5150



②②
離離
職職

理理
由由

＊
正
規
職

員
の
離
職
理
由
は
「
本
人
・

家
族
の

都
合

」
「

健
康

上
の

理
由

」
「

仕
事
の

身
体

的
負
担

」
が

３
３
％
と
な
っ
て
い
る
。
 

＊
非
正
規
職
員
の
離
職
理
由
は
「
本
人
・
家

族
の

都
合
」

の
み

と
な

っ
て

い
る

。
 

６６
．．
介介
護護

人人
材材

確確
保保

のの
課課

題題
  

＊
全

体
的
に
①
「
必
要
と
す
る
職
員
の
絶
対
数
が
確
保
で
き

な
い

」
、

③
「

求
人

へ
の

募
集

が
少

な
く

事
業

所
で

ほ
し

い

人
材

を
選

べ
な

い
こ

と
」
、

⑥
「

中
堅

職
員

が
育

っ
て

い
な

い
こ

と
」
の
項
目
を
挙
げ
る
事
業
所
が
多
い
。
中
で
も
西
ノ

島
町

と
知
夫
村
に
お
い
て
は
③
「
求
人
へ
の
募
集
が
少
な
く

事
業

所
で
ほ
し
い
人
材
を
選
べ
な
い
こ
と
」
を
選
択
す
る
事

業
所
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
 

①
必

要
と
す
る
職

員
（
資

格
の

有
無

は
問

わ
な
い
）
の

絶
対

数
が

確
保

で
き
な
い

②
必

要
と
す
る
有

資
格

者
の

職
員

の
絶

対
数

が
確

保
で
き
な
い

③
求

人
へ

の
募

集
が

少
な
く
事

業
所

で
ほ

し
い
人

材
を
選

べ
な
い
こ
と

④
採

用
後

の
離

職
率

が
高

い
こ
と

⑤
求

職
者

（
職

員
）
が

求
め
る
賃

金
水

準
を
支

払
う
経

済
的

な
余

力
が

な
い
こ
と

⑥
中

堅
職

員
が

育
っ
て
い
な
い
こ
と

⑧
そ
の

他

⑦
事

業
所

と
求

職
者

（
職

員
）
の

勤
務

条
件

の
ミ
ス
マ
ッ
チ
（
勤

務
時

間
帯

や
夜

勤
等

）
に
よ
る
勤

務
シ
フ
ト
管

理
が

困
難

5352



７７
．．
人人
材材

確確
保保

・・
離離

職職
防防

止止
にに
向向
けけ
たた
取取

りり
組組
みみ

  

77
－－

11
．．
事事

業業
所所
にに
おお
けけ
るる
取取

組組
状状
況況

  

＊
全

体
的

に
①

「
資
格

取
得

へ
の

支
援

」
が

高
く

な
っ

て
い
る
。
 

＊
西

ノ
島

町
と

海
士
町

の
取

り
組

み
状

況
が

類
似

し
て

い
る
。
 

①
資
格
取
得
へ
の
支
援

②
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
明
示

③
給
与
水
準
の
引
き
上
げ

④
能
力
開
発
・
研
修
等
の
充
実

⑤
労
働
環
境
の
改
善

⑥
労
働
時
間
の
希
望
を
と
る

⑦
休
暇
取
得
の
推
進

⑧
仕
事
内
容
の
希
望
を
と
る

⑨
福
利
厚
生
の
充
実

⑩
そ
の
他

77
－－

22
．．
今今
後後

事事
業業

所所
とと
しし
てて
必必

要要
とと
思思

わわ
れれ

るる
ここ
とと

  

＊
隠
岐
の
島
町
で
は
③
「
福
祉
現
場
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
」
と
回
答
し
た
事
業
所
が

多
い
。
 

＊
島
前
地
区
で
は
①
「
事
務
負
担
の
軽
減
」

と
回
答
し
た
事
業
所
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
 

＊
西
ノ
島
町
で
は
⑥
「
そ
の
他
」
と
回
答

し
た
事
業
所
が
多
く
、
内
容
と
し
て
は
「
介

護
報
酬
の
引
き
上
げ
」
と
な
っ
て
い
た
。
 

①
事
務
負
担
の
軽
減

② ③
福
祉
現
場
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

④ ⑤
潜
在
有
資
格
者
の
発
掘

⑥
そ
の
他

経
営
の
多
角
化
（
介
護
報
酬
外
の
収
益
の
確
保
）

初
任
者
研
修
（
旧
ヘ
ル
パ
ー
２
級
研
修
）
等
の
充
実

5554



８８
．．
職職
員員

配配
置置

見見
込込

みみ
（（
平平
成成

33
11
年年

44
月月

11
日日

時時
点点

のの
配配

置置
・・
令令

和和
44
年年

44
月月

11
日日

時時
点点

のの
配配

置置
予予
定定

））
  

88
－－

11
．．
隠隠
岐岐
のの
島島
町町

  

①①
職職
種種
別別

＊
令
和

4
年

4
月
に

向
け
て
、
資
格
の
な

い
介

護
職

員
を

減

ら
し
、
有
資
格
者
を

増
員

す
る

傾
向

に

あ
る
。
 

＊
増

員
理

由
と

し
て
は
「
介
護
の
質
の
向
上
」
、「

勤
務
環
境
の
向
上
」
の
回
答

が
あ

っ
た

。
ま

た
､
第

8
期
事
業
計
画
に
向
け
た
事
業
規
模
の
展
望
で
は
、
全

て
の

事
業

所
が

現
状
維

持
と
回
答
。
 

現
在

お
よ
び
令

和
４
年

４
月

に
お
け
る
職

員
数

+
5

1
%

増
減

数
（
増

減
率

）
（
平

成
３
１
年

４
月

）

全
職

種
合

計
5
6
9

5
7
4

現
在

令
和

４
年

４
月

現
在

か
ら
R
４
ま
で
の

職
員

増
減

理
由

増
加

理
由

利
用

者
の

増
加

事
業

所
の

拡
大

介
護

の
質

の
向

上
5

勤
務

環
境

の
向

上
4

減
少

理
由

利
用

者
の

減
少

事
業

所
の

縮
小

（
定

員
の

減
少

、
事

業
所

の
整

理
統

合
）

第
8
期
事
業
計
画
に
向
け
た
事
業
規
模
の
展
望

事
業
所
数

各
種
理
由

拡
大

縮
小

維
持

2
7

②②
事事

業業
所所
別別
職職
員員
配配

置置
予予
定定

＊
事

業
所
別
の
職
員
配
置
予
定
で
は
「

通
所

介
護

」「
特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
」

で
若

干
の

増
員

。
そ

の
他
の
事
業
所
で
は
現
状
維
持
と
な
っ
て
い
る
。
 

5756



88
－－

22
．．
西西

ノノ
島島
町町

  

①①
職職
種種
別別

＊
資

格
の

な
い

介
護

職

員
を

減
ら

し
、

有
資

格

者
を

増
や

す
傾

向
に

あ

る
。

＊
増

員
理

由
は

、「
介

護
の
質
の
向
上
」「

勤
務
環
境
の
向
上
」
が
高
く
同
数
と

な
っ

て
い

る
。
 

＊
減

員
と

し
た

事
業
所
も
あ
る
も
の
の
、
第

8
期
事
業
計
画
に
向
け
た
事
業
規

模
の

展
望

で
は

す
べ
て

の
事
業
所
が
現
状
維
持
と
し
て
い
る
。
 

0
0
%

増
減

数
（
増

減
率

）
（
平

成
３
１
年

４
月

）

全
職

種
合

計
1
2
3

1
2
3

現
在

令
和

４
年

４
月

現
在

か
ら
R
４
ま
で
の

職
員

増
減

理
由

増
加

理
由

利
用

者
の

増
加

事
業

所
の

拡
大

介
護

の
質

の
向

上
2

勤
務

環
境

の
向

上
2

減
少

理
由

利
用

者
の

減
少

1
事

業
所

の
縮

小
（
定

員
の

減
少

、
事

業
所

の
整

理
統

合
）

1

第
8
期
事
業
計
画
に
向
け
た
事
業
規
模
の
展
望

事
業
所
数

各
種
理
由

拡
大

縮
小

維
持

8

②②
事事

業業
所所
別別
職職
員員
配配

置置
予予
定定

＊
「

養
護
老
人
ホ
ー
ム
」
に
お
い
て
は
若
干

の
増

員
、
「
特

別
養

護
老

人
ホ

ー
ム

」
で

は
若

干
の

減
員

を
見
込
ん
で
い
た
。
 

＊
そ

れ
以

外
の
事
業
所
で
は
現
状
維
持
と

な
っ

て
い
る

。
 

5958



88
－－

33
．．
海海
士士

町町
  

①①
職職
種種
別別

＊
無

資
格

者
を

減
員

し
、
有
資
格
者
を
増
員

す
る

見
込

み
と

な
っ

て
い
る
。
 

＊
増

員
理

由
は
「

介
護
の
質
の
向
上
」「

勤
務
環
境
の
向
上
」
と
な
っ
て
い
る
。
 

＊
第

8
期
事

業
計

画
に
向
け
た
事
業
計
画
の
展
望
で
は
「
縮
小
」
と
回
答
し

た
事

業
所

が
あ

っ
た
。
 

現
在

お
よ
び
令

和
４
年

４
月

に
お
け
る
職

員
数

0
0
%

（
増

減
率

）

全
職

種
合

計
7
1

7
1

現
在

（
平

成
３
１
年

４
月

）
令

和
４
年

４
月

増
減

数

現
在

か
ら
R
４
ま
で
の

職
員

増
減

理
由

増
加

理
由

利
用

者
の

増
加

事
業

所
の

拡
大

介
護

の
質

の
向

上
4

勤
務

環
境

の
向

上
4

減
少

理
由

利
用

者
の

減
少

事
業

所
の

縮
小

（
定

員
の

減
少

、
事

業
所

の
整

理
統

合
）

1

第
8
期
事
業
計
画
に
向
け
た
事
業
規
模
の
展
望

事
業
所
数

各
種
理
由

拡
大

0

縮
小

1
維
持

4

②②
事事
業業
所所
別別
職職

員員
配配
置置
予予
定定

＊
「

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
」
で
の
み
増
員

と
な

っ
て

い
る

。
「

認
知

症
対

応
型
共

同
生

活
介
護

」
で

は
若
干
の
減
員
と
し
て
い
る
。
 

6160



88
－－

44
．．
知知
夫夫

村村
  

①①
職職
種種
別別

＊
知

夫
村

に
お

い

て
職

員
の

増
員

・

減
員

見
込

み
は

な

く
、

現
状

維
持

と

の
回

答
で

あ
っ

た
。 

0
0
%

増
減

数
（
増

減
率

）
（
平

成
３
１
年

４
月

）

全
職

種
合

計
2
2

2
2

現
在

令
和

４
年

４
月

現
在

か
ら
R
４
ま
で
の

職
員

増
減

理
由

増
加

理
由

利
用

者
の

増
加

事
業

所
の

拡
大

介
護

の
質

の
向

上

勤
務

環
境

の
向

上

減
少

理
由

利
用

者
の

減
少

事
業

所
の

縮
小

（
定

員
の

減
少

、
事

業
所

の
整

理
統

合
）

第
8
期
事
業
計
画
に
向
け
た
事
業
規
模
の
展
望

事
業
所
数

各
種
理
由

拡
大

縮
小

維
持

3

②②
事事

業業
所所
種種
別別
職職
員員

配配
置置
予予
定定

  

＊
各

事
業
所
で
職
員
の
増
減
は
予
定
し
て
い

な
い

。
 

6362



　　
99
--
11
．．
隠隠

岐岐
のの

島島
町町

・
島

根
県

事
業

（
社

員
の

定
着
・
育
成
に
係
る
職
場
改
善
支
援
事
業
）
へ
の
参
加

・
職

員
の

働
き
方

の
希

望
に
よ
る
配
置
換
え

・
雇

用
形

態
の

見
直

し
を
柔
軟
的
に
行
う
（
相
談
に
応
じ
て
）

・
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
面

談
に
よ
る
役
員
と
の
面
談

・
介

護
福
祉
士
養
成
就
学
金
貸
与
制
度

・
雇

用
保
険
給
付
を
併
用
し
た
資
格
取
得

支
援

・
介

護
職
員
初
任
者
研
修
（
勤
務
時
間
調

整
・
補

助
等

）

・
無

理
を
し
な
い
介

護
の

実
現

≪
研

修
関

係
≫

・
管

理
職

育
成

研
修

（
外

部
講
師
に
よ
る
）

・
一

般
職

育
成

研
修

（
外

部
講
師
に
よ
る
）

事
業

所

・
福

祉
人
材
確
保
対
策
支
援
事
業
費
補

助
金

交
付

の
活

用
（
島

根
県

）
・
修

学
資
金
貸
与
（
5
0
,0
0
0
/
月
、
返
還

免
除

制
度

あ
り
）

≪
学

校
と
の
連
携
≫

・
事

業
所
と
高
校
教
諭
と
の
情
報
交
換
会

・
島

根
県
看
護
協
会
へ
の
定
期
訪
問

・
島

外
か
ら
の
看
護
職
員
へ
の
報
奨
金

制
度

・
就

職
フ
ェ
ア
へ
の
参
加
（
松
江
・
隠
岐
）

・
Ｉ，
Ｕ
タ
ー
ン
相
談
会
へ
の
参
加

・
関

係
学
校
を
訪
問
し
、
求
人
協
力
を
依

頼

・
職

員
の
人
脈

・
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
の
求
人

・
時

間
外

労
働

の
制

限
（
労

働
環
境
の
改
善
を
図
る
た
め
の
委
員
会
設
置
）

・
年

１
回

の
職

員
全

体
の

個
別
面
談
実
施

・
Ｏ
Ｊ
Ｔ
の

活
用

・
各

種
有

給
休

暇
の

拡
充

・
契

約
職

員
か

ら
正

規
職

員
へ
の
転
換

・
給

与
水

準
の

引
き
上

げ

≪
勤

務
関

係
≫

・
希

望
通

り
の

休
暇

取
得

・
夜

勤
が

な
く
勤

め
や

す
い

・
パ

ー
ト
職

員
の

労
働

時
間
の
調
整

≪
給

与
関

係
≫

・
資

格
手

当
及

び
役

職
手

当
の
増
額

・
基

本
給

、
日

給
、
時

給
の

増
額

・
会

場
使
用
料
免
除

・
縁

故
に
よ
る
求
職
者
情
報
収
集

・
処

遇
の

改
善

（
労

務
管

理
・
給
与
改
善
等
）

99
．．
福福

祉祉
職職

員員
のの

人人
材材

確確
保保

とと
離離

職職
防防

止止
対対

策策
（（
平平

成成
22
88
年年

44
月月

時時
点点

））

人
材
確
保
対
策

・
新

卒
者

を
雇
用
し
た
事
業
主
に
対
し
、
月
額
７
万
円
/
人
、
５
年
間
雇
用
補
助
金
を
交
付

・
奨

学
資
金
貸
与
（
月
額
：
1
5
,0
0
0
円
～

5
0
,0
0
0
円

）
・
介

護
職
員
初
任
者
研
修
（
１
３
０
Ｈ
）
の

開
催

支
援

離
職
防
止
対
策

・
実

施
な
し

・
実

施
な
し

隠
岐

の
島
町

隠
岐

の
島

町
社

協
・
研

修
費
助
成
（
３
万
円
/
人
）

≪
求

人
関
係
≫

・
退

職
者
へ
の
助
人
、
声
掛
け

≪
資

格
取
得
支
援
関
係
≫

・
ケ
ア
マ
ネ
、
介
護
福
祉
士
資
格
取
得
支

援
（
会

社
負

担
）

・
資

格
取
得
支
援
制
度
の
導
入

・
6
0
歳
以
上
を
対
象
と
し
た
求
職
者
会

へ
の

参
加

・
つ
て
を
頼
る

・
求

人
広
告
の
新
聞
折
り
込
み

≪
就

職
相
談
会
関
係
≫

・
労

務
管

理
研

修
・
研

修
参

加
へ

の
費

用
負

担

・
シ
ス
タ
ー
制

度
の

導
入

（
取
り
組
み
中
）

・
雇

用
管

理
改

善
研

修
会

へ
の
参
加

・
社

員
に
よ
る
研

修
会

の
開

催

・
能

力
開

発
・
研

修
等

の
充

実

備
考

の
コ

メ
ン

ト

　
＊

介
護

報
酬

が
３

年
に

１
度

見
直

さ
れ

、
減

額
さ

れ
る

の
で

経
営

が
不

安
定

に
な

り
介

護
職

員
の

賃
金

の
上

昇
を

抑
え

る
し

か
な

い
。

介
護

職
員

処
遇

改
善

加
算

で
賃

金
の

　
　

 低
さ

を
カ

バ
ー

し
て

い
る

が
、

こ
の

加
算

が
い

つ
ま

で
続

く
の

か
不

明
で

あ
る

。
こ

れ
か

ら
労

働
人

口
が

減
少

し
、

高
齢

者
は

増
加

す
る

の
で

、
一

般
企

業
並

み
の

賃
金

体
  
  
 系

に
し

て
い

か
な

く
て

は
、

介
護

職
員

に
な

ろ
う

と
す

る
人

は
益

々
少

な
く
な

り
、

利
用

者
へ

の
ケ

ア
サ

ー
ビ

ス
の

低
下

を
招

く
こ

と
に

な
る

。
し

た
が

っ
て

、
労

働
環

境
の

整
  
  
 備

が
不

可
欠

で
あ

る
。

　
＊

利
用

者
の

変
動

（
人

数
、

介
護

度
）
に

よ
る

収
入

の
増

減
で

、
処

遇
改

善
が

困
難

で
あ

る
。

　
＊

人
材

確
保

は
広

域
全

体
の

問
題

で
あ

る
と

思
わ

れ
る

。
介

護
系

の
教

育
機

関
入

学
者

に
つ

い
て

は
、

卒
業

後
の

圏
域

で
の

就
職

を
条

件
に

就
学

支
援

制
度

の
一

考
も

　
　

 あ
り

か
な

と
思

う
。

　
＊

介
護

職
員

実
務

者
研

修
の

実
施

　
＊

法
人

の
運

営
を

よ
り

安
定

さ
せ

る
た

め
の

介
護

報
酬

の
引

き
上

げ
、

給
与

引
き

上
げ

（
大

幅
な

処
遇

改
善

費
）
。

　
＊

現
在

、
事

業
運

営
に

必
要

な
最

低
の

人
員

配
置

が
何

と
か

確
保

で
き

て
い

ま
す

が
、

職
員

の
退

職
が

生
じ

た
場

合
は

確
保

の
見

通
し

が
全

く
あ

り
ま

せ
ん

。
　

　
　

職
員

不
足

に
対

す
る

具
体

策
は

あ
り

ま
せ

ん
。

・
親

睦
会

行
事

の
実

施
≪

職
場

環
境

関
係

≫
≪

福
利

厚
生

関
係

≫
・
施

設
整

備
に

よ
る

介
護

負
担

の
軽

減
（
腰

痛
・
転

倒
等

に
よ

る
疾

病
予

防
）

・
ジ

ョ
ブ

フ
ェ

ア
の

活
用

・
介

護
の

魅
力

の
発

信
・
福

利
厚

生
の

拡
充

・
仕

事
の

分
業

、
分

化
に

よ
る

働
き

方
の

多
様

化
・
ジ

ョ
イ

メ
イ

ト
に

加
入

（
福

利
厚

生
の

拡
充

）
・
育

児
休

業
制

度
の

導
入

・
納

涼
祭

、
忘

年
会

、
新

年
会

の
開

催

人
材

確
保

対
策

離
職

防
止

対
策

事
業

所
・
育

児
・
介

護
労

働
者

の
短

時
間

勤
務

制
の

導
入

（
労

働
内

容
の

改
善

）
・
職

員
食

堂
の

開
設

・
有

期
契

約
を

無
期

雇
用

に
変

更
（
法

人
全

体
）
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海海
士士

町町

海
士

社
協

海
士

町

　
・
東

京
で

海
士

町
福

祉
人

材
確

保
事

業
開

催
。

　
・
医

療
福

祉
イ

ベ
ン

ト
の

企
画

・
運

営
を

行
う

、
Ｎ

Ｐ
Ｏ

法
人

U
b
d
o
b
e
と

連
携

　
　

し
、

首
都

圏
の

医
療

福
祉

関
係

者
を

集
め

て
、

「
音

楽
」
と

「
ト

ー
ク

」
の

イ
　

　
ベ

ン
ト

を
今

年
度

２
回

開
催

す
る

予
定

。
　

・
ま

た
、

｢デ
ト

ッ
ク

ス
ツ

ア
ー

｣と
称

し
て

、
イ

ベ
ン

ト
参

加
者

の
中

か
ら

希
望

　
　

者
を

募
り

海
士

町
に

来
て

い
た

だ
く
ツ

ア
ー

を
今

年
度

２
回

開
催

す
る

。
　

・
海

士
町

の
自

然
に

触
れ

、
癒

し
の

空
間

や
時

間
を

体
験

す
る

こ
と

に
よ

り
、

　
　

参
加

者
の

移
住

を
考

え
る

き
っ

か
け

作
り

を
目

的
と

し
て

い
る

。
●

福
祉

専
門

学
校

と
の

連
携

事
業

　
・
島

根
総

合
福

祉
専

門
学

校
と

提
携

し
、

学
生

の
体

験
事

業
な

ど
交

流
事

業
　

　
等

を
開

催
し

て
い

る
。

・
海

士
町

情
報

発
信

連
絡

会
に

て
情

報
発

信

・
福

祉
の

音
楽

イ
ベ

ン
ト

を
開

催

・
福

祉
魅

力
化

Ｐ
Ｊ

・
東

京
で

福
祉

人
材

イ
ベ

ン
ト

開
催

（
年

4
回

）

・
交

流
イ

ベ
ン

ト
の

実
施

・
成

長
段

階
に

合
わ

せ
た

福
祉

学
習

を
実

施
し

福
祉

人
材

を
育

成
・
Ｈ

Ｐ
等

で
の

情
報

発
信

・
職

員
旅

行
（
福

利
厚

生
）

・
ス

ポ
ー

ツ
大

会
の

実
施

（
福

利
厚

生
）

・
福

祉
合

宿
所

を
建

設
予

定
（
平

成
2
8
年

度
）

・
海

士
町

福
祉

体
験

ツ
ア

ー
を

開
催

（
年

2
回

）
・
福

祉
専

門
学

校
で

の
出

前
授

業

・
定

期
面

談

●
福

祉
関

係
就

職
希

望
者

の
島

内
経

費
助

成
　

・
町

内
の

福
祉

関
係

事
業

所
へ

就
職

を
希

望
す

る
人

の
、

島
内

滞
在

中
の

　
　

経
費

を
助

成
す

る
。

●
Ｎ

Ｐ
Ｏ

法
人

U
b
d
o
b
e
と

の
連

携
事

業

　
・
実

務
者

研
修

の
ス

ク
ー

リ
ン

グ
を

開
催

し
て

い
る

。
　

・
そ

の
他

専
門

学
校

学
生

の
体

験
や

視
察

を
受

け
入

れ
て

い
る

。

人
材

確
保

対
策

離
職

防
止

対
策

・
実

施
な

し
≪

町
内

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
構

築
≫

●
人

材
確

保
検

討
会

　
・
内

容
：
各

事
業

所
等

の
状

況
確

認
、

人
材

確
保

に
つ

い
て

検
討

（
年

1
回

）

≪
人

材
確

保
に

関
す

る
事

業
≫

　
・
構

成
：
海

士
町

役
場

、
海

士
社

協
、

海
士

福
祉

会
、

だ
ん

だ
ん

、
　

　
　

　
　

 海
士

診
療

所
他

備
考

の
コ

メ
ン

ト
　

＊
利

用
者

の
減

少
、

報
酬

改
正

等
に

よ
り

赤
字

経
営

が
続

き
、

今
後

も
収

入
の

増
加

が
見

込
め

な
い

。
現

職
員

の
処

遇
を

い
か

に
維

持
し

て
い

く
か

が
課

題
で

あ
る

。
非

常
勤

職
員

　
　

 が
6
割

を
占

め
る

が
、

こ
れ

以
上

常
勤

職
員

を
増

や
す

こ
と

も
難

し
い

。
長

期
的

な
経

営
計

画
を

策
定

し
、

事
業

の
見

直
し

も
検

討
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

　
＊

今
後

、
人

材
確

保
に

向
け

も
っ

と
魅

力
の

あ
る

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
作

成
し

、
ま

た
就

職
フ

ェ
ア

及
び

専
門

学
校

等
に

出
か

け
、

求
人

の
お

願
い

を
毎

年
根

気
よ

く
続

け
人

材
不

足
　

　
 の

解
消

を
し

た
い

。
  
エ

ル
ダ

ー
制

を
導

入
し

て
い

る
が

、
う

ま
く
活

か
し

き
れ

て
い

な
い

。

・
エ

ル
ダ

ー
制

度
の

導
入

・
人

事
考

慮
（
定

期
的

な
面

談
）

・
労

働
基

準
局

助
成

金
活

用
・
西

ノ
島

福
祉

職
員

等
確

保
対

策
給

付
金

制
度

・
福

祉
事

業
所

が
３

分
の

１
を

負
担

す
る

こ
と

。
【
支

給
額

】

・
資

格
取

得
支

援
（
受

講
料

・
旅

費
の

支
援

等
）

・
各

種
研

修
へ

の
参

加
に

よ
る

知
識

・
技

術
の

習
得

・
職

場
内

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

充
実

を
図

る
（
職

員
会

・
主

任
会

議
/
月

１
回

、
懇

親
会

/
随

時
）

・
島

根
県

福
祉

人
材

セ
ン

タ
ー

の
実

施
す

る
生

涯
研

修
の

受
講

（
キ

ャ
リ

ア
ア

ッ
プ

支
援

）

事
業

所

西
ノ

島
町

社
協

・
非

正
規

雇
用

か
ら

正
規

雇
用

へ
の

転
換

・
ハ

ロ
ー

ワ
ー

ク
、

町
内

版
求

人
票

を
活

用
し

た
職

員
募

集
・
資

格
手

当
、

処
遇

改
善

対
策

手
当

、
夜

間
待

機
手

当
、

管
理

手
当

等
の

支
給

・
職

員
募

集
（
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
・
全

戸
配

布
等

）

・
町

内
に

あ
る

福
祉

事
業

所
に

お
い

て
、

介
護

福
祉

士
、

介
護

支
援

専
門

員
、

　
看

護
師

、
作

業
療

法
士

、
理

学
療

法
士

及
び

保
育

士
と

し
て

従
事

す
る

も
の

。
・
正

規
職

員
で

あ
る

こ
と

。
・
町

内
で

初
め

て
福

祉
職

員
と

し
て

勤
務

す
る

者
。

　
修

学
に

必
要

な
経

費
の

一
部

を
貸

付
。

看
護

師
、

介
護

福
祉

士
、

介
護

支
援

　
専

門
員

等
の

資
格

所
持

者
が

、
一

定
期

間
内

に
町

内
に

居
住

し
、

一
定

期

●
西

ノ
島

町
福

祉
職

員
等

確
保

対
策

給
付

金
（
Ｈ

2
7
年

4
月

1
日

施
行

）
【
対

象
】

　
間

従
事

し
た

場
合

、
返

還
全

額
免

除
（
資

格
の

な
い

方
は

半
額

免
除

）
。

・
労

務
管

理
研

修
参

加
・
パ

ー
ト

→
臨

時
→

嘱
託

→
正

規
へ

の
登

用
試

験
の

実
施

　
乗

じ
た

額
の

３
分

の
２

を
返

還
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

・
給

付
金

と
し

て
、

対
象

者
一

人
に

つ
き

、
3
6
0
,0

0
0
円

を
支

給
。

・
旅

費
及

び
引

っ
越

し
に

係
る

移
転

費
用

と
し

て
、

1
5
0
,0

0
0
円

を
上

限
に

支
給

。

・
福

祉
職

員
等

確
保

対
策

給
付

金
の

支
給

・
資

格
取

得
支

援

【
給

付
金

の
返

還
】

・
就

業
後

３
年

未
満

で
退

職
し

た
場

合
、

３
年

に
満

た
な

い
月

数
に

1
0
,0

0
0
円

を

・
福

利
厚

生
の

拡
充

（
互

助
会

・
ジ

ョ
ブ

メ
イ

ト
の

加
入

）
・
子

育
て

世
代

、
団

塊
世

代
が

働
き

や
す

い
職

場
環

境
の

整
備

（
勤

務
日

数
・
勤

務
時

間
・
勤

務
交

代
等

に
配

慮
）

・
上

司
に

よ
る

面
接

・
相

談
の

実
施

/
随

時

・
心

理
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
に

よ
る

面
談

・
日

々
の

職
員

で
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
・
安

全
衛

生
管

理
計

画
及

び
施

設
内

研
修

計
画

の
取

り
組

み

・
島

外
新

規
採

用
者

に
対

し
赴

任
手

当
支

給
・
資

格
取

得
支

援
制

度
・
西

ノ
島

定
住

促
進

空
き

家
活

用
事

業
に

係
る

職
員

住
宅

の
確

保

・
資

格
取

得
に

か
か

る
費

用
の

支
給

（
島

外
で

行
う

ス
ク

ー
リ

ン
グ

等
の

交
通

費
、

宿
泊

費
の

支
給

）

・
職

員
厚

生
会

に
よ

る
親

睦
会

及
び

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

、
他

事
業

所
と

の
合

同
親

睦
会

開
催

 

・
資

格
取

得
後

の
給

料
ア

ッ
プ
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西西
ノノ

島島
町町

人
材

確
保

対
策

離
職

防
止

対
策

・
実

施
な

し

西
ノ

島
町

●
修

学
資

金
貸

与
制

度

備
考

の
コ

メ
ン

ト
　

＊
利

用
者

の
減

少
、

報
酬

改
正

等
に

よ
り

赤
字

経
営

が
続

き
、

今
後

も
収

入
の

増
加

が
見

込
め

な
い

。
現

職
員

の
処

遇
を

い
か

に
維

持
し

て
い

く
か

が
課

題
で

あ
る

。
非

常
勤

職
員

　
　

 が
6
割

を
占

め
る

が
、

こ
れ

以
上

常
勤

職
員

を
増

や
す

こ
と

も
難

し
い

。
長

期
的

な
経

営
計

画
を

策
定

し
、

事
業

の
見

直
し

も
検

討
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

　
＊

今
後

、
人

材
確

保
に

向
け

も
っ

と
魅

力
の

あ
る

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
作

成
し

、
ま

た
就

職
フ

ェ
ア

及
び

専
門

学
校

等
に

出
か

け
、

求
人

の
お

願
い

を
毎

年
根

気
よ

く
続

け
人

材
不

足
　

　
 の

解
消

を
し

た
い

。
  
エ

ル
ダ

ー
制

を
導

入
し

て
い

る
が

、
う

ま
く
活

か
し

き
れ

て
い

な
い

。

・
エ

ル
ダ

ー
制

度
の

導
入

・
人

事
考

慮
（
定

期
的

な
面

談
）

・
労

働
基

準
局

助
成

金
活

用
・
西

ノ
島

福
祉

職
員

等
確

保
対

策
給

付
金

制
度

・
福

祉
事

業
所

が
３

分
の

１
を

負
担

す
る

こ
と

。
【
支

給
額

】

・
資

格
取

得
支

援
（
受

講
料

・
旅

費
の

支
援

等
）

・
各

種
研

修
へ

の
参

加
に

よ
る

知
識

・
技

術
の

習
得

・
職

場
内

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

充
実

を
図

る
（
職

員
会

・
主

任
会

議
/
月

１
回

、
懇

親
会

/
随

時
）

・
島

根
県

福
祉

人
材

セ
ン

タ
ー

の
実

施
す

る
生

涯
研

修
の

受
講

（
キ

ャ
リ

ア
ア

ッ
プ

支
援

）

事
業

所

西
ノ

島
町

社
協

・
非

正
規

雇
用

か
ら

正
規

雇
用

へ
の

転
換

・
ハ

ロ
ー

ワ
ー

ク
、

町
内

版
求

人
票

を
活

用
し

た
職

員
募

集
・
資

格
手

当
、

処
遇

改
善

対
策

手
当

、
夜

間
待

機
手

当
、

管
理

手
当

等
の

支
給

・
職

員
募

集
（
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
・
全

戸
配

布
等

）

・
町

内
に

あ
る

福
祉

事
業

所
に

お
い

て
、

介
護

福
祉

士
、

介
護

支
援

専
門

員
、

　
看

護
師

、
作

業
療

法
士

、
理

学
療

法
士

及
び

保
育

士
と

し
て

従
事

す
る

も
の

。
・
正

規
職

員
で

あ
る

こ
と

。
・
町

内
で

初
め

て
福

祉
職

員
と

し
て

勤
務

す
る

者
。

　
修

学
に

必
要

な
経

費
の

一
部

を
貸

付
。

看
護

師
、

介
護

福
祉

士
、

介
護

支
援

　
専

門
員

等
の

資
格

所
持

者
が

、
一

定
期

間
内

に
町

内
に

居
住

し
、

一
定

期

●
西

ノ
島

町
福

祉
職

員
等

確
保

対
策

給
付

金
（
Ｈ

2
7
年

4
月

1
日

施
行

）
【
対

象
】

　
間

従
事

し
た

場
合

、
返

還
全

額
免

除
（
資

格
の

な
い

方
は

半
額

免
除

）
。

・
労

務
管

理
研

修
参

加
・
パ

ー
ト

→
臨

時
→

嘱
託

→
正

規
へ

の
登

用
試

験
の

実
施

　
乗

じ
た

額
の

３
分

の
２

を
返

還
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

・
給

付
金

と
し

て
、

対
象

者
一

人
に

つ
き

、
3
6
0
,0

0
0
円

を
支

給
。

・
旅

費
及

び
引

っ
越

し
に

係
る

移
転

費
用

と
し

て
、

1
5
0
,0

0
0
円

を
上

限
に

支
給

。

・
福

祉
職

員
等

確
保

対
策

給
付

金
の

支
給

・
資

格
取

得
支

援

【
給

付
金

の
返

還
】

・
就

業
後

３
年

未
満

で
退

職
し

た
場

合
、

３
年

に
満

た
な

い
月

数
に

1
0
,0

0
0
円

を

・
福

利
厚

生
の

拡
充

（
互

助
会

・
ジ

ョ
ブ

メ
イ

ト
の

加
入

）
・
子

育
て

世
代

、
団

塊
世

代
が

働
き

や
す

い
職

場
環

境
の

整
備

（
勤

務
日

数
・
勤

務
時

間
・
勤

務
交

代
等

に
配

慮
）

・
上

司
に

よ
る

面
接

・
相

談
の

実
施

/
随

時

・
心

理
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
に

よ
る

面
談

・
日

々
の

職
員

で
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
・
安

全
衛

生
管

理
計

画
及

び
施

設
内

研
修

計
画

の
取

り
組

み

・
島

外
新

規
採

用
者

に
対

し
赴

任
手

当
支

給
・
資

格
取

得
支

援
制

度
・
西

ノ
島

定
住

促
進

空
き

家
活

用
事

業
に

係
る

職
員

住
宅

の
確

保

・
資

格
取

得
に

か
か

る
費

用
の

支
給

（
島

外
で

行
う

ス
ク

ー
リ

ン
グ

等
の

交
通

費
、

宿
泊

費
の

支
給

）

・
職

員
厚

生
会

に
よ

る
親

睦
会

及
び

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

、
他

事
業

所
と

の
合

同
親

睦
会

開
催

 

・
資

格
取

得
後

の
給

料
ア

ッ
プ

　　
99
--
22
．．

西西
ノノ

島島
町町

人
材

確
保

対
策

離
職

防
止

対
策

・
実

施
な

し

西
ノ

島
町

●
修

学
資

金
貸

与
制

度

備
考

の
コ

メ
ン

ト
　

＊
利

用
者

の
減

少
、

報
酬

改
正

等
に

よ
り

赤
字

経
営

が
続

き
、

今
後

も
収

入
の

増
加

が
見

込
め

な
い

。
現

職
員

の
処

遇
を

い
か

に
維

持
し

て
い

く
か

が
課

題
で

あ
る

。
非

常
勤

職
員

　
　

 が
6
割

を
占

め
る

が
、

こ
れ

以
上

常
勤

職
員

を
増

や
す

こ
と

も
難

し
い

。
長

期
的

な
経

営
計

画
を

策
定

し
、

事
業

の
見

直
し

も
検

討
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

　
＊

今
後

、
人

材
確

保
に

向
け

も
っ

と
魅

力
の

あ
る

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
作

成
し

、
ま

た
就

職
フ

ェ
ア

及
び

専
門

学
校

等
に

出
か

け
、

求
人

の
お

願
い

を
毎

年
根

気
よ

く
続

け
人

材
不

足
　

　
 の

解
消

を
し

た
い

。
  
エ

ル
ダ

ー
制

を
導

入
し

て
い

る
が

、
う

ま
く
活

か
し

き
れ

て
い

な
い

。

・
エ

ル
ダ

ー
制

度
の

導
入

・
人

事
考

慮
（
定

期
的

な
面

談
）

・
労

働
基

準
局

助
成

金
活

用
・
西

ノ
島

福
祉

職
員

等
確

保
対

策
給

付
金

制
度

・
福

祉
事

業
所

が
３

分
の

１
を

負
担

す
る

こ
と

。
【
支

給
額

】

・
資

格
取

得
支

援
（
受

講
料

・
旅

費
の

支
援

等
）

・
各

種
研

修
へ

の
参

加
に

よ
る

知
識

・
技

術
の

習
得

・
職

場
内

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

充
実

を
図

る
（
職

員
会

・
主

任
会

議
/
月

１
回

、
懇

親
会

/
随

時
）

・
島

根
県

福
祉

人
材

セ
ン

タ
ー

の
実

施
す

る
生

涯
研

修
の

受
講

（
キ

ャ
リ

ア
ア

ッ
プ

支
援

）

事
業

所

西
ノ

島
町

社
協

・
非

正
規

雇
用

か
ら

正
規

雇
用

へ
の

転
換

・
ハ

ロ
ー

ワ
ー

ク
、

町
内

版
求

人
票

を
活

用
し

た
職

員
募

集
・
資

格
手

当
、

処
遇

改
善

対
策

手
当

、
夜

間
待

機
手

当
、

管
理

手
当

等
の

支
給

・
職

員
募

集
（
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
・
全

戸
配

布
等

）

・
町

内
に

あ
る

福
祉

事
業

所
に

お
い

て
、

介
護

福
祉

士
、

介
護

支
援

専
門

員
、

　
看

護
師

、
作

業
療

法
士

、
理

学
療

法
士

及
び

保
育

士
と

し
て

従
事

す
る

も
の

。
・
正

規
職

員
で

あ
る

こ
と

。
・
町

内
で

初
め

て
福

祉
職

員
と

し
て

勤
務

す
る

者
。

　
修

学
に

必
要

な
経

費
の

一
部

を
貸

付
。

看
護

師
、

介
護

福
祉

士
、

介
護

支
援

　
専

門
員

等
の

資
格

所
持

者
が

、
一

定
期

間
内

に
町

内
に

居
住

し
、

一
定

期

●
西

ノ
島

町
福

祉
職

員
等

確
保

対
策

給
付

金
（
Ｈ

2
7
年

4
月

1
日

施
行

）
【
対

象
】

　
間

従
事

し
た

場
合

、
返

還
全

額
免

除
（
資

格
の

な
い

方
は

半
額

免
除

）
。

・
労

務
管

理
研

修
参

加
・
パ

ー
ト

→
臨

時
→

嘱
託

→
正

規
へ

の
登

用
試

験
の

実
施

　
乗

じ
た

額
の

３
分

の
２

を
返

還
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

・
給

付
金

と
し

て
、

対
象

者
一

人
に

つ
き

、
3
6
0
,0

0
0
円

を
支

給
。

・
旅

費
及

び
引

っ
越

し
に

係
る

移
転

費
用

と
し

て
、

1
5
0
,0

0
0
円

を
上

限
に

支
給

。

・
福

祉
職

員
等

確
保

対
策

給
付

金
の

支
給

・
資

格
取

得
支

援

【
給

付
金

の
返

還
】

・
就

業
後

３
年

未
満

で
退

職
し

た
場

合
、

３
年

に
満

た
な

い
月

数
に

1
0
,0

0
0
円

を

・
福

利
厚

生
の

拡
充

（
互

助
会

・
ジ

ョ
ブ

メ
イ

ト
の

加
入

）
・
子

育
て

世
代

、
団

塊
世

代
が

働
き

や
す

い
職

場
環

境
の

整
備

（
勤

務
日

数
・
勤

務
時

間
・
勤

務
交

代
等

に
配

慮
）

・
上

司
に

よ
る

面
接

・
相

談
の

実
施

/
随

時

・
心

理
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
に

よ
る

面
談

・
日

々
の

職
員

で
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
・
安

全
衛

生
管

理
計

画
及

び
施

設
内

研
修

計
画

の
取

り
組

み

・
島

外
新

規
採

用
者

に
対

し
赴

任
手

当
支

給
・
資

格
取

得
支

援
制

度
・
西

ノ
島

定
住

促
進

空
き

家
活

用
事

業
に

係
る

職
員

住
宅

の
確

保

・
資

格
取

得
に

か
か

る
費

用
の

支
給

（
島

外
で

行
う

ス
ク

ー
リ

ン
グ

等
の

交
通

費
、

宿
泊

費
の

支
給

）

・
職

員
厚

生
会

に
よ

る
親

睦
会

及
び

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

、
他

事
業

所
と

の
合

同
親

睦
会

開
催

 

・
資

格
取

得
後

の
給

料
ア

ッ
プ

　　
99
--
22
．．

西西
ノノ

島島
町町

人
材

確
保

対
策

離
職

防
止

対
策

・
実

施
な

し

西
ノ

島
町

●
修

学
資

金
貸

与
制

度

6766



備
考
の

コ
メ
ン
ト

　
＊
福

祉
の

イ
メ
ー
ジ
を
変
え
る
（
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
）

B
事

業
所

・
人

材
育

成
を
中

核
と
し
た
人
事
考
課
制
度
の
導
入

・
人

事
考

課
・
育

成
と
連
動
し
た
給
与
体
系
の
見
直
し

・
O
J
T
を
基

本
と
し
た
人
材
育
成

・
職

員
が

安
全

に
そ
し
て
、
安
心
し
て
、
や
り
が
い
を
持
っ
て
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場

　
づ
く
り
。
職

員
満

足
の

実
現

・
リ
フ
ト
導

入
。
無

理
を
し
な
い
介
助
の
推
進

・
適

切
な
労

務
管

理
の

実
施

・
年

度
ご
と
に
定

期
昇

給
の
実
施

・
エ
ル

ダ
ー
（
シ
ス
タ
ー
制

度
の
導
入
）

・
親

睦
会

行
事

の
実

施
・
労

務
管

理
研

修

・
採

用
計
画
の
策
定
（
不
足
が
生
じ
た
時

点
で
募

集
）

・
町

内
へ
の
チ
ラ
シ
の
配
布

・
海

士
チ
ャ
ン
ネ
ル
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
て
募

集
・
資

格
取
得
支
援
制
度
の
導
入
（
1
0
万

円
を
限

度
）

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
て
の
情
報
発

信
（
フ
ァ
ン
づ
く
り
）

・
仕

事
の
分
業
と
分
化
に
よ
る
多
様
な
働

き
方

の
提

供
を
お
こ
な
い
、
多

様
な

・
中

・
高

校
生
向
け
就
職
フ
ェ
ア
（
ジ
ョ
ブ
フ
ェ
ア
）

・
中

・
高

校
生
向
け
職
場
体
験
等
で
介
護
の

魅
力

発
信

A
事

業
所

　
働

き
手
を
確
保

・
職

員
が
安
全
に
そ
し
て
、
安
心
し
て
、
や

り
が

い
を
持

っ
て
働

き
続

け
ら
れ

る
　
職

場
づ
く
り
。
職
員
満
足
の
実
現

人
材
確
保
対
策

離
職
防
止
対
策

備
考

の
コ

メ
ン

ト
　

＊
な

し
　

　
 

・
資

格
取

得
支

援
制

度
の

導
入

知
夫

村

知
夫

村
社

協
・
資

格
手

当
の

支
給

・
人

材
セ

ン
タ

ー
へ

の
登

録
・
看

護
及

び
介

護
休

暇
の

取
得

支
援

・
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

の
募

集
・
看

護
休

暇
の

拡
充

・
赴

任
手

当
等

の
支

給

　　
99
--
44
．．

知知
夫夫

村村
人

材
確

保
対

策
離

職
防

止
対

策
・
実

施
な

し
・
実

施
な

し

6968



11
00
．．

福福
祉祉

職職
員員

関関
係係

のの
研研

修修
実実

施施
状状

況況
（（
平平

成成
22
88
年年

44
月月

時時
点点

））
　

11
00
--
11
．．

隠隠
岐岐

のの
島島

町町
実

施
主

体
研

修
名

研
修

内
容

対
象

者
回

数
参

加
人

数
財

源
等

隠
岐

の
島

町
・
実

施
な

し
自

主
財

源
隠

岐
の

島
町

社
会

福
祉

協
議

会
・
福

祉
サ

ー
ビ

ス
職

員
研

修
・
講

義
「
介

護
職

員
と

し
て

の
倫

理
、

価
値

観
、

モ
ラ

ル
に

つ
い

て
」

高
齢

者
・
障

害
者

施
設

1
回

3
7
人

1
5
万

円
社

協
負

担
　

開
講

し
た

際
に

、
会

場
提

供
及

び
受

講
者

募
集

支
援

、
受

講
完

了
　

者
に

対
し

受
講

料
一

部
助

成
３

万
円

交
付

す
る

。

・
介

護
職

員
初

任
者

研
修

・
指

定
事

業
者

有
限

会
社

ホ
ー

ム
ケ

ア
ー

島
根

が
隠

岐
の

島
町

で
一

般
・
学

生
8
月

～
1
0
月

完
了

者
5
名

　
フ

ォ
ー

ラ
ム

　
に

合
っ

た
つ

な
が

り
の

形
講

演

事
業

所
A

・
接

遇
・
介

護
職

と
し

て
ふ

さ
わ

し
い

マ
ナ

ー
を

身
に

つ
け

る
小

規
模

多
機

能
型

居
宅

介
護

・
身

体
拘

束
研

修
・
介

護
保

険
指

定
基

準
に

お
い

て
禁

止
の

対
象

と
な

る
行

為
に

つ
い

て

全
職

員
1
人

～
1
3
人

・
住

み
よ

い
地

域
づ

く
り

推
進

・
住

み
よ

い
地

域
づ

く
り

を
目

指
し

、
実

践
発

表
と

こ
れ

か
ら

の
時

代

・
介

護
と

は
何

か
・
D

V
D

視
聴

に
よ

る
研

修
・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

・
現

場
に

お
け

る
相

談
業

務
、

関
係

機
関

と
の

連
絡

調
整

等
の

方
法

2
回

・
地

域
密

着
サ

ー
ビ

ス
と

は
・
講

演
会

及
び

演
習

・
他

施
設

研
修

・
他

の
施

設
か

ら
学

び
、

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

を
目

指
す

。

・
医

療
安

全
・
危

険
予

知
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
3
回

事
業

所
B

・
拘

束
を

し
な

い
介

護
・
身

体
拘

束
の

正
し

い
知

識
3
回

小
規

模
多

機
能

型
居

宅
介

護
・
感

染
予

防
・
事

業
所

内
感

染
防

止

全
職

員

3
回

・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
よ

る
効

果
・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

技
法

・
認

知
症

に
つ

い
て

・
認

知
症

利
用

者
へ

の
関

わ
り

方
4
回

・
権

利
擁

護
・
後

見
人

制
度

3
回

・
感

染
予

防
・
ノ

ロ
ウ

イ
ル

ス
に

つ
い

て
4
回

・
ス

タ
ッ

フ
間

で
の

情
報

交
換

・
報

告
・
連

絡
・
相

談
の

必
要

性
3
回

・
救

急
蘇

生
法

・
緊

急
時

の
対

応
4
回

・
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
セ

ミ
ナ

ー
・
障

害
に

あ
わ

せ
た

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

1
回

施
設

経
費

事
業

所
C

 視
察

研
修

（
兼

昼
食

会
、

か
っ

ぱ
遊

覧
）

・
他

施
設

派
遣

研
修

・
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
事

業
所

（
ふ

れ
あ

い
五

箇
、

中
村

デ
イ

、
蓬

莱
苑

）
、

小
規

模
多

機
能

型
居

宅
介

護



・
他

施
設

視
察

研
修

・
隠

岐
共

生
学

園
、

小
規

模
多

機
能

型
居

宅
介

護
施

設
た

ん
ぽ

ぽ
1
4
人

1
回

1
0
人

　
へ

派
遣

研
修

5
人

8
回

9
人

　
ｸ
ﾞﾙ

ｰ
ﾌ
ﾟﾎ

ｰ
ﾑ

和
水

屋
、

小
規

模
多

機
能

事
業

所
（
た

ん
ぽ

ぽ
）

（
延

べ
人

数
）

・
日

本
ケ

ア
レ

ク
研

修
大

会
・
広

島
市

で
開

催
研

修
1
人

1
回

1
人

・
ﾒ
ｯ
ｾ

ﾝ
ｼ
ﾞｬ

ｰ
養

成
研

修
・
社

協
主

催
事

業
2
人

1
回

2
人

・
高

齢
者

虐
待

防
止

研
修

会
・
松

江
市

で
開

催
研

修
開

催
研

修
1
人

1
回

1
人

・
自

立
支

援
の

為
の

介
護

技
術

研
修

・
松

江
市

で
開

催
研

修
1
人

1
回

1
人

・
他

島
内

関
係

機
関

主
催

研
修

参
加

実
施

主
体

研
修
名

研
修

内
容

対
象
者

回
数

参
加

人
数

財
源
等

小
規

模
多

機
能

型
居
宅
介
護

・
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
勉

強
会

・
ラ
イ
フ
サ

ポ
ー
ト
プ
ラ
ン
を
中

心
と
し
た
勉

強
会

全
職
員

1
回

1
5
人

自
主
財
源

事
業

所
D

・
そ
の
他
（
随
時
）

・
広

域
連

合
、
社

教
、
役

場
等

主
催

の
研

修
へ

の
参

加

・
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー

・
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
講
義
＆
実
技

1
回

1
人

自
主
財
源

・
地
域
密
着
型
サ

ー
ビ
ス

・
地

域
密

着
型

サ
ー
ビ
ス
と
は

1
回

1
0
人

事
業
所

・
接
遇

・
接

遇
1
人

1
回

1
人

居
宅

介
護

支
援

事
業
所
A

・
資
格
更
新
研
修

1
人

1
人

・
認
知
症
基
礎
研

修
・
認

知
症

1
回

3
人

事
業
所

・
接
遇

・
接

遇
1
回

2
人

事
業
所

・
職
場
内
研
修

・
身

体
介

護
：
個

々
の

ケ
ー
ス
で
対

応
8
人

8
人

・
介
護
職
員
基
礎

研
修

2
人

1
回

1
人

グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
A

・
認
知
症
ケ
ア
研
究

会
・
４
大

認
知

症
を
知

る
正
職
員

年
1
回

1
人

会
社

・
月

1
回

程
度

の
事

業
所

内
勉

強
会

1
0
人

1
0
人

会
社

・
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
・
セ
ミ
ナ
ー

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
の

向
上

1
人

1
回

1
人

会
社

・
高
齢
者
虐
待
防

止
・
虐

待
防

止
法

・
虐

待
に
対

す
る
対

応
の

仕
方

正
職
員

年
1
回

1
人

会
社

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技

術
研

修
・
バ

リ
デ
ー
シ
ョ
ン

1
回

1
人

会
社

・
雇
用
管
理
責
任

者
講

習
・
雇

用
管

理
総

論
非
常
勤

1
回

1
人

会
社

・
実
践
者
研
修

・
適
切
な
介
護
及
び
実
践
的
な
技
能
が
発
揮
で
き
る
人
材
を
育
成
し
、

正
職
員

２
回

2
人

会
社

・
実
践
リ
ー
ダ
ー
研

修
・
介
護
現
場
に
お
け
る
認
知
症
介
護
を
実
施
す
る
リ
ー
ダ
ー
の
養
成

正
職
員

２
回

2
人

・
経
営
戦
略
セ
ミ
ナ
ー

・
介

護
施

設
の

ト
ッ
プ
戦

略
と
人

的
資

源
の

ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て

非
常
勤

1
回

1
人

会
社

　
認

知
症

の
人

に
対

す
る
サ

ー
ビ
ス
の

充
実

を
図

る

・
福

祉
サ

ー
ビ
ス
苦
情
解
決
研
修

・
苦

情
解

決
と
第

３
者

委
員

の
役

割
正
職
員

1
回

1
人

・
施
設
に
お
け
る
感
染

症
対

策
正

職
員

、
パ

ー
ト

年
１
回

2
人

・
排
泄
ケ
ア

・
排

泄
ケ
ア
の

基
本

ポ
イ
ン
ト
・
骨

盤
底

筋
体

操
正
職
員

1
回

1
人

・
看
取
り

・
心

の
部

分
の

看
取

り
方

正
職
員

1
回

1
人

・
高
齢
者
虐
待
防
止
に
つ
い
て

・
高

齢
者

虐
待

に
つ
い
て
の

知
識

を
習

得
す
る

・
身
体
拘
束
に
つ
い
て

・
身

体
拘

束
に
つ
い
て
の

知
識

を
習

得
す
る

グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
B

・
成
年
後
見
人
制
度
に
つ
い
て

・
成

年
後

見
人

制
度

に
つ
い
て
の

知
識

を
習

得
す
る

全
職
員

1
回

7
人

・
町
１
０
年
後
の
高

齢
者
福
祉

・
隠

岐
広

域
連

合
介

護
保

険
課

若
手
職
員

1
1
人

社
会

福
祉

法
人

A
・
交
通
安
全
講
習

・
飲

酒
運

転
対

策
（
町

警
察

署
）

全
職
員

2
3
人

・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
研

修
・
隠

岐
老

研
介
護
職
員

1
人

・
感
染
症
対
策

・
隠

岐
保

健
所

看
護
職
員

1
人

・
乳

が
ん
自

己
検

診
法
講
習
会

・
町

保
健

課
女
性
職
員

1
6
人

7170



実
施

主
体

研
修
名

研
修

内
容

対
象
者

回
数

参
加

人
数

財
源
等

法
人

・
園
内
研
修

・
腰

痛
予

防
に
つ
い
て

全
職
員

1
回

1
9
人

　
　
〃

・
福

祉
施

設
に
お
け
る
接

遇
に
つ
い
て

社
会

福
祉

法
人

B
・
管
理
者
研
修

・
公

平
・
公

正
な
人

事
考

課
方

法
、
部

下
が

求
め
て
い
る
管

理
職

と
は

。
全
管
理
職

1
回

4
5
人

全
職
員

1
回

4
0
人

　
　
〃

・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ケ
ア
に
お
け
る
介

護
職

の
役

割
に
つ
い
て

島
内

福
祉

施
設

従
事

者
1
回

1
7
人

　
　
〃

・
リ
ー
ダ
ー
の

役
割

に
つ
い
て

管
理

職
及

び
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー

1
回

2
3
人

　
　
〃

・
排

泄
ケ
ア
の

基
本

、
オ
ム
ツ
の

あ
て
方

に
つ
い
て

全
職
員

1
回

1
1
人

　
　
〃

・
高

齢
者

虐
待

、
身

体
拘

束
防

止
に
つ
い
て

全
職
員

1
回

2
6
人

　
　
〃

・
Ｂ
Ｌ
Ｓ
の

実
際

、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

使
用

方
法

に
つ
い
て

全
職
員

1
回

1
1
人

　
　
〃

・
感

染
症

に
つ
い
て

全
職
員

2
回

1
7
人

　
　
〃

・
認

知
症

の
症

状
と
治

療
薬

に
つ
い
て

全
職
員

1
回

1
3
人

　
　
〃

・
介

護
事

故
予

防
に
つ
い
て

全
職
員

1
回

1
3
人

　
　
〃

・
褥

瘡
予

防
に
て
つ
い
て

全
職
員

1
回

1
0
人

・
雇
用
管
理
改
善
セ
ミ
ナ
ー

・
人

事
労

務
管

理
の

基
礎

講
座

管
理
者
・
事
務

1
回

2
人

特
別

養
護

老
人

ホ
ー
ム
A

・
看
護
職
員
研
修
会

・
急

変
時

、
摂

取
嚥

下
、
フ
ィ
ジ
カ
ル

ア
セ
ス
メ
ン
ト

看
護
師

1
回

1
人

・
生
涯
研
修
初
任
者

コ
ー
ス

・
福

祉
サ

ー
ビ
ス
の

基
礎

理
念

、
能

力
開

発
新
人
職
員

1
回

1
人

・
腰
痛
予
防
研
修

会
全
職
員

1
回

4
人

・
生
涯
研
修
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
コ
ー
ス

・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の

醸
成

、
他

職
種

連
携

指
導
的
職
員

1
回

1
人

・
生
涯
研
修
中
堅

コ
ー
ス

・
業

務
課

題
の

解
決

と
実

践
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

中
堅
職
員

1
回

1
人

・
看
護
技
術
研
修
会

・
静

脈
注

射
研

修
看
護
職
員

1
回

1
人

・
認
知
症
介
護
実
践

研
修

・
認

知
症

研
修

介
護
職
員

3
回

1
人

養
護

老
人

ホ
ー
ム
A

・
福
祉
職
員
ｷ
ｬ
ﾘ
ｱ
ﾊ
ﾟｽ

・
生

涯
研

修
課

程
介
護
員

1
回

一
般
措
置
費

・
県
老
施
協
特
老

部
会

・
介

護
職

員
に
求

め
ら
れ

る
医

療
的

知
識

介
護
職
員

1
回

1
人

・
養
護
老
人
ホ
ー
ム
研

修
会

・
施

設
長

運
営

会
議

施
設
長

1
回

1
人

・
腰
痛
予
防
研
修

会
・
介

護
に
お
け
る
腰

痛
を
予

防
す
る
た
め
の

実
技

講
習

介
護
員

1
回

2
人

・
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
ｶ
ﾝ
ﾄﾘ
ｰ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

・
介

護
保

険
制

度
改

革
と
福

祉
施

設
の

役
割

施
設
長

1
回

1
人

　
　
〃

・
養

護
老

人
ホ
ー
ム
の

現
状

と
課

題
介
護
員

1
回

1
人

・
ﾏ
ｲ
ﾅ
ﾝ
ﾊ
ﾞｰ
制
度
研

修
会

・
ﾏ
ｲ
ﾅ
ﾝ
ﾊ
ﾞｰ
導

入
に
お
け
る
留

意
点

に
つ
い
て

施
設
長

1
回

1
人

・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
研

修
会

・
体

操
・
脳

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講

座
介
護
員

1
回

1
人

・
普
通
救
命
講
習

会
・
救

急
救

命
講

習
会

介
護
員

1
回

2
人

・
県
老
施
協
研
修
会

・
研

究
発

表
大

会
介
護
員

1
回

2
人

・
予
防
接
種
研
修
会

・
予

防
接

種
制

度
に
つ
い
て

看
護
師

1
回

1
人

・
感
染
症
対
策
講

習
会

・
福

祉
施

設
に
お
け
る
感

染
症

対
策

講
習

会
介
護
員
等

1
回

2
人

・
虐
待
防
止
研
修

会
・
高

齢
者

虐
待

防
止

の
基

礎
知

識
に
つ
い
て

介
護
員

1
回

1
人

・
介
護
支
援
専
門

員
研

修
・
介

護
支

援
専

門
員

　
事

例
検

討
研

修
介
護
支
援
専
門
員

1
回

2
人

　
11
00
--
22
．．
西西

ノノ
島島

町町
実

施
主

体
研

修
名

研
修

内
容

対
象
者

回
数

参
加

人
数

財
源
等

西
ノ
島

町
・
実
施
な
し

事
業
主
負
担

（
H
2
7
年

度
）

・
隠
岐
地
域
介
護
支

援
専

門
員

協
会

総
会

、
研

修
会

介
護
支
援
専
門
員

1
回

2
人

〃
西

ノ
島

町
社

会
福

祉
協
議
会

・
地

域
ケ
ア
会

議
実
践
研
修

介
護
支
援
専
門
員

1
回

1
人

〃
・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

ー
部

会
研

修
会

訪
問
介
護
員

2
回

2
人

〃
・
介
護
支
援
専
門

員
専

門
研

修
課

程
（
Ⅰ

）
介
護
支
援
専
門
員

3
回

1
人

な
し

・
福
祉
職
員
ｷ
ｬ
ﾘ
ｱ
ﾊ
ﾟｽ
対

応
生

涯
研

修
課

程
チ
ー
ム

サ
ー
ビ
ス
提

供
責

任
者

1
回

１
人

・
隠
岐
地
域
行
政

関
係

者
人

権
・
同

和
問

題
研

修
全
職
員

1
回

2
人

・
日
常
生
活
自
立

支
援
事
業
生
活
支
援
員
専
門
員
研
修

相
談

員
・
支

援
員

1
回

2
人

事
業
主
負
担

・
リ
ー
ダ
ー
コ
ー
ス

〃
・
生
活
困
窮
者
支

援
担

当
職

員
勉

強
会

〃
1
回

1
人

〃

・
生
活
福
祉
資
金
貸
付
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
研
修

係
長
（
担
当
者
）

1
回

1
人

〃
・
島
根
県
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
研

究
大

会
介
護
支
援
専
門
員

１
回

1
人

〃
・
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
研

修
「
ラ
イ
ン
ケ
ア
コ
ー
ス
」

事
務
局
長

１
回

1
人

〃
・
障
が
い
福
祉
と
介

護
保

険
の

移
行

支
援

研
修

サ
ー
ビ
ス
提

供
責

任
者

１
回

1
人

〃
・
市
町
村
社
協
戦

略
会

議
事
務
局
長

１
回

1
人

〃
・
介
護
支
援
専
門

員
更

新
研

修
（
実

務
未

経
験

者
）

介
護
支
援
専
門
員

２
回

1
人

〃
・
社
会
福
祉
法
人

会
計

実
務

研
修

（
決

算
コ
ー
ス
）

事
務
局
長

１
回

1
人

〃
・
島
根
県
市
町
村

社
協

会
長

会
・
事

務
局

長
セ
ミ
ナ
ー

会
長

・
事

務
局

長
１
回

2
人

〃
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
ク
実

践
力

強
化

研
修

主
任
主
事

1
回

1
人

・
隠
岐
広
域
連
合

介
護

保
険

給
付

適
正

化
研

修
会

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
」

介
護
支
援
専
門
員

１
回

2
人

〃〃
・
し
ま
ね
住
民
参
加
型

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
団
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
研
修
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

１
回

1
人

〃
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

１
回

1
人

〃
・
障

が
い
福

祉
関
係
事
業
者
等
説
明
会
及
び
集
団
指
導

主
任
主
事

１
回

1
人

〃
・
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事

業
者

集
団

指
導

介
護
支
援
専
門
員

１
回

2
人

〃
・
ひ
き
こ
も
り
相
談
支

援
者

研
修

会
事

務
局

長
・
係

長
１
回

2
人

な
し

・
友
愛
活
動
ス
ー
パ

ー
バ

イ
ザ

ー
養

成
研

修
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

１
回

1
人

事
業
主
負
担

・
介
護
技
術
研
修

会
全
職
員

１
回

2
4
人

〃
・
食
中
毒
予
防
講

習
会

全
職
員

１
回

1
2
人

〃 〃
・
隠

岐
圏

域
（
島

前
）
ひ
き
こ
も
り
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
研
修
会

事
務
局
長

１
回

・
社
会
福
祉
福
祉
施
設

等
に
お
け
る
感

染
症

対
策

講
習

会
事
務
局
長
・
サ
ー
ビ

ス
提
供
責
任
者

１
回

2
人

1
人

〃
・
隠
岐
圏
域
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ

ー
養

成
研

修
主
任
主
事

１
回

1
人

〃 〃
・
普
通
救
命
講
習

Ⅰ
全
職
員

１
回

2
7
人

7372



実
施

主
体

研
修
名

研
修

内
容

対
象
者

回
数

参
加

人
数

財
源
等

小
規

模
多

機
能

型
居
宅
介
護

・
小
規
模
多
機
能
型

居
宅

介
護

事
業

所
集

団
指

導
事

務
局

長
・
管

理
者

1
回

2
人

事
業
主
負
担

事
業

所
A

・
認

知
症

介
護

実
践
研
修

介
護
職
員

3
回

1
人

（
H
2
7
年

度
）

・
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事

業
者

集
団

指
導

管
理
者

1
回

1
人

1
人

・
小
規
模
多
機
能

部
会

介
護
支
援
専
門
員

2
回

1
人

・
介

護
保

険
給

付
適
正
化
研
修

管
理

者
・
介
護
支
援
専
門
員
・
介
護
職
員

1
回

3
人

・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
苦
情

解
決

研
修

会
管
理
者

1
回

1
人

・
隠
岐
広
域
連
合

介
護

保
険

給
付

適
正

化
研

修
会

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
」

介
護
支
援
専
門
員

1
回

1
人

・
島
根
県
介
護
支

援
専

門
員

協
会

地
域

密
着

型
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
部

会
介
護
支
援
専
門
員

1
回

1
人

・
人
権
・
権
利
擁
護
研

修
管
理
者

1
回

・
介
護
支
援
専
門

員
専

門
研

修
課

程
（
Ⅰ

）
介
護
支
援
専
門
員

3
回

1
人

・
認
知
症
対
応
型
サ

ー
ビ
ス
事

業
開

設
者

研
修

会
長

1
回

1
人

特
別

養
護

老
人

ホ
ー
ム
A

・
職
員
会
議

・
復

命
研

修
、
認

知
症

研
修

、
全
職
員

1
1
回

1
9
3
人

・
認
知
症
対
応
型
サ

ー
ビ
ス
事

業
管

理
者

研
修

管
理
者

1
回

1
人

・
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ

・
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
に
つ
い
て
作

業
療

法
士

よ
り
説

明
〃

1
回

2
7
人

・
エ
ン
パ
シ
ー
研

修
・
利

用
者

の
立

場
に
立

っ
て

〃
6
回

6
人

・
結
核
研
修
会

・
結

核
の

基
礎

知
識

と
施

設
内

感
染

予
防

〃
1
回

2
1
人

・
福
祉
用
具
研
修

会
・
福

祉
用

具
展

示
、
説

明
〃

1
回

2
7
人

・
認
知
症
ﾘ
ｰ
ﾀ
ﾞｰ
研

修
・
認

知
症

に
つ
い
て

介
護
職
員

5
回

1
人

・
看
護
職
員
研
修

会
・
摂

食
・
嚥

下
ケ
ア

看
護
職
員

1
回

1
人

・
ケ
ア
勉
強
会

・
タ
ッ
チ
ン
グ
と
座

り
直

し
介
護
職
員

2
回

2
人

・
介
護
食
研
修
会

・
施

設
・
在

宅
で
の

お
手

軽
で
お
い
し
介

護
食

つ
く
り

調
理
員

1
回

1
人

・
救
命
救
急
講
習

・
救

命
救

急
講

習
全
職
員

1
回

4
人

・
社
会
福
祉
法
時
会

計
研

修
・
社

会
福

祉
法

人
会

計
の

概
要

事
務
員

2
回

2
人

・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護

と
人
権
擁
護

・
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
保

護
と
人

権
擁

護
〃

1
回

2
3
人

・
感
染
症
対
策
講

習
会

・
社

会
福

祉
施

設
に
お
け
る
感

染
症

対
策

〃
1
回

2
人

・
県
老
施
協
研
修

大
会

・
今

の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
に
求

め
ら
れ

る
も
の

〃
1
回

2
人

・
虐
待
・
身
体
拘
束
防
止
の
取
り
組
み

・
虐

待
・
身

体
拘

束
防

止
の

取
り
組

み
〃

1
回

1
9
人

・
緊
急
時
の
対
応

・
緊

急
時

の
対

応
全
職
員

1
回

1
8
人

・
隠
岐
老
研
栄
養
士
・
調

理
員

研
修

・
厨

房
内

の
衛

生
管

理
栄

養
士

・
調

理
員

1
回

1
人

・
介
護
保
険
給
付
適
正
化
研
修
会

・
介

護
現

場
に
お
け
る
相

談
業

務
や

課
題

分
析

〃
1
回

2
人

・
怒

り
の

感
情

と
の

付
き
合

い
方

・
怒

り
の

感
情

と
の

付
き
合

い
方

〃
1
回

1
4
人

・
介
護
保
険
施
設
集

団
指

導
・
労

働
基

準
関

係
法

令
等

に
つ
い
て

〃
1
回

1
人

・
認
知
症
研
修

・
認

知
症

に
つ
い
て

〃
1
回

1
5
人

実
施

主
体

研
修

名
研

修
内

容
対

象
者

回
数

参
加

人
数

財
源

等
地

域
密

着
型

通
所

介
護

A
・
Ｅ

Ａ
Ｐ

研
修

・
個

別
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

と
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

全
職

員
3
回

7
人

法
人

の
研

修
費

〃
・
認

知
症

介
護

実
践

研
修

・
認

知
症

高
齢

者
の

介
護

サ
ー

ビ
ス

の
充

実
未

講
習

者
4
回

1
人

〃

・
人

権
研

修
・
外

部
講

師
の

講
演

全
職

員
1
回

7
人

教
科

書
代

の
み

・
発

達
障

害
児

支
援

者
研

修
・
発

達
障

害
児

の
支

援
の

研
修

全
職

員
3
回

7
人

な
し

・
家

庭
的

保
育

者
等

養
成

研
修

・
乳

児
、

幼
児

の
保

育
の

研
修

全
職

員
6
回

7
人

〃
・
リ

ス
ク

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

研
修

・
高

齢
者

施
設

に
お

け
る

リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
主

任
支

援
員

1
回

1
人

〃

各
事

業
所

通
所

介
護

事
業

所
A

　
予

防
研

修
・
労

務
研

修
訪

問
介

護
事

業
所

A
・
薬

の
知

識
に

お
け

る
勉

強
会

・
薬

の
服

用
時

間
、

薬
と

飲
食

物
、

飲
み

忘
れ

等
に

つ
い

て
福

祉
会

職
員

2
回

1
0
0
人

養
護

老
人

ホ
ー

ム
A

・
職

員
会

議
・
復

命
研

修
、

熱
中

症
と

脱
水

・
食

中
毒

・
ノ

ロ
ウ

イ
ル

ス
等

感
染

症
み

ゆ
き

荘
職

員
サ

ポ
ー

ト
職

員
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
職

員
1
1
回

2
0
9
人

〃
※

県
老

施
協

職
場

研
修

サ
ポ

ー
ト

　
研

究
協

議
会

  
 事

業
を

利
用

・
島

根
県

老
人

福
祉

協
議

会
・
看

取
り

期
ケ

ア
看

護
職

員
1
回

1
人

※
２

８
年

度
研

修
計

画
に

よ
る

・
隠

岐
地

区
老

人
福

祉
施

設
・
介

護
予

防
運

動
及

び
レ

ク
レ

ー
シ

ョ
ン

、
腰

痛
予

防
に

つ
い

て
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
介

護
職

員
1
回

1
人

〃
　

看
護

職
員

研
修

・
介

護
支

援
専

門
員

専
門

研
修

課
程

Ⅰ
・
更

新
研

修
生

活
相

談
員

5
回

5
人

〃

・
会

計
実

務
研

修
・
初

級
コ

ー
ス

事
務

員
1
回

1
人

〃

・
.ユ

ニ
ッ

ト
ケ

ア
勉

強
会

・
D

V
D

ユ
ニ

ッ
ト

ケ
ア

と
は

及
び

施
設

視
察

に
よ

る
復

命
研

修
み

ゆ
き

荘
職

員
サ

ポ
ー

ト
職

員
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
職

員
1
回

1
0
人

・
中

級
コ

ー
ス

2
回

2
人

〃
・
上

級
コ

ー
ス

2
回

2
人

〃 〃

・
防

災
講

習
会

及
び

訓
練

・
D

V
D

に
よ

る
講

習
及

び
避

難
訓

練
（
土

砂
災

害
等

）
・
小

向
区

民
も

参
加

み
ゆ

き
荘

職
員

サ
ポ

ー
ト

職
員

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

職
員

1
回

2
8
人

〃

・
介

護
支

援
専

門
員

専
門

研
修

課
程

Ⅱ
・
更

新
研

修
及

び
施

設
見

学
施

設
長

4
回

4
人

〃
　

向
上

を
図

る
。

嚥
下

の
メ

カ
ニ

ズ
ム

や
誤

嚥
を

防
ぐ

為
の

知
識

を
学

ぶ
。

・
介

護
技

術
研

修
・
褥

瘡
の

防
止

等
を

目
的

と
し

た
快

適
な

姿
勢

の
作

り
方

（
ポ

イ
ジ

福
祉

会
職

員
1
回

5
0
人

・
歯

と
口

腔
の

知
識

・
摂

食
障

害
・
施

設
利

用
者

の
生

活
機

能
低

下
や

病
気

の
予

防
を

す
る

為
の

知
識

の
福

祉
会

職
員

1
回

4
8
人

〃
　

シ
ョ

ニ
ン

グ
）
を

学
ぶ

。
（
講

義
・
演

習
）

〃
・
社

会
福

祉
法

人
指

導
監

査
・
H

2
7
年

度
島

根
県

社
会

福
祉

法
人

・
施

設
指

導
監

査
等

の
実

施
事

務
員

1
回

1
人

〃
　

説
明

会
・
実

務
研

修
会

・
隠

岐
地

区
老

人
福

祉
施

設
研

究
協

議
会

・
社

会
福

祉
法

改
正

に
つ

い
て

事
務

員
1
回

1
人

　
結

果
に

つ
い

て
他

〃
　

施
設

見
学

（
労

働
関

係
法

改
正

か
ら

見
る

就
業

規
則

・
雇

用
契

約
書

の
見

直
し

ポ
イ

ン
ト

）

・
隠

岐
地

区
老

人
福

祉
施

設
研

究
協

議
会

・
在

宅
で

作
る

お
手

軽
な

調
理

食
づ

く
り

栄
養

士
・
調

理
員

1
回

・
雇

用
管

理
セ

ミ
ナ

ー
及

び
・
福

祉
人

材
確

保
に

つ
い

て
人

事
労

務
管

理
の

基
礎

講
座

事
務

員
2
回

3
人

　
人

事
ﾏ
ﾈ

ｼ
ﾞﾒ

ﾝ
ﾄ研

修
　

人
事

考
課

を
部

下
育

成
に

活
か

す
他

3
人

〃
・
福

祉
サ

ー
ビ

ス
事

業
所

・
考

課
者

と
し

て
の

役
割

認
識

、
人

事
考

課
の

意
義

と
重

要
性

、
事

務
員

1
回

1
人

〃
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実
施

主
体

研
修

名
研

修
内

容
〃

通
所

介
護

事
業

所
A

・
精

神
疾

患
の

あ
る

方
へ

の
対

応
研

修
・
認

知
症

及
び

統
合

失
調

症
の

医
学

的
基

礎
知

識
と

ケ
ア

の
方

法
福

祉
会

職
員

1
回

5
0
人

〃

対
象

者
回

数
参

加
人

数
財

源
等

養
護

老
人

ホ
ー

ム
A

・
隠

岐
地

区
老

人
福

祉
施

設
研

究
協

議
会

・
介

護
職

員
に

求
め

ら
れ

る
医

療
的

知
識

及
び

百
寿

荘
・
特

養
施

設
見

学
介

護
職

員
1
回

2
人

〃
　

に
何

が
必

要
か

事
業

所
と

し
て

の
取

り
組

み
方

ま
た

、
差

別
解

※
２

８
年

度
研

修
計

画
に

よ
る

　
消

法
の

合
理

的
配

慮
、

差
別

的
対

応
に

つ
い

て

訪
問

介
護

事
業

所
A

・
高

齢
者

虐
待

研
修

・
高

齢
者

虐
待

の
実

態
、

及
び

身
体

拘
束

虐
待

を
防

止
す

る
た

め
福

祉
会

職
員

1
回

5
0
人

〃
  
 事

業
を

利
用

　
定

款
準

則
等

説
明

会
・
援

助
に

有
効

な
コ

ミ
ュ

ニ
・
援

助
者

と
し

て
の

態
度

を
学

び
、

利
用

者
家

族
と

の
関

係
を

築
福

祉
会

職
員

1
回

5
0
人

※
県

老
施

協
職

場
研

修
サ

ポ
ー

ト
・
社

会
福

祉
法

改
正

に
つ

い
て

・
社

会
福

祉
法

人
法

改
正

に
つ

い
て

H
2
9
年

度
施

行
の

政
省

令
、

事
務

員
1
回

1
人

〃
　

ケ
ー

シ
ョ

ン
　

く
為

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

技
術

の
向

上
を

図
る

・
隠

岐
地

区
老

人
福

祉
施

設
研

究
協

議
会

・
接

遇
・
虐

待
に

関
す

る
研

修
及

び
施

設
見

学
介

護
職

員
・
事

務
員

1
回

2
人

〃
・
終

末
期

ケ
ア

研
修

・
基

本
的

な
考

え
方

、
施

設
居

宅
に

お
け

る
終

末
期

ケ
ア

（
身

体
的

福
祉

会
職

員
1
回

5
0
人

〃

福
祉

会
職

員
1
回

5
0
人

〃
　

の
通

勤
災

害
に

つ
い

て
他

　
及

び
精

神
面

の
緩

和
方

法
等

を
考

え
る

。
終

末
期

の
緩

和
ケ

ア
　

（
タ

ク
テ

ィ
ー

ル
ケ

ア
）
を

学
ぶ

・
労

働
者

災
害

保
険

法
上

で
・
社

会
保

険
労

務
士

よ
り

幾
つ

か
の

事
例

を
基

に
学

ぶ

〃
　

包
帯

法
、

搬
送

法
、

異
物

除
去

法
を

学
ぶ

・
皮

膚
ト

ラ
ブ

ル
ケ

ア
研

修
・
高

齢
者

の
ス

キ
ン

ケ
ア

・
便

・
尿

失
禁

の
あ

る
場

合
の

ス
キ

ン
ケ

ア
、

福
祉

会
職

員
1
回

5
0
人

・
救

急
救

命
研

修
・
心

肺
蘇

生
法

、
A

E
D

使
用

方
法

、
副

子
固

定
法

、
止

血
法

、
福

祉
会

職
員

1
回

5
0
人

〃
　

ス
ト

ー
マ

周
囲

の
ス

キ
ン

ケ
ア

・
褥

瘡
の

ケ
ア

を
学

ぶ

サ
ー

ビ
ス

提
供

責
任

者

・
利

用
者

の
立

場
に

立
っ

た
・
利

用
者

の
立

場
に

立
っ

た
ケ

ア
を

考
え

る
（
利

用
者

主
体

・
目

標
と

福
祉

会
職

員
1
回

5
0
人

〃
　

ケ
ア

を
考

え
る

　
評

価
・
後

見
と

自
己

実
現

・
豊

か
な

実
現

を
学

ぶ
〃

・
.介

護
保

険
集

団
指

導
・
労

働
基

準
関

係
法

令
等

に
つ

い
て

相
談

員
1
回

3
人

〃
　

（
在

宅
・
施

設
）
研

修

・
社

会
福

祉
法

人
監

事
研

修
・
社

会
福

祉
法

人
制

度
に

つ
い

て
　

・
財

務
規

律
に

つ
い

て
　

他
　

　
　

事
務

員
1
回

1
人

・
H

2
7
実

地
指

導
の

状
況

に
つ

い
て

他

　　
11
00
--
33
．．
海海

士士
町町

実
施

主
体

研
修
名

研
修

内
容

対
象
者

回
数

　
に
つ
い
て
、
回

想
法

や
音

楽
療

法
等

で
活

躍
さ
れ

て
い
る
講
師
を

　
招

い
て
研

修
会

を
開

催
し
た
。

参
加

人
数

財
源
等

海
士

町
・
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
を
語

る
会

・
認
知
症
の
新
し
い
技
法
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
｢ユ

マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
｣

福
祉
施
設
職
員

1
回

3
0
人

　
た
ら
す
タ
ク
テ
ィ
ー
ル

ケ
ア
に
つ
い
て
、
講

師
を
招

き
講
習
会
を
開

　
催

し
た
。

・
タ
ク
テ
ィ
ー
ル
講

習
会

・
柔

ら
か

く
包

み
込

む
様

に
皮

膚
を
な
で
穏

や
か

さ
と
安
心
感
を
も

福
祉
施
設
職

員
一
般
町
民

2
回

1
4
人

自
主
財
源

・
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
研

修
〃

2
回

2
8
人

・
タ
ク
テ
ィ
ー
ル

ケ
ア
研

修

海
士

町
社

会
福

祉
協
議
会

・
認
知
症
研
修

・
回

想
法

研
修

全
職
員

2
回

2
8
人

〃
1
回

1
0
人

・
介

護
食

研
修

〃
1
回

8
人

・
介
護
研
修

・
清

拭
研

修
訪
問
介
護

2
回

1
0
人

・
洗

髪
研

修
〃

1
回

1
0
人

・
口

腔
ケ
ア
研

修
〃

1
回

5
人

・
持

ち
上

げ
な
い
介

護
技

術
全
職
員

1
回

2
6
人

・
オ
ム
ツ
研

修
通
所
介
護

1
回

1
4
人

・
腰

痛
予

防
研

修
〃

1
回

2
7
人

・
感

染
予

防
研

修
〃

2
回

2
3
人

・
組
織
研
修

・
共

力
し
て
楽

し
い
組

織
全
職
員

1
回

2
8
人

・
意

思
を
も
っ
て
意

識
を
変

え
る

〃
1
回

2
7
人

・
チ
ー
ム
レ
ベ
ル

向
上

す
る
た
め
に

〃
1
回

2
3
人

・
学

習
す
る
組

織
研

修
〃

1
回

1
0
人

・
今

後
求

め
ら
れ

る
役

割
と
は

〃
1
回

2
5
人

・
地
域
福
祉
研
修

・
地

元
学

全
職
員

1
回

1
0
人

・
地

域
福

祉
を
推

進
す
る
た
め
に

〃
1
回

2
0
人

・
地

域
づ
く
り
と
総

合
事

業
〃

1
回

2
3
人

・
制
度
理
解

・
2
0
2
5
年

に
向

か
う
制

度
改

革
全
職
員

1
回

2
5
人

・
人
権
研
修

・
ギ
ャ
ン
ブ
ル

依
存

支
援

に
つ
い
て

全
職
員

1
回

2
4
人

・
虐
待
防
止
研
修

・
そ
れ

っ
て
お
か

し
い
虐

待
か

も
全
職
員

1
回

2
1
人

7776



実
施

主
体

研
修
名

研
修

内
容

対
象
者

回
数

　
（
海
士
町
社
協
）
へ
研
修

参
加

人
数

財
源
等

社
会

福
祉

法
人

A
・
町
内
ﾃ
ﾞｲ
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
研
修

・
ﾃ
ﾞｲ
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
の
内
容
を
学
ぶ
た
め
に
町
内
に
あ
る
ﾃ
ﾞｲ
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

新
人
の
介
護
職
員

5
回

5
人

経
費
な
し

　
地
域
密
着
型
通
所
介

護
事

業
所

　
ﾃ
ﾞｲ
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
の
内
容
を
学
ぶ
た
め
に
町
外
に
あ
る
ﾃ
ﾞｲ
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

　
（
隠

岐
の

島
町

）
へ

研
修

・
町
外
ﾃ
ﾞｲ
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
研
修

・
ﾃ
ﾞｲ
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
の
内
容
を
学
ぶ
た
め
に
町
内
に
あ
る
ﾃ
ﾞｲ
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

介
護
職
員

1
回

2
人

旅
費
・

自
主
財
源

・
ﾃ
ﾞｲ
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
の
内
容
を
学
ぶ
た
め
に
町
内
に
あ
る
ﾃ
ﾞｲ
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

施
設
長
・

介
護
職
員

5
回

5
人

旅
費
・

自
主
財
源

　
ﾃ
ﾞｲ
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
の
内
容
を
学
ぶ
た
め
に
町
外
に
あ
る
ﾃ
ﾞｲ
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

・
ﾃ
ﾞｲ
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
の
内
容
を
学
ぶ
た
め
に
町
内
に
あ
る
ﾃ
ﾞｲ
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

介
護
職
員

2
回

4
人

旅
費
・

自
主
財
源

　
（
西

ノ
島

町
シ
オ
ン
ﾃ
ﾞｲ
）
へ

研
修

　
質

の
向

上
を
図

る
た
め
町

外
に
あ
る
ﾃ
ﾞｲ
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

旅
費
・
補
助
金

　
（
出

雲
市

金
太

郎
ﾃ
ﾞｲ
）
へ

研
修

・
2
級

ヘ
ル

パ
ー
資
格

取
得

講
習

・
2
級

ヘ
ル

パ
ー
資

格
取

得
講

習
介
護
職
員

4
回

4
人

研
修
費
補
助

・
自
主
財
源

　
取
得
研
修

・
実

務
者

研
修

介
護
職
員

1
回

2
人

・
介
護
福
祉
士
受

講
資

格
・
介

護
技

術
講

習
受

講
介
護
職
員

1
回

1
人

島
前
事
業
所
職
員

　
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム

・
福
祉
職
員
生
涯
研

修
中

堅
・
中

堅
職

員
に
求

め
ら
れ

る
ス
キ
ル

法
人
職
員

２
日

社
会

福
祉

法
人

B
・
ケ
ア
勉
強
会

・
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
・
座

り
直

し
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
な
ど

法
人
介
護
職
員

8
回

１
回
に
つ

き
１
５
人

自
主
財
源

　
特

別
養

護
老

人
ホ
ー
ム

・
認
知
症
基
礎
研
修

・
認

知
症

ケ
ア
の

基
礎

法
人
介
護
職
員

１
回

2
人

1
人

・
障
害
福
祉
と
介
護

保
険

の
・
障

害
福

祉
か

ら
介

護
保

険
サ

ー
ビ
ス
へ

の
移

行
支

援
に
つ
い
て

法
人
相
談
援
助
職

１
回

1
人

　
移
行
支
援
研
修

・
介
護
福
祉
士
実

務
者

研
修

法
人
介
護
職
員

６
カ
月

1
人

　
（
通
信
課
程
）

・
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
強

化
に
向

け
・
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
強

化
す
る
た
め
に
必

要
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
ス

法
人
職
員
（
主
任
・

リ
ー
ダ
ー
他
）

２
回

1
0
人

　
た
リ
ー
ダ
ー
研
修

　
キ
ル

を
学

ぶ

　
11
00
--
44
．．
知知

夫夫
村村

実
施

主
体

研
修
名

研
修

内
容

対
象
者

回
数

参
加

人
数

財
源
等

知
夫

村
・
実
施
な
し

知
夫

村
社

会
福

祉
協
議
会

・
内
部
研
修

・
招

福
苑

及
び
社

協
事

業
に
つ
い
て

職
員

5
回

平
均

1
0
人

自
主
財
源

自
主
財
源

・
人
権
同
和
研
修

会
・
人

権
同

和
研

修
会

〃
1
回

6
人

・
海
士
社
協
研
修

・
海

士
町

社
協

に
見

学
等

〃
1
回

3
人

・
感
染
予
防
講
習

会
・
ノ
ロ
ウ
イ
ル

ス
等

感
染

予
防

講
習

会
〃

1
回

5
人

・
自
治

会
区

サ
ポ
ー
タ
ー
研

修
・
自

治
会

区
サ

ポ
ー
タ
ー
研

修
〃

1
回

2
人

自
主
財
源

・
法
テ
ラ
ス
講
演
会

・
高

齢
者

の
詐

欺
被

害
に
つ
い
て

職
員

1
回

5
人

・
あ
い
サ
ポ
ー
タ
ー
研

修
・
あ
い
サ

ポ
ー
タ
ー
研

修
会

職
員

・
民

生
委

員
1
回

8
人
・
5
人

・
地
域
人
材
育
成

交
流

会
・
地

域
人

材
育

成
交

流
会

〃
1
回

2
人

・
健

康
づ
く
り
サ

ポ
ー
タ
ー
研
修
会

・
健

康
づ
く
り
サ

ポ
ー
タ
ー
研

修
会

〃
1
回

2
人

・
地
域
福
祉
協
議

会
・
役

場
・
社

協
・
診

療
所

で
の

協
議

〃
1
回

2
人

　
地

域
密
着
型
通
所
介

護
事

業
所

A
・
内
部
研
修

・
サ

ー
ビ
ス
提

供
に
つ
い
て

職
員

3
回

2
0
人

自
主
財
源

・
サ

ー
ビ
ス
提

供
に
つ
い
て

〃
3
回

2
1
人

　
訪

問
介

護
事

業
所
A

・
内
部
研
修

・
招

福
苑

に
つ
い
て

職
員

2
回

2
0
人

自
主
財
源

・
海
士
町
社
協
研

修
・
他

事
業

所
の

見
学

等
職
員

1
回

3
人

7978



保
健

・医
療
・
介
護
（
福
祉
）
の
連
携

に
つ
い
て

 
80



１１
．．
保保

健健
・・
医医

療療
・・
介介

護護
（（
福福

祉祉
））
のの

連連
携携

（（
平平

成成
22
88
年年

44
月月

時時
点点

））
　
11
--
11
．．
隠隠

岐岐
病病

院院
　　
　　
　　
①①

病病
院院

とと
施施

設設
のの

協協
議議

（（
連連

携携
））

　
　
・
利
用
状
況
の
報
告
　
（
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況
及

び
問

題
点

の
把

握
）

　
　
・
課
題
提
供
　
（
困
難
事
例
を
他
機
関
と
も
情
報
共
有

す
る
）

　
　　
　　
②②

病病
院院

かか
らら
福福

祉祉
ササ

ーー
ビビ
スス
（（
在在

宅宅
））
へへ

のの
移移

行行
状状

況況
（（
退退

院院
調調

整整
））

協
議

（
連
携
）
先

会
議

名
等

協
議

（
連

携
）
内

容
参
加
者
・
人
数
等

回
数

・
社

協

ケ
ア
マ
ネ
連
絡

会

・
各

診
療
所

隠
岐

の
島

町
7
圏
域

5
4

１
．
介
護
保
険
の
申
請
状
況
　
　

1
2

　
　
・
地
域
の
中
で
支
援
が
必
要
と
感
じ
た
高
齢
者
の
情
報

提
供

・
地

区
民
生
委
員

３
．
障

害
者
の
高
齢
化
に
伴
い
、
障
害
者
を
対
応
し
て
も
ら
え
る
入
所
施
設
が
少
な
い
。

　
　
・
障

害
サ
ー
ビ
ス
か
ら
介
護
サ
ー
ビ
ス
へ
の
移
行
が
円
滑
に
行
か
な
い
。

４
．
認

知
症
患
者
の
増
加

　
　
・
服

薬
管
理
　
・
自
己
導
尿
　
・
喀
痰
吸
引
　
・
イ
ン
ス
リ
ン
注
射
　
・
胃
瘻
造
設
　

・
行

政
　
（
保
健
課
、
各
支

所
、
高

齢
者

福
祉

係
）

３
．
地
域
の
課
題
提
供
、
討
議

１
．
状
況
報
告

　
　
・
困
難
事
例
の
情
報
共
有
（
医
療
機
関
含
む
）

病
院

及
び
事
業
所
名

隠
岐
病
院

●
在

院
日

数
が
増
え
て
い
る
。

　
　
・
医

療
依
存
度
が
高
け
れ
ば
、
施
設
入
所
は
難
し
く
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
も
、
現

在
2
4
時

間

　
　
　
体

制
で
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
機
能
が
な
い
。

・
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事

業
所

２
．
各
関
係
機
関
か
ら
の
情
報
提
供

・
居

宅
介
護
支
援
事
業
所

地
域

連
絡

会
　
　
・
新
規
、
変
更
の
状
況
に
つ
い
て
確
認
す
る

　
　
　
　

　
　
・
活
動
状
況
に
つ
い
て
情
報
提
供

　
　
・
独

居
（
島
外
に
子
ど
も
在
住
）
　
・
老
々
介
護
　
・
介
護
者
が
病
弱
　
・
介
護
放
棄

２
．
医

療
依
存
度
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

状
　
　
　
　
況

（
課

題
）

特
記
事
項

１
．
在

宅
で
の
介
護
力
が
な
く
、
施
設
入
所
希
望
が
増
え
て
い
る
が
、
施
設
は
待
機
待

ち
状

態
で
あ
る
。

11
--
22
．．
隠隠

岐岐
島島

前前
病病

院院
①①

病病
院院

とと
施施

設設
のの

協協
議議

（（
連連

携携
））

５
名

程
度

②②
病病

院院
かか

らら
福福

祉祉
ササ

ーー
ビビ
スス
（（
在在

宅宅
））
へへ

のの
移移

行行
状状

況況
（（
退退

院院
調調

整整
））

・
シ
オ
ン
「
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
」
（
ヘ
ル
バ
ー
、
看
護
師
）

・
福
祉

用
具

貸
与

業
者
（
さ
か
）

病
院

及
び
事
業
所
名

状
　

　
況

（
課

題
）

特
記
事
項

・
当

院
（
医

師
・
看

護
師
・
薬

剤
師

・
リ
ハ

・
事

務
）

・
西

ノ
島
管
内
は
、
サ
ー
ビ
ス
調
整
会
等
で
概
ね
の
方
針
を
決
め
て
い
る
。

・
在

宅
の

場
合
は
、
病
棟
看
護
師
が
ケ
ア
マ
ネ
・
家
族
と
調
整
し
退
院
後
の
支
援

体
制

（
訪

問
診

療
・
看

護
・
リ
ハ

、
薬

剤
指
導
等
）
を
調
整
し
退
院
さ
せ
る
。
ま
た
、
施
設
の
場
合
も
同
様
に
、
病
棟

看
護

師
が

施
設

と
調

整
す
る
。

・
海

士
町

管
内
は
、
当
院
の
医
師
が
退
院
の
目
途
が
立
っ
た
時
点
で
海
士
診
医

師
に
情

報
を
入

れ
る
。

並
行

し
て
、
病
棟
看
護
師
が
、
施
設
、
海
士
町
に
情
報
を
入
れ
る
。

・
海

士
町

側
は
、
医
師
、
施
設
、
海
士
町
、
在
宅
の
場
合
は
家
族
を
含
め
、
退
院
後
の

調
整

会
議

を
速

や
か

に
開

催
し
、
退
院
後
の
受
入
れ
体
制
を
整
え
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

・
知

夫
管

内
も
、
海
士
町
同
様
の
体
制
で
行
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
医
師
が
当
院
と
知

夫
診

を
兼

務
し
て
い
る
た
め
、

医
師

間
は
情
報
の
共
有
が
図
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ケ
ー
ス
に
よ
っ
て
は
、
直
接
、
村

保
健

師
に
情

報
を
入

れ
る

ケ
ー
ス
も
あ
る
。

当
院

、
社

協
・
福

祉
会

（
施
設
）
、
海
士
町
・
海
士
診

・
病
院
、
町
、
各
事
業
所
等
の
責
任
者
（
施
設
長
等
）
に
よ
り
、
「
養

護
」
、
「
特

養
」
の

入
所
判
定
及
び
待
機
順
位
の
決
定
に
併
せ
、
現
状
、
課
題

等
の

情
報

共
有

を
行

う
。

（
毎
月
：
第
３
火
曜
日
に
開
催
）

当
院
、
福
祉
会
（
施
設

）
、
社
協
、
西
ノ
島

町
１
２
回

８
名

～
１
０
名

/
回

ケ
ア
会

議

参
加
者
・
人
数
等

回
数

・
社
協
（
看
護
師
、
ケ
ア
マ
ネ
、
ヘ
ル
パ
ー
）

・
社
協
「
小
規
模
」
（
ケ
ア
マ
ネ
、
ヘ
ル
パ
ー
）

・
地
域

包
括

支
援

セ
ン
タ
ー
（
西
ノ
島
）

協
議

（
連
携
）
先

会
議

名
等

・
福
祉
会
「
養
護
、
特
養
施
設
」
（
看

護
師

、
ケ
ア
マ
ネ
、
ヘ
ル

パ
ー
）

・
浦
郷

診
療

所
（
看

護
師
）

協
議

（
連

携
）
内

容

サ
ー
ビ
ス
調
整
会
議

・
在
宅
（
施
設
）
支
援
に
係
る
プ
ラ
ン
の
作
成
等

・
１
５
～
２
０
ケ
ー
ス
程
度
（
第
２
・
第
４
木
曜
日
に
開
催
）

２
４
回

２
回

/
月

２
０
～
３
０
名
/
回

・
ケ
ー
ス
に
よ
っ
て
は
、
家
屋
の
状
況
把
握
や
支
援
体
制

を
作

成
す
る
た
め
、
医

師
、

リ
ハ
、
ケ
ア
マ
ネ
ヘ
ル
バ
ー
、
家
族
等
が
患
者
宅
で
当
該

会
議

を
開

催
す
る
。

随
時

8281



介
護
サ
ー
ビ
ス
基
盤
に
つ
い
て
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１１．．既既存存ののフフォォーーママルルなな介介護護ササーービビススのの実実施施状状況況（（平平成成3311年年44月月11日日時時点点））
11--11．．隠隠岐岐のの島島町町

ふれあい五箇訪問介護事業所 15人
あたご会訪問介護ステーション 5人 基準該当
静和園訪問介護事業所 12回
訪問介護事業所百寿 74回 休止
住吉ホームヘルプステーション 基準該当
博愛訪問介護事業所 基準該当
隠岐の島町訪問看護
ステーション「かがやき」

７～９回

静和園訪問看護ステーション 6回
隠岐病院
老人保健施設　ともいきの郷 5人

通所リハビリテーション 老人保健施設　ともいきの郷 40名 18人
住吉デイサービスセンター 30名

ふれあい五箇通所介護事業所
平日50名
土日35名

40人

岬町デイサービスセンター 30名 廃止（平成31年2月28日）
中条デイサービスセンター 35名
宅老所　くすもと 10名 7人
中村デイサービスセンター 15名 廃止（平成29年12月31日）
高齢者生活福祉センター蓬莱苑 18名
一颯 10名 7人 月300回まで
有限会社　隠岐第一商事
有限会社　ライフランド
有限会社　隠岐産機

短期入所療養介護 老人保健施設　ともいきの郷 5名 5人
鳴澤の里短期入所事業所 10名
なごみ苑短期入所施設 10名 10人 介護予防は利用なし
静和園短期入所施設
ユニット型

4名
10名

4人
10人

清松園短期入所施設 4名 4人
特定施設入居者生活介護 養護老人ホーム　清松園 55名 55人
認知症対応型通所介護 デイサービスセンターさち 12名 3人 休止

グループホームいこいの家 9名 9人 利用者の激減が問題
グループホームさち 18名 18人 9名の2ユニット
グループホームやすらぎの家 9名 9人
グループホーム　和水屋 9名
グループホーム　さくら荘 9名 9人
グループホーム　みのりの家 9名

小規模多機能型居宅介護
施設たんぽぽ

25名

小規模多機能ホーム　風和里 25名

小規模多機能型居宅介護
施設わがんと

26名

20.3人/月
10.4人/日
　5.3人/日
　2.3人/日

契約定員：26名
通い定員：16名
宿泊定員：7名
訪問利用者数

小規模多機能型居宅介護なかよし 25名

11人
11人
7人
2人

契約定員：25名
通い定員：15名
宿泊定員：9名
訪問利用者数

小規模多機能型居宅介護
事業所ふたばの里

28名 14人 生活保護法指定機関

事業所名 特記事項定員
1日平均
利用者数

事業名

地域密着型通所介護

福祉用具貸与
福祉用具販売

短期入所生活介護

小規模多機能型
居宅介護

認知症対応型
共同生活介護

訪問介護

訪問看護

訪問リハビリテーション

通所介護

居宅介護支援事業所　共生 165/月
住吉在宅介護支援センター
ふれあい五箇居宅介護支援事業所 休止
あたご会居宅介護支援事業所
居宅介護支援事業所　さち
博愛居宅介護支援事業所
居宅介護支援事業所　一颯 35件/月 休止

特別養護老人ホーム　鳴澤の里 30名
特別養護老人ホーム　なごみ苑 30名 30人

介護老人保健施設 老人保健施設　ともいきの郷 70名 65人

要支援者のケアプラン作成
月：約130件
包括：80件、委託50件

●介護保険外のサービス事業所

養護老人ホーム百寿荘 55名
養護老人ホーム清松園 55名 55人 老人保護・措置施設

高齢者生活支援ハウス 高齢者生活福祉センター蓬莱苑 16名
高齢者共同住宅 高齢者共同住宅すがの荘 10名

備考のコメント

【A訪問介護事業所】
＊H27年度からの介護報酬の引き下げと、介護を担う職員の確保が難しくなりました。

 この状況では事業所の運営は大変です。
 さらに、2018年の制度見直し案では、介護１、２の利用者の生活援助サービスが縮小されるようですが、
 そのことが実現すれば、当事業所の存続はできなくなります。

特記事項
1日平均
利用者数

定員事業名 事業所名

居宅介護支援

介護老人福祉施設

地域包括支援センター

養護老人ホーム

特別養護老人ホーム　静和園
ユニット型

事業名 事業所名 特記事項

80名
50名

定員

80人
50人

1日平均
利用者数

8584



　11--22．．西西ノノ島島町町

サポートセンターみゆき 50名 45人

西ノ島町社会福祉協議会

訪問看護

訪問リハビリテーション

通所リハビリテーション

通所介護 みゆき荘デイサービスセンター 20名 11.4人

地域密着型通所介護 デイサービスセンター・シオン 10名 5.5人 廃止（平成31年4月30日）

福祉用具貸与

福祉用具販売

養護老人ホーム　みゆき荘 4名 2人

和光苑短期入所生活介護事業所 7名 5.5人

特定施設入居者
生活介護

外部サービス利用型
特定施設みゆき荘

50名 50人 外部サービス利用型特定施設

小規模多機能型
居宅介護

本郷小規模多機能型
居宅介護事業所

25名 10.4人 西ノ島町社会福祉協議会

居宅介護支援 西ノ島町社会福祉協議会

介護老人福祉施設 特別養護老人ホーム　和光苑 50名 50人

介護療養型医療施設 隠岐島前病院 16名

●介護保険外のサービス事業所

養護老人ホーム 養護老人ホーム　みゆき荘 50名 50人

事業名 事業所名 特記事項定員
1日平均
利用者数

事業名 事業所名 特記事項定員
1日平均
利用者数

福祉用具のさか

訪問介護

短期入所生活介護

隠岐島前病院

地域包括支援センター

11--33．．海海士士町町

訪問介護 海士町社会福祉協議会 16人

訪問看護 海士診療所

訪問リハビリテーション 海士診療所

通所介護 海士町社会福祉協議会 35名 28人

地域密着型通所介護 福来の里デイサービスセンター 15名 12.4人
健康チェック、機能訓練、
ゲーム、カラオケ、茶話会

福祉用具貸与 海士町社会福祉協議会

短期入所生活介護 諏訪苑短期入所生活介護事業所 15名

認知症対応型
共同生活介護

グループホーム諏訪苑 9名

居宅介護支援 海士町社会福祉協議会

介護老人福祉施設 特別養護老人ホーム　諏訪苑 30名

●介護保険外のサービス事業所

海士町福祉センターひまわり 20名

海士町高齢者住宅　福来の里 12名

事業名 事業所名 特記事項定員
1日平均
利用者

高齢者生活支援ハウス

地域包括支援センター

事業名 事業所名 特記事項定員
1日平均
利用者

8786



11--44．．知知夫夫村村

訪問介護 11人 予防：1日平均　3人

地域密着型通所介護 10名 4人 予防：1日平均　0.4人

居宅介護支援

●介護保険外のサービス事業所

高齢者生活支援ハウス 生活支援ハウス招福苑 20名

事業名 事業所名 特記事項定員
1日平均
利用者数

生活支援ハウス招福苑
（知夫村社会福祉協議会）

地域包括支援センター

事業名 事業所名 特記事項定員
1日平均
利用者数

２２
．．
入入

所所
施施

設設
等等

のの
待待

機機
者者

及及
びび
待待

期期
期期

間間
のの

状状
況況

（（
平平

成成
33
11
年年

44
月月

時時
点点

））

①①
隠隠

岐岐
のの

島島
町町

事
業
所
名

待
機

者
数

待
期
期
間
（
平
均
）

備
考

養
護

老
人

ホ
ー
ム
（
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
）

・
民
設

：
１
施

設
、
公
設
：
１
施
設

8
4
名

約
3
年

町
内
5
5
床
2
施
設

特
別

養
護

老
人

ホ
ー
ム

・
民
設

：
２
施

設
、
公
設
：
１
施
設

申
込

総
数

：
7
1
.9
6
名

⇒
う
ち
要

介
護

3
～

要
介

護
5
：
6
7
.9
6
名

⇒
う
ち
在

宅
者

：
3
9
.4
7
名

把
握

し
て
い
な
い

町
内
3
施
設

認
知

症
対

応
型

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
　
A

9
名

2
年

未
満

西
郷
地
区

認
知

症
対

応
型

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
　
B

1
名

中
条
地
区

認
知

症
対

応
型

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
　
C

1
0
名

概
ね

1
年
未
満

西
郷
地
区

認
知

症
対

応
型

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
　
D

6
名

1
年

未
満

中
村
地
区

特
別

養
護

老
人

ホ
ー
ム
　
A

申
込

総
数

：
1
0
名

⇒
う
ち
要

介
護

3
～

要
介

護
5
：
5
名

⇒
う
ち
在

宅
者

：
1
名

申
請

者
の
状
態
に
よ
っ
て
異
な
る

認
知

症
対

応
型

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
　
E

7
名

1
年

未
満

五
箇
地
区

認
知

症
対

応
型

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
　
F
（
公
設
）

0
名

都
万
地
区

②②
西西

ノノ
島島

町町
養

護
老

人
ホ
ー
ム
　
A

2
4
名

数
カ
月
～
（
個
々
の
状
態
に
よ
る
）

高
齢

者
生

活
福

祉
セ
ン
タ
ー
　
A

0
名

③③
海海

士士
町町

特
別

養
護

老
人

ホ
ー
ム
　
A

申
込

総
数

：
2
3
名

⇒
う
ち
要

介
護

3
～

要
介

護
5
：
1
5
.5
名

⇒
う
ち
在

宅
者

：
1
0
.5
名

把
握

し
て
い
な
い

保
健

福
祉

セ
ン
タ
ー
居
住
部
門

3
名

約
2
年

高
齢

者
住

宅
　
B

7
名

約
2
年

④④
知知

夫夫
村村
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３３
．．
今今

後後
（（
22
00
22
55
年年

まま
でで
））
、、
必必

要要
とと
ささ
れれ

るる
介介

護護
ササ

ーー
ビビ
スス
（（
フフ
ォォ
ーー
ママ
ルル

・・
イイ
ンン
フフ
ォォ
ーー
ママ
ルル

））
（（
平平

成成
22
88
年年

44
月月

時時
点点

））
　　
33
--
11
．．
隠隠

岐岐
のの

島島
町町

事
業

名
事

業
内

容
必
要
と
思
わ
れ
る
理
由
及
び
事
業
量

【
隠
岐

の
島

町
】

・
見
守
り
活

動
と
食

生
活

を
支

え
る
配

食
サ

ー
ビ
ス
の

充
実

を
図

る
。

　
（
事
業
量
）
：
配
食
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

・
自

宅
か

ら
病

院
及

び
金

融
機

関
、
商

店
等

へ
の

移
送

サ
ー
ビ
ス
の

充
実

を
図

る

①
移
送
サ
ー
ビ
ス
事

業
者

に
車

両
導

入
費

の
支

援
②
移
送
サ
ー
ビ
ス
が

町
内

で
容

易
に
利

用
で
き
る
環

境
を
つ
く
る

　
（
事
業
量
）
：
車
輌
導
入
費
支
援
（
車
両
購
入
更
新
費
の
1
/
2
補
助
）

・
高
齢
者
専

用
住

宅
の

整
備

①
医
療
機
関

や
商

業
施

設
等

、
利

便
性

の
高

い
地

域
へ

整
備

す
る
。

②
外
部
サ
ー
ビ
ス
利

用
型

等
の

介
護

保
険

サ
ー
ビ
ス
を
備

え
る
。

　
（
事
業
量
）
：
１
棟
（
定
員
1
0
名
程
度
）

①
臨
時
職
員

か
ら
正

規
職

員
に
職

種
変

更
を
支

援
②
長
期
勤
務

報
奨

制
度

創
設

支
援

・
事
業
所
が

上
記

の
事

業
に
取

り
組

む
場

合
、
町

か
ら
支

援
す
る
。

・
公
共

交
通

機
関

の
充
実

・
公
共
交
通

車
両
の
運
行
回
数
を
増
や
す
と
と
も
に
料
金
を
低
額
に
す
る
。

・
社

会
福
祉
法
人
管
理
者

向
け
研

修
事

業
・
働
き
や
す
く
、
働

き
続

け
ら
れ

る
職

場
づ
く
り

・
離

職
防
止
の
た
め
に
は
、
職
場
環
境
の
改
善
が
必
要

・
小

売
店
舗
が
廃
業
す
る
中
、
特
に
郡
部
の
高
齢
者
に
と
っ
て
、
買
物
、

　
病
院
、
金
融
機
関
等
に
容
易
に
出
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
交
通
体
制

　
の
整
備
が
、
地
域
生
活
継
続
の
か
ぎ

・
人

材
確
保
が
必
要

・
移
送

サ
ー
ビ
ス
事
業

・
高
齢

者
専

用
住

宅
整
備

・
有
料

（
無

料
）
た
す
け
あ
い
サ
ー
ビ
ス

　
人

材
セ
ン
タ
ー

・
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

配
置

・
認

知
症

初
期

支
援
チ
ー
ム
配
置

・
人

材
確

保
、
離

職
防
止

・
看
護
師
や
介

護
の

有
資

格
者

（
経

験
者

）
が

事
業

所
で
採

用
し
や

す
く

　
す
る
制
度

を
つ
く
る
。
（
事

業
所

及
び
従

事
者

へ
の

助
成

等
）

・
学

卒
の
新
規
採
用
を
応
援
す
る
制
度
は
あ
る
が
、
経
験
者
の
採
用
を

　
支
援
す
る
制
度
が
必
要
で
あ
る
た
め

・
見
守

り
サ

ー
ビ
ス
事
業

・
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
７
圏

域
に
配

置
し
、
（
上

記
の

た
す
け

　
あ
い
サ
ー
ビ
ス
の

よ
う
な
）
地

域
に
不

足
す
る
サ

ー
ビ
ス
の

創
出

や
　
ニ
ー
ズ
と
サ

ー
ビ
ス
の

マ
ッ
チ
ン
グ
を
行

う
。

・
自

宅
や
地
域
で
い
つ
ま
で
も
暮
ら
す
た
め
に
は
、
介
護
・
医
療
サ
ー
ビ

　
ス
の
他
、
外
出
支
援
や
買
物
、
ゴ
ミ
捨
て
等
の
多
様
な
生
活
支
援
サ

　
ー
ビ
ス
が
必
要

・
初
期
支
援

チ
ー
ム
を
配

置
し
、
早

期
診

断
・
早

期
対

応
に
向

け
た
支

　
援
体
制
を
構

築
し
、
認

知
症

が
疑

わ
れ

る
人

や
認

知
症

の
人

、
及

び
　
そ
の
家
族

を
支

援
す
る
。

・
物

忘
れ
が
顕
著
で
生
活
に
不
安
を
抱
え
る
人
に
対
し
、
早
期
診
断
に

　
よ
り
、
適
切
な
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
結
び
付
け
る
こ
と
が
必
要

・
高

齢
者
の
一
人
暮
ら
し
や
高
齢
者
世
帯
で
あ
っ
て
も
、
地
域
で
暮
ら
し

　
を
継
続
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。

・
高

齢
者
の
み
世
帯
等
の
買
い
物
や
通
院
等
で
公
共
交
通
機
関
の
利

　
用
が
困
難
な
場
合
の
移
動
手
段
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。

・
高

齢
者
の
み
世
帯
で
あ
っ
て
、
自
宅
で
は
生
活
を
継
続
す
る
う
え
で

　
不
安
の
あ
る
方
に
対
す
る
入
所
型
の
住
ま
い
の
提
供
を
図
る
必
要

　
が
あ
る
。

・
住

民
税
所
得
割
課
税
者
等
で
あ
っ
て
、
介
護
度
が
低
い
方
の
場
合
、

　
入
所
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
施
設
が
な
い
。

・
介
護
保
険

や
障

害
者

福
祉

等
の

公
的

サ
ー
ビ
ス
を
補

完
す
る
生

活
　
関
連
の
た
す
け
あ
い
サ

ー
ビ
ス
の

充
実

を
図

る
。

　
（
病
院
内
介

助
、
服

薬
チ
ェ
ッ
ク
、
電

球
交

換
、
薬

取
り
、
他

）

事
業

名
事

業
内

容
必
要
と
思
わ
れ
る
理
由
及
び
事
業
量

【
隠
岐

の
島

町
社

会
福
祉
協
議
会
】

・
生
活
支
援
サ

ー
ビ
ス
の

開
発

・
実

践
を
促

進
す
る
助

成
事

業
。

【
認
知

症
共

同
生

活
介
護
事
業
所
A
】

・
夜
間

も
安

心
サ

ー
ビ
ス

・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
出

来
な
い
人

へ
の

ヘ
ル

パ
ー
等

の
泊

り
・
独

居
、
老
人
世
帯
が
「
い
ざ
」
と
い
う
時
に
、
す
ぐ
使
え
る
サ
ー
ビ
ス
が

・
夜
間
の
ヘ
ル

パ
ー
利

用
な
い
（
特
に
夜
間
等
）
。

・
急
病
時
の

看
護

師
の

利
用

、
派

遣
・
住
み
慣
れ
た
所
で
な
じ
み
の
地
域
の
人
に
囲
ま
れ
、
い
つ
ま
で
も
生
活

で
き
る
よ
う
に
。

【
小
規

模
多

機
能

型
居
宅
介
護

・
以
前
は
利
用
者
の
中
に
囲
碁
な
ど
を
さ
れ
る
方
も
居
ら
れ
、
地
域
の
方

　
事
業

所
A
】

に
協
力
し
て
頂
き
相
手
な
ど
を
し
て
頂
い
て
い
た
。

・
今
後
は
団
塊
世
代
の
利
用
者
も
増
え
て
こ
ら
れ
る
に
伴
い
、
多
趣
味
な

方
の
利
用
も
考
え
ら
れ
る
が
、
知
識
や
技
術
面
な
ど
若
い
ス
タ
ッ
フ
だ
け

で
の
対
応
は
困
難
に
な
っ
て
来
る
と
考
え
ら
れ
る
。

・
ま
た
、
利
用
時
の
楽
し
み
を
増
や
す
為
に
も
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
サ
ー
ビ

ス
を
活
用
で
き
る
場
面
を
今
以
上
に
増
や
す
働
き
か
け
が
事
業
所
と
し

て
必
要
に
な
っ
て
来
る
と
考
え
い
る
。

・
住
民
が
主

体
と
な
っ
て
「
住

み
よ
い
地

域
社

会
」
の

実
現

を
目

指
し
て

い
く
組
織
づ
く
り
を
進

め
、
「
自

助
・
互

助
・
共

助
・
公

助
」
の

バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
地

域
包

括
ケ
ア
の

推
進

体
制

を
創

造
す
る
。

・
先
進
的
な
自
治
体
で
は
、
官
民
が
協
働
し
、
持
続
可
能
な
地
域
包
括

ケ
ア
の
推
進
体
制
と
し
て
い
く
た
め
、
「
地
域
振
興
協
議
会
」
と
い
っ
た

互
助
の
仕
組
み
を
確
立
し
、
地
域
の
支
え
あ
い
推
進
基
盤
を
整
え
つ

つ
あ
り
ま
す
。

・
隠

岐
の
島
町
で
は
、
従
来
か
ら
「
集
落
福
祉
」
が
ベ
ー
ス
で
す
が
、
自

治
機
能
の
維
持
そ
の
も
の
が
困
難
と
な
り
つ
つ
あ
る
集
落
も
あ
り
ま

す
。

・
今

後
、
複
数
集
落
で
構
成
す
る
「
地
域
振
興
協
議
会
」
と
い
っ
た
互
助

の
仕
組
み
を
確
立
し
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
と
思
わ
れ
ま
す
。

・
住
民
に
よ
る
日
常
的
な
見
守
り
や
ち
ょ
っ
と
し
た
生
活
援
助
、
生
活
管

理
の
支
援
を
体
系
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
し
か
し
、
一
方
で
専
門
性
が
不
要
と
さ
れ
る
家
事
代
行
を
安
価
に
提
供

す
る
資
源
と
い
う
、
誤
っ
た
認
識
を
拡
げ
か
ね
ま
せ
ん
。

・
本
来
は
、
住
民
主
体
の
活
動
・
サ
ー
ビ
ス
だ
か
ら
こ
そ
可
能
な
役
割
を

発
揮
し
、
い
わ
ゆ
る
「
助
け
合
い
の
地
域
づ
く
り
」
に
つ
な
げ
て
い
く
仕

掛
け
と
位
置
付
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

・
隠
岐
の
島
町
社
協
で
は
、
平
成
2
2
年
よ
り
西
郷
中
町
町
内
会
連
合
会

と
協
働
し
、
モ
デ
ル
的
に
「
見
守
り
活
動
」
の
開
発
・
実
践
に
取
り
組
み

今
年
度
か
ら
「
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
」
の
開
発
に
着
手
し
ま
し
た
。

・
新
た
な
福

祉
推

進
組
織
創
造

事
業

（
仮

称
）

・
生
活

支
援

サ
ー
ビ
ス
推
進
助
成

事
業

（
仮

称
）
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事
業

名
事

業
内

容
必
要
と
思
わ
れ
る
理
由
及
び
事
業
量

【
小
規

模
多

機
能

型
居
宅
介
護

・
認

知
要
介
護
者
に
対
す
る
居
宅
介
護
の
逼
迫

　
事

業
所

B
】

・
上

記
要
介
護
者
の
施
設
利
用
拒
否
者
へ
の
対
処

【
小
規

模
多

機
能

型
居
宅
介
護

　
事

業
所

C
】

・
外
出

支
援

事
業

・
医
療
機
関
、
公

的
機

関
へ

の
移

動
手

段
の

確
保

・
小

規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
の
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
を
利
用
し
て
お
ら
れ
る
方
は

　
融
通
が
利
き
利
便
性
が
図
ら
れ
る
が
、
全
体
で
は
不
自
由
し
て
お
ら

　
れ
る
。
特
に
家
族
の
い
な
い
方
。

・
健
康

、
買

い
物

支
援
事
業

・
健
康
教
室
と
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の

抱
き
合

わ
せ

事
業

・
健

康
教
室
開
催
会
場
で
買
い
物
も
で
き
る
よ
う
な
会
場
設
定
。

・
移

動
方
法
に
つ
い
て
は
、
事
業
所
や
リ
タ
イ
ヤ
世
代
の
協
力
を
。

【
小

規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
D
】

・
お
助

け
事

業
・
利
用
者
の
買

い
物

支
援

・
公

的
文

書
の

手
続

き
関

係
支

援
・
一

人
暮
ら
し
の
要
支
援
者
の
買
い
物
、
各
種
手
続
き
が
多
い
た
め
。

【
小

規
模
多
機
能
型
居

宅
介

護
事

業
所

E
】
・
夜
間
の
支
援

（
見

守
り
な
ど
）

・
人

材
不
足
（
夜
間
勤
務
可
能
者
の
減
少
）

①
自
治
会
や

企
業

の
介

入
・
独

居
が
増
え
、
フ
ォ
ー
マ
ル
サ
ー
ビ
ス
で
は
賄
え
な
く
な
っ
て
き
た

②
行
政
支
援

（
自

治
会

や
民

間
企

業
参

入
へ

の
支

援
）
な
ど

【
介
護

老
人

福
祉

施
設
A
】

・
夜
間

対
応

型
訪

問
介
護

・
夜
間
帯
に
訪

問
介

護
員

が
利

用
者

の
自

宅
を
訪

問
す
る

・
夜

間
サ
ー
ビ
ス
が
十
分
で
な
い
た
め
、
在
宅
で
安
心
し
て
生
活
す
る
事
が
難
し
い
。

・
救

済
対

策
事

業
・
食
料
や
日
用

品
の

移
動

販
売

・
近
所
に
商
店
が
な
く
買
い
物
を
す
る
事
が
難
し
い
。

・
配

食
サ

ー
ビ
ス
の
充
実

・
高
齢
者
世
帯

へ
の

配
食

サ
ー
ビ
ス
の

充
実

・
心
身
機
能
の
問
題
以
外
に
買
い
物
が
で
き
な
い
、
ま
た
調
理
の
習
慣
が

　
な
い
な
ど
様
々
な
事
柄
か
ら
食
事
を
自
分
で
準
備
で
き
な
い
方
が
今
後

　
増

え
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。

【
社
会

福
祉

法
人

A
】

・
今
の
事
業
を
で
き
る
だ
け
継

続
し
て
実

施
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と

・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
出
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
、
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
が
き
て
く

　
れ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
在
宅
生
活
の
要

・
短
期
間
の

ケ
ア
付

き
宿

泊
型

の
生

活
施

設
・
入
院

→
退

院
か

ら
の

い
き
な
り
の

自
宅

生
活

は
不

安
、
困

難
な
方

が
多

い

【
社

会
福

祉
法

人
B
】

・
通
所
に
よ
る
予

防
介

護
・
社

会
的
孤
立
感
の
解
消
、
心
身
機
能
の
維
持
、
自
立
状
態
へ
の
移
行
。
１
５
人
以
内

【
社

会
福

祉
法

人
C
】

・
現
在
行
っ
て
い
る
事

業
・
可

能
な
限
り
現
状
の
事
業
量
を
維
持
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

【
地
域

密
着

型
通

所
介
護
事
業
所
A
】

・
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル

サ
ー
ビ
ス
：
宿

泊
サ

ー
ビ
ス

【
居
宅

介
護

支
援

事
業
所
A
】

・
訪
問

介
護

・
認
知
症
高
齢

者
に
対

し
て
の

見
守

り
サ

ー
ビ
ス

・
訪
問
介
護
の
「
で
き
る
」
こ
と
を
増
や
す
こ
と
で
自
宅
で
の
生
活
が
続
け
る

・
排
泄
な
ど
随

時
対

応
が

で
き
る
サ

ー
ビ
ス

　
こ
と
が
で
き
る

・
外
出
支
援

（
買

い
物

等
）

・
短
期

入
所

・
急
な
短
期

で
も
対

応
し
て
も
ら
え
る
所

・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が
満
室
の
状
態
で
、
特
養
で
は
受
け
入
れ
て
も
ら
え
な

・
認
知
症
の
進

ん
だ
状

態
の

人
の

受
け
入

れ
施

設
　
い
ケ
ー
ス
が
あ
る

【
特
定

施
設

入
居

者
生
活
介
護

・
高
齢
独
居
者

へ
の

、
日

常
生

活
支

援
　
事

業
所

A
】

①
日
用
品
の
買
い
物
　
②
生
活
廃
棄
物
処
理
　
③
）
医
療
機
関
受
診
対
応

33
--
22
．．
西西

ノノ
島島

町町
事

業
名

事
業

内
容

必
要
と
思
わ
れ
る
理
由
及
び
事
業
量

【
西
ノ
島

町
】

・
特

老
の
入
所
要
件
を
満
た
さ
な
い
要
介
護
１
，
２
の
人
が
養
護
老
人

・
新
た
な
高

齢
者

の
住
ま
い
の
整
備

・
サ
ー
ビ
ス
付

き
高

齢
者

住
宅

等
の

整
備

ホ
ー
ム
の
待
機
と
な
っ
て
い
る
。
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
対
象
で
な
い

要
支
援
、
要
介
護
１
，
２
の
課
税
世
帯
者
は
町
外
の
有
料
老
人
ホ
ー

ム
に
入
所
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
。

・
一

方
で
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
待
機
者
の
う
ち
、
夜
間
の
見
守
り
体
制

が
整
備
さ
れ
て
い
れ
ば
、
在
宅
生
活
が
可
能
な
者
も
い
る
こ
と
か
ら
、

施
設
以
外
の
住
ま
い
の
場
の
確
保
が
必
要
。

【
西
ノ
島

町
社

会
福
祉
協
議
会
】

【
介
護

老
人

福
祉

施
設
A
】

・
施
設
が
代
行

で
き
な
い
身

元
引

受
人

の
役

割
を
補

う
事

業
・
遠

方
に
住
ん
で
い
る
身
元
引
受
人
だ
と
何
か
と
大
変
で
あ
る
。

・
ち
ょ
っ
と
し
た
用
事
で
帰
っ
て
来
て
も
ら
う
の
に
抵
抗
が
あ
る
の
で
、

有
料
で
も
そ
う
い
っ
た
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
と
い
い
。

・
葬
祭
場
（
他
、
一

連
の

サ
ー
ビ
ス
）

・
家

を
使
っ
て
い
な
い
状
態
の
利
用
者
が
多
い
。

・
亡

く
な
っ
た
場
合
な
ど
大
変
で
あ
る
た
め
。

・
地
区
ご
と
に
食

事
が

提
供

で
き
る
事

業
・
高

齢
者

の
み

の
世

帯
が

多
く
な
り
、
食

事
を
作

る
こ
と
が

難
し
く
な
っ
て
く
る
。

・
自
分
の
家
の
近
く
で
、
知
っ
た
人
と
食
事
が
で
き
た
ら
い
い
の
で
は
。

・
一
か
所
で
食
事
を
作
り
、
地
区
に
配
達
を
し
、
集
会
所
等
に
通
っ
て

き
て
も
ら
い
、
食
事
を
提
供
す
る
。

【
特
定

施
設

入
居

者
生
活
介
護
A
】

・
介
護

タ
ク
シ
ー
事
業

・
要
支
援
者
、
要

介
護

者
が

買
い
物

や
通

院
、
外

出
（
私

用
等

）
が

で
・
現

在
、
西
ノ
島
町
で
は
「
福
祉
移
送
事
業
」
が
あ
り
ま
す
が
、
利
用
の
際

き
る
事

業
に
は
制
約
等
が
あ
り
利
用
者
の
利
便
性
向
上
の
為
に
今
後
必
要
で
あ

る
。
（
２
４
時
間
/
３
６
５
日
対
応
）

・
保
健

・
医

療
・
福

祉
・
行
政
・
警
察
・

・
総
合
地
域
連

携
事

業
・
地

域
で
あ
る
よ
う
な
課
題
・
困
難
事
例
を
定
期
的
に
集
ま
り
検
討
・
実
施
・

教
育

関
連

連
携

事
業

評
価
等
を
行
い
、
あ
る
程
度
の
権
限
を
持
た
せ
た
委
員
等
で
構
成
し
、

早
期
発
見
。
予
防
、
解
決
に
向
け
て
取
り
組
む

【
社
会

福
祉

法
人

A
】

・
健
康

サ
ロ
ン

・
現
在
行
わ
れ

て
い
る
い
き
い
き
健

康
サ

ロ
ン
を
地

域
住

民
が

主
体

と
・
介

護
人
材
の
不
足
の
た
め
。

な
っ
て
行

う
。

・
団

塊
の
世
代
の
人
た
ち
の
退
職
後
の
生
き
が
い
と
し
て
。
（
週
1
回
程
度
）

・
有

料
高

齢
者

住
宅

・
所
得
が
多
く
て
養

護
老

人
ホ
ー
ム
に
入

所
で
き
な
い
方

や
、
介

護
度

が
・
住

ま
う
場
所
が
な
く
、
島
外
に
出
て
行
っ
て
し
ま
う
高
齢
者
の
流
出
を

低
く
て
特

別
擁

護
老

人
ホ
ー
ム
に
入

所
で
き
な
い
方

向
け
の

住
ま
い

防
ぎ
、
住
み
慣
れ
た
所
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
も
ら
う
為
。

の
場
を
提

供
す
る
。

（
事
業
量
）
：
１
０
棟
程
度

・
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は

、
短

期
間

で
法

人
と
し
て
充

分
に
協
議
し
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

・
フ
ォ
ー
マ
ル

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は

、
現

状
維

持
か

定
員

の
増

減
で
対

応
可

能
で
は
な
い
か
。

9392



33
--
33
．．
海海

士士
町町 事

業
名

事
業

内
容

必
要
と
思
わ
れ
る
理
由
及
び
事
業
量

【
海
士

町
】

・
配
食

サ
ー
ビ
ス

・
毎
日
、
１
日
に
数

食
を
提

供
出

来
る
配

食
サ

ー
ビ
ス
。

・
現

在
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
は
、
月
～
金
は
昼
食
、
土
日
は
夕
食
と
１
日

１
回
の
提
供
で
あ
る
。
ま
た
、
休
日
、
連
休
、
年
末
年
始
は
休
み
で
あ

る
。
年
間
通
じ
て
、
毎
日
、
１
日
に
数
食
の
提
供
が
安
定
し
て
で
き
る

と
、
高
齢
者
の
食
が
確
保
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
事
業
量
）
：
不
明

・
生
活

支
援

サ
ー
ビ
ス

・
介
護
保
険
に
対

象
に
な
ら
な
く
な
っ
た
生

活
支

援
サ

ー
ビ
ス
に
か

わ
る

・
軽

度
者
の
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
が
介
護
保
険
の
対
象
に
な
ら
な
く
な

サ
ー
ビ
ス
。

る
た
め
、
今

後
は

民
間

の
サ

ー
ビ
ス
が

必
要

に
な
っ
て
く
る
と
思

わ
れ

る
。

（
事
業
量
）
：
不
明

【
海
士

町
社

会
福

祉
協
議
会
】

・
通
所

介
護

・
通
所
介
護
（
認

知
症

対
応

）
・
認

知
症
の
増
加

・
訪
問

介
護

・
訪
問
介
護

・
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
の
拡
充

・
福
祉

用
具

貸
与

・
福
祉
用
具
貸

与
・
介

護
ロ
ボ
ッ
ト

・
集
落

介
護

員
・
集
落
（
自
治

会
区

）
単

位
に
介

護
員

を
配

置
・
生

涯
現
役
の
暮
ら
し
を
支
え
る
た
め
の
介
護
員
が
必
要

【
社
会

福
祉

法
人

A
】

・
介
護

老
人

福
祉

施
設

・
特
養
ホ
ー
ム
の

増
床

・
短

期
入

所
縮

小
・
経

営
の
安
定
　
特
養
５
０
床
・
短
期
６
床

・
認
知

症
対

応
型

共
同
生
活
介
護

・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
新

設
・
認

知
症
高
齢
者
増
加
　
２
ユ
ニ
ッ
ト

・
定
期
巡
回

・
随

時
対

応
型

訪
問

看
護

介
護

・
在

宅
生
活
の
継
続

・
高
齢
者
む
け
買

物
・
受

診
支

援
・
公

共
交
通
機
関
が
乏
し
く
、
移
動
手
段
が
限
ら
れ
る
た
め

・
就
労
支
援

的
な
事

業
【
社
会

福
祉

法
人

B
】

・
福
祉

移
送

サ
ー
ビ
ス
事
業

・
通
院
・
外
出
・
買

い
物

・
行

事
参

加
・
在

宅
介
護
推
進
の
た
め

・
有
償

ヘ
ル

パ
ー
事
業

・
自
宅
伺
い
・
生

活
支

援
・
通

院
の

付
添

・
外

出
の

支
援

等
・
訪

問
介
護
ヘ
ル
パ
ー
人
材
不
足
の
た
め

・
有

償
で
も
ニ
ー
ズ
が
あ
る

・
男
性

高
齢

者
の

集
い
の
場

・
談
笑
・
趣
味

・
手

仕
事

な
ど
を
集

ま
っ
て
す
る
場

・
自

宅
に
引
き
こ
も
り
が
ち
だ
か
ら
（
特
に
冬
場
）

33
--
44
．．
知知

夫夫
村村 事

業
名

事
業

内
容

必
要
と
思
わ
れ
る
理
由
及
び
事
業
量

【
知
夫

村
】

・
現
状
の
サ
ー
ビ
ス
の

維
持

【
知
夫

村
社

会
福

祉
協
議
会
】

・
無
償

移
送

サ
ー
ビ
ス

・
リ
フ
ト
車
等
に
よ
る
移

送
サ

ー
ビ
ス

・
現

在
も
実
施
し
て
い
る
が
、
今
後
は
需
要
が
増
大
す
る
と
思
わ
れ
る
。

・
短
時

間
の

見
守

り
サ
ー
ビ
ス

・
短
時
間
の
見

守
り
サ

ー
ビ
ス

・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
希
望
さ
れ
ず
、
介
護
者
が
用
事
を
済
ま
せ
る

間
だ
け
、
い
て
も
ら
え
れ
ば
と
い
う
方
が
一
定
数
い
る
と
思
わ
れ
る
た
め
。

9594



介
護
予
防
事
業
及
び
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な

 

介
護

サ
ー
ビ
ス
の
実
施
状
況
に
つ
い
て

 

96



2
5
0
人

6
月
（
回
）

ま
で

事
業

内
容

対
象
者

①
食

生
活

改
善

の
推

進
及

び
普

及
啓

発

【
介

護
普

及
啓

発
事

業
】

年
4
回

9
7
人

④
地

区
活

動
育

成
事

業
年

6
回

8
2
人

②
ら
く
ら
く
エ
ク
サ

サ
イ
ズ
事

業

　
お
た
っ
し
ゃ
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
事

業
週
１
回

4
0
人

事
業

実
施
主
体

①
介

護
予

防
の

普
及

啓
発

年
４
回

③
地

区
組

織
育

成
事

業

週
２
回

ま
で

1
0
4
人

7
8
人

③
介

護
予

防
教

室
の

開
催

年
4
8
回

５
０
０
人

【
地

域
介

護
予

防
活

動
支

援
事

業
】

一
般
高
齢
者
・

要
支
援
・
事
業

対
象
者

事
業
名

地
域
支
援
事
業

要
支
援
・
事
業

対
象
者

　
通

所
介

護
従

前
相

当

年
4
0
回

４
０
０
人

　
　
　
パ

ワ
ー
リ
ハ

ビ
リ
事

業
週
２
回

6
人

隠
岐

の
島

町

③
生

活
支

援
サ

ー
ビ
ス
　
配

食
サ

ー
ビ
ス
事

業

②
は

つ
ら
つ
サ

ロ
ン
事

業
月
１
回

5
4
人
(岬

除
く
）

介
護

予
防

・
生

活
支

援
総

合
事

業

一
般
介

護
予

防
事

業

総
合
事
業

１１
．．
介介

護護
予予

防防
事事

業業
及及

びび
イイ
ンン
フフ
ォォ
ーー
ママ
ルル

なな
介介

護護
ササ

ーー
ビビ
スス
のの

実実
施施

状状
況況

（（
平平

成成
33
11
年年

44
月月

時時
点点

））
11
--
11
．．
隠隠

岐岐
のの

島島
町町

回
数

参
加
人
数

財
源
等

地
域
支
援
事
業

①
訪

問
型

サ
ー
ビ
ス
　
　
訪

問
介

護
従

前
相

当

要
支
援
・
事
業

対
象
者

②
通

所
型

サ
ー
ビ
ス

事
業

内
容

対
象
者

事
業

実
施
主
体

事
業
名

回
数

参
加
人
数

財
源
等

会
費

共
同
募
金

社
協
基
金

ふ
れ

あ
い
・
い
き
い
き
サ

ロ
ン
活

動
地
域
の
高
齢
者

隠
岐
の
島
町

社
協

近
石

地
区
・
真
杉
地
区

下
西

地
区

今
津

地
区

西
田

区

加
茂

区

2
0
0
人

7
9
人

月
無
い
き
い
き
サ

ロ
ン

中
条
は
つ
ら
つ
サ

ロ
ン

下
西
ま
め
な
会

栄
町

4
町
内
・
6
町
内

犬
来

区

池
田

区

月
無

地
区

中
条

圏
域

池
田
は
つ
ら
つ
サ

ロ
ン

1
3
7
人

1
9
4
人

1
0
6
人

2
2
4
人

把
握
な
し

把
握
な
し

7
6
人

年
1
1
回

年
1
2
回

年
1
2
回

な
だ
の
里

お
番

茶
ふ

れ
あ
い
の
集
い

朝
日
ヶ
丘
よ
ら
ぁ
や

会

犬
来
ふ
れ
あ
い
サ

ロ
ン
と
も
だ
ち

東
町

中
岬

・
中
の
津
地
区

名
田
地
区
（
西
町
1
3
～
1
4
町
内
）

栄
町

7
町
内

東
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
　
ミ
サ

キ
会

岬
町
し
ゃ
べ
ら
ぁ
会

年
1
2
回

年
1
2
回

7
1
2
人

1
3
0
人

1
7
9
人

年
1
2
回

年
1
2
回

2
2
2
人

2
7
5
人

今
津
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
白
鳥

西
田
な
か
よ
し
サ

ロ
ン

加
茂
は
つ
ら
つ
ク
ラ
ブ

2
0
0
人

年
9
回

年
1
2
回

年
2
1
回

2
1
8
人

年
1
3
回

年
1
2
回

年
1
2
回

年
1
1
回

明
老
会

中
町

１
～
９
町
内

中
町
目
貫
サ
ロ
ン
「
縁

」

西
町

地
区
・
全
域

月
茶
会

年
1
2
回

年
1
9
回
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事
業

内
容

対
象
者

事
業

実
施
主
体

事
業
名

回
数

参
加
人
数

財
源
等

会
費

共
同
募
金

社
協
基
金

ふ
れ

あ
い
・
い
き
い
き
サ

ロ
ン
活

動
地
域
の
高
齢
者

隠
岐
の
島
町

社
協

油
井
地
区
、
蔵

田
地

区
、
浜

那
久

地
区

犬
来

地
区
・
全
町
か
ら
参
加
可
能

港
町

布
施

・
中
村
圏
域

西
村

･松
ヶ
浦

南
方

地
区

箕
浦

区
お
と
め
会

8
7
人

年
1
1
回

9
5
人

年
1
1
回

把
握
な
し

年
1
2
回

港
町

自
治

会
健

康
福
祉
部
よ
ら
あ
会

登
具
あ
す
な
ろ
会

砂
子

谷
地
区

年
1
2
回

和
美
会
（
布
施

地
区

）

1
6
4
人

7
8
人

9
6
人

6
6
6
人

1
8
6
人

把
握
な
し

2
3
8
人

1
6
7
人

月
２
回

把
握
な
し

年
4
9
回

年
1
1
回

年
1
2
回

年
2
2
回

年
8
回

把
握
な
し

生
き
が
い
　
わ

が
と
こ

不
定

期
把
握
な
し

月
２
回

1
1
0
人

年
1
1
回

年
1
2
回

東
町

は
や
ぶ
さ
会

北
方
か
が
や

き
サ

ロ
ン

な
ご
や
か
サ

ロ
ン

笑
生
会

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
こ
だ
ま
会

ふ
れ
あ
い
武

良

北
方

地
区

年
1
2
回

ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
仲
良
会

布
施

地
区

飯
美

地
区

卯
敷

地
区

蛸
木

地
区

和
美
会
（
飯

美
地

区
）

和
美
会
（
卯

敷
地

区
）

ふ
れ

あ
い
サ
ロ
ン
in
南
方

山
田
振
興
会

山
田

地
区

年
1
2
回

東
町

８
区

1
0
8
4
人

事
業

内
容

対
象
者

事
業

実
施
主
体

事
業
名

回
数

参
加
人
数

財
源
等

会
費

自
治
会
助
成
等

の
自
主
財
源

隠
岐
の
島

町 社
協

ふ
れ

あ
い
・
い
き
い
き
サ

ロ
ン
活

動
地
域
の
高
齢
者

サ
ロ
ン
し
の
の

め

有
木

自
治

会
健

康
福
祉
部
ま
に
の
里

宮
城

ヶ
丘

把
握
な
し

把
握
な
し

年
1
2
回

週
1
回

把
握
な
し

把
握
な
し

年
1
2
回

年
1
2
回

把
握
な
し

把
握
な
し

把
握
な
し

年
1
2
回

年
1
2
回

年
1
2
回

森
里

区

唐
井

陽
だ
ま
り
サ
ロ
ン

栄
町

3
区

さ
く
ら
会

有
木

地
区

有
木
サ
ロ
ン

楽
生
会

森
里
よ
ら
あ
や

会

宮
城
ヶ
丘
高
齢
者

学
級

か
え
で

東
郷

地
区

四
つ
葉
会

皆
市

地
区

皆
市
健
康
サ

ロ
ン

年
1
2
回

年
1
2
回

把
握
な
し

把
握
な
し

大
久

地
区

把
握
な
し

平
地

区
子
安
会

釜
屋

地
区

釜
屋
よ
ら
あ
会

年
1
2
回

把
握
な
し

上
里

地
区

は
な
み
ず
き

年
1
2
回

把
握
な
し

年
1
2
回

把
握
な
し

有
木

地
区

津
戸

区

週
１
回
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事
業

内
容

対
象
者

事
業

実
施
主
体

事
業
名

回
数

参
加
人
数

財
源
等

昼
食
代
5
0
0
円
徴
収

自
治
会
予
算

昼
食

を
と
り
な
が

ら
団

ら
ん
に
い
そ
し
み

、
医

療
・
介
護

の
話

し
や

転
倒

防
止

体
操

な
ど
を
通

し
て
、
健

康
促

進
を
図

り
高

齢
者

の
介

護
予

防
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。

町
部
の
一
般

高
齢
者
７
０
歳

以
上
（
ご
自
身

で
食
事
の
出
来

る
方
）

月
４
回

（
毎
週

木
曜

日
）

1
5
名
程
度

参
加
費
3
0
0
円
徴
収

法
人
予
算

体
の

弱
い
高

齢
者

や
閉

じ
こ
も
り
が

ち
な
高

齢
者

が
、

定
期

的
に
外

出
し
安

心
し
て
過

ご
す
場

所
を
提

供
し
、

地
区

内
で
顔

見
知

り
の

方
た
ち
と
交

流
す
る
。
健

康
チ
ェ
ッ
ク
、
健

康
体

操
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
茶

話
会
、

昼
食

会
。

一
般
高
齢
者
６

５
歳
以
上

数
名

港
町

自
治

会

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
介

護
福
祉
サ
ー
ビ
ス

月
２
回

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
介

護
福
祉
サ
ー
ビ
ス

港
町
よ
ら
あ
会

西
郷
ひ
ま
わ

り
教

室

ひ
ま
わ
り
教
室

昼
食

を
と
り
な
が

ら
団

ら
ん
に
い
そ
し
み

、
医

療
・
介
護

の
話

し
や

転
倒

防
止

体
操

な
ど
を
通

し
て
、
健

康
促

進
を
図

り
高

齢
者

の
介

護
予

防
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目

的
と
す
る

那
久
・
油
井
・

大
津
久
・
都
万

地
区
一
般
高

齢
者
７
０
歳
以

上
（
ご
自
身
で

食
事
の
出
来
る

方
）

月
４
回

（
毎
週

火
曜

日
）

3
0
名
程
度

参
加
費
3
0
0
円
徴
収

法
人
予
算

４
８
５
人

地
域
支
援
事
業

地
域
支
援
事
業

２
３
１
人

い
き
い
き
健

康
サ

ロ
ン

・
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
創
作
活
動
、
交
流
活

動

要
支

援
者

及
び
事

業
対

象
者

随
時

地
域
支
援
事
業

利
用
者
負
担
金

１
，
２
３
０
人

一
般
住
民

６
８
回

【
い
き
い
き
プ
ロ
ブ
ラ
ム
ス
委

託
】

・
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
体

操
教

室
（
ス
ト
レ
ッ
チ
、

チ
ェ
ア
ビ
ク
ス
、
リ
ズ
ム
体

操
、
太

極
拳

な
ど
）

一
般
住
民

２
７
回

地
域
会
食
交

流
事

業

配
食
見
守
り
サ

ー
ビ
ス

【
社

協
委

託
】

・
週

１
～

５
回

の
配

食
と
安

否
確

認

要
介

護
認

定
者

及
び
事

業
対

象
者

、
単

身
の

高
齢

者
、
高

齢
者

の
み

世
帯

等

週
１
～

５
回

み
ゆ
き
荘

デ
イ
サ

ー
ビ
ス

シ
オ
ン
デ
イ
サ

ー
ビ
ス

西
ノ
島

町
移

動
支
援
事
業

【
西

ノ
島

福
祉

会
・
社

協
・
隠

岐
島

前
病

院
委

託
】

町
内

の
民

間
福

祉
タ
ク
シ
ー
が

撤
退

し
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
開

始
。
（
平

成
1
8
年

1
0
月

1
0
日

施
行

）
屋

外
で
の

移
動

手
段

の
確

保
が

困
難

な
方

（
障

が
い

者
・
児

）
を
対

象
に
無

料
で
実

施
。

〈
利

用
目

的
〉

・
島

前
病

院
の

退
院

、
一

時
帰

宅
・
往

診
不

可
の

診
療

科
通

院
及

び
医

療
機

関
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ

利
用

・
転

院
等

に
伴

う
隠

岐
汽

船
の

乗
降

な
ど

地
域
ケ
ア
会
議

に
お
い
て
登
録

さ
れ
た
方

必
要
時

９
人

障
が
い
者
事
業

西
ノ
島

町

事
業

実
施
主
体

６
５
人

７
回

一
般
住
民

事
業
名

通
所

介
護

従
前

相
当

サ
ー
ビ
ス

11
--
22
．．
西西

ノノ
島島

町町

財
源
等

地
域
支
援
事
業

い
き
い
き
健

康
教

育

・
医

師
に
よ
る
健

康
講

話
等

を
実

施
す
る
。

健
康
教
室

９
７
人

地
域
支
援
事
業

利
用
者
負
担
金

町
一
般
財
源

【
６
地

区
委

託
】

・
会

食
交

流
に
合

わ
せ

て
、
花

見
、
民

謡
、
医

師
・
保

健
師

の
講

話
、
警

察
署

か
ら
の

お
話

な
ど
地

区
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が

企
画

実
施

。

地
区
高
齢
者

（
地
区
毎
で
対

象
者
異
な
る
）

・
町

ス
タ
ッ
フ
が

地
区

集
会

所
に
出

向
き
、
健

康
体
操
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
講

話
、
茶

話
会

な
ど
を
実

施
す

る
。
（
６
地

区
）

事
業

内
容

対
象
者

回
数

参
加
人
数

地
域
支
援
事
業

共
同
募
金
分
配
金

個
人
負
担
あ
り

８
５
回
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事
業

実
施
主
体

事
業

名
財
源
等

事
業

内
容

対
象
者

回
数

参
加
人
数

地
域
支
援
事
業

利
用
者
負
担
金

利
用
会
員

（
登
録
制
）

随
時

利
用
料

６
０
０
円
／
1
時
間

地
域

住
民

が
生

活
課

題
の

解
決

に
向

け
て
取

り
組

む
地

域
福

祉
活

動
を
支

援
す
る
。

伝
統

行
事

の
継

続
、
世

代
間

交
流

事
業

、
サ

ロ
ン
活

動
等

を
通

し
て
、
地

域
住

民
の

交
流

の
場

づ
く
り
、
安

否
確

認
を
行

う
。

随
時

社
協

独
自

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
必

要
な
方

に
福

祉
用

具
を

貸
し
出

す
。
（
電

動
ベ
ッ
ド
・
車

椅
子

・
ポ
ー
タ
ブ
ル

ト
イ

レ
・
設

置
手

す
り
等

）
随
時

町
民

要
支

援
者

及
び
事

業
対

象
者

随
時

み
ん
な
で
支
え
合

う
ま

ち
づ
く
り
推
進

事
業

７
地
区

西
ノ
島

町
社

会
福

祉
協
議
会

訪
問

介
護

従
前

相
当

サ
ー
ビ
ス

・
調

理
、
掃

除
な
ど
の

生
活

援
助

を
行

う
。

登
録

し
た
協

力
会

員
が

、
利

用
会

員
の

要
望

に
応

じ
有

償
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
行

う
。

８
地
区

共
同
募
金
配
分
金

住
民

自
ら
が

参
画

し
、
地

域
の

多
様

な
課

題
を
解

決
す

る
た
め
に
実

施
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
支

援
す
る
。

ヘ
ル

パ
ー
ほ
っ
と
サ
ー
ビ

ス
・
高

齢
者

や
障

が
い
者

等
の

制
度

の
枠

内
で
対

応
で

き
な
い
通

院
介

助
や

生
活

援
助

等
を
支

援
。

高
齢

者
障

が
い
者

等
随
時

地
域
応
援
隊

に
よ
る
有

償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

福
祉
用
具
貸

出

利
用
者
負
担

・
日

常
の

金
銭

管
理

、
各

種
福

祉
サ

ー
ビ
ス
の

利
用

援
助

、
重

要
書

類
の

預
か

り
サ

ー
ビ
ス
等

を
行

う
。

判
断

能
力

に
不

安
の

あ
る
方

随
時

利
用
料
あ
り

災
害
に
も
強
い
地

域
づ

く
り
支
援
事

業
１
地
区

共
同
募
金
配
分
金

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
支

援
事
業

随
時

共
同
募
金
配
分
金

日
常

生
活

自
立
支
援
事
業

利
用
者
負
担

随
時

避
難

訓
練

や
防

災
学

習
会

の
実

施
、
救

急
医

療
キ
ッ
ト

を
活

用
し
た
高

齢
者

・
障

が
い
者

等
の

見
守

り
活

動
の

実
施

事
業

実
施
主
体

事
業

名
財
源
等

事
業

内
容

対
象
者

回
数

参
加
人
数

波
止

地
区

会
食
交
流
会

一
般
住
民

月
4
回

わ
が

と
こ
茶

屋
倶

楽
部

社
会

福
祉

法
人

（
３
法
人
）

大
津

区
（
も
み

じ
会
）

女
子
会
（
交

流
会

）

わ
が
と
こ
茶

屋
喫

茶
、
夕

日
カ
フ
ェ
等

区
民

月
1
回

程
度

３
０
～
５
０
人

区
か

ら
の

助
成

金
個

人
負

担
あ
り

月
１
回

土
曜

日
に
地

区
内

の
女

性
が

集
ま
っ
て
お
し
ゃ

べ
り
や

お
茶

会
な
ど
を
し
て
交

流
し
て
い
る
。

地
区
内
女
性

登
録
制

（
年
齢
制
限
な
し
）

月
1
回

１
０
人

個
人
負
担
あ
り

日
向
喫
茶

・
主

に
介

護
保

険
サ

ー
ビ
ス
利

用
に
つ
な
が

っ
て
い
な

い
人

を
対

象
と
し
て
、
茶

話
会

な
ど
を
通

し
て
参

加
者

同
士

の
交

流
、
介

護
予

防
、
居

場
所

づ
く
り
を
目

的
に

実
施

。
ま
た
、
こ
れ

を
き
っ
か

け
に
サ

ー
ビ
ス
利

用
に
つ

な
げ
て
い
る
。

月
１
回

程
度

町
助
成
金

法
人
負
担
金

個
人
負
担
あ
り

一
般
住
民

共
同
募
金
分
配
金

個
人
負
担
あ
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
（
１
７

団
体
）

町
内

で
出

前
会

食
交

流
や

環
境

美
化

活
動

、
施

設
へ

の
慰

問
活

動
、
各

地
区

で
の

交
流

会
、
福

祉
イ
ベ
ン
ト

や
町

内
イ
ベ
ン
ト
等

へ
の

協
力

を
行

っ
て
い
る
。
地
域

の
サ

ロ
ン
や

会
食

交
流

会
か

ら
の

依
頼

を
受

け
て
の

活
動

も
行

っ
て
い
る
。

会
員

随
時

各
助

成
金

（
区

、
共

同
募

金
、
町

、
商

工
会

等
）

会
員

負
担

等

8
0
人

大
山

区
介
護
予
防
活

動
ま
め
な
体

操
・
茶

話
会

地
区
住
民

週
1
回

2
0
人

町
内

団
体

老
人
ク
ラ
ブ
（
7
地

区
１

団
体
）

老
人
ク
ラ
ブ
会
員

老
連

か
ら
の

助
成

金
個

人
負

担
在

宅
福

祉
事

業
費

補
助

金

健
康

と
生

き
が

い
づ
く
り
を
目

的
に
活

動
。
会

員
同

士
の

交
流

、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル

フ
、
運

動
公

園
周

辺
の

草
刈
、

環
境

整
備

を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行

う
。

随
時

1
3
4
人

リ
ハ
ビ
リ
専
門
職
派

遣
は
地
域
支
援
事

業

会
食

交
流

会
、
花

見
、
サ

ロ
ン
、
敬

老
会

、
ク
リ
ス
マ
ス

会
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配
食
サ
ー
ビ
ス

配
食

と
安

否
確

認
６
５
歳

以
上

独
居

の
方

及
び
支

援
世

帯
の

方

運
動

教
室

（
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、
プ
ー
ル

教
室

、
自

彊
術

等
）

一
般
住
民

介
護
予
防
普

及
啓

発
認

知
症

予
防

講
演

会
、
介

護
予

防
に
関

す
る
講

演
会

等
一
般
住
民

健
康
相
談

血
圧

測
定

、
生

活
相

談
、
閉

じ
こ
も
り
予

防
、

栄
養

指
導

等
一
般
住
民

訪
問
介
護

把
握
し
て
い
な
い

海
士

町
社

会
福

祉
協
議
会

町
内

団
体

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
協
会
会
員

デ
イ
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

通
所
介
護

通
所

介
護

従
前

相
当

サ
ー
ビ
ス

要
支
援
者

事
業
対
象
者

通
所
介
護

要
支
援
者

事
業
対
象
者

毎
日

５
０
人

地
域
支
援
事
業

利
用
者
負
担
金

高
齢
者
サ
ロ
ン

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

協
会
会
員

不
明

不
明

不
明

在
宅
福
祉
事
業
補
助
金

不
明

不
明

把
握
し
て
い
な
い

町
内

１
１
区

老
人
ク
ラ
ブ

運
動

会
、
ス
ポ
ー
ツ
（
ク
ロ
リ
テ
ィ
、
ペ
タ
ン
ク
等

）
老
人
ク
ラ
ブ
会
員

不
明

地
域
支
援
事
業

利
用
者
負
担
金

通
所

介
護

従
前

相
当

サ
ー
ビ
ス

週
１
回

週
２
回

６
人

５
人

地
域
支
援
事
業

利
用
者
負
担
金

３
地

区
に
て
実

施
（
会

食
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等

）
６
５
歳
以
上

高
齢
者

月
１
回

１
５
人

地
域
支
援
事
業

利
用
者
負
担
金

訪
問

介
護

従
前

相
当

サ
ー
ビ
ス

要
支
援
者

事
業
対
象
者

週
１
回

週
２
回

６
人

５
人

２
８
１
人

地
域
支
援
事
業

８
４
回

９
２
６
人

週
１
回

週
２
回

６
人

５
人

地
域
支
援
事
業

利
用
者
負
担
金

11
--
33
．．
海海

士士
町町

２
８
回

２
５
９
人

地
域
支
援
事
業

事
業

実
施
主
体

事
業
名

事
業

内
容

対
象
者

回
数

参
加
人
数

財
源
等

介
護
予
防
教

室

海
士

町
地
域
支
援
事
業

４
回

知
夫

村
（
社

協
委

託
）

自
主
財
源

自
立
支
援
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

１
次
予
防

健
康

チ
ェ
ッ
ク
、
生

活
機

能
チ
ェ
ッ
ク
、
体

力
測

定
、
生
活

指
導

、
運

動
機

能
訓

練
等

い
き
い
き
デ
イ
サ

ー
ビ
ス

事
業

自
主
財
源

11
--
44
．．
知知

夫夫
村村

地
域
支
援
事
業

【
目

的
】
転

倒
予

防
、
ロ
コ
モ
予

防
、
認

知
症

予
防

④
Ｏ
Ｔ
に
よ
る
リ
ハ

ビ
リ
指

導

カ
ラ
オ
ケ
、
囲

碁
、
笑

和
会

、
幼

な
じ
み

会
な
ど
趣

味
の

会

６
人

月
２
回

回
数

参
加
人
数

財
源
等

１
０
～
１
５
人

地
域
支
援
事
業

2
0
人

年
1
2
回

【
内

容
】
①

体
操

（
ス
ト
レ
ッ
チ
、
ヨ
ガ
、
ロ
コ
モ
体

操
）
　

介
護

予
防

に
つ
い
て
講

師
の

方
を
招

い
て
研

修
を
行
っ
た

【
目

的
】

認
知

症
予

防
、
介

護
予

防
に
つ
い
て
理

解
を
深

め
る
。

一
般
住
民

１
回

事
業

実
施

主
体

知
夫

村
（
直

営
）

事
業
名

介
護
予
防
教
室

（
役
場
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
）

転
倒
予
防
教
室

（
役
場
２
階
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー

等
）

地
区
住
民

③
村

営
畑

を
使

っ
た
農

業
活

動
補

助

②
J
O
Y
B
E
A
T
を
使

っ
た
運

動
教

室

事
業

内
容

対
象
者

月
４
回

要
支
援
者

二
次
予
防

健
康

チ
ェ
ッ
ク
、
生

活
機

能
チ
ェ
ッ
ク
、
体

力
測

定
、
生

活
指

導
、
運

動
機

能
訓

練
等

地
域
支
援
事
業

利
用
者
負
担
金

地
域
支
援
事
業

利
用
者
負
担
金

介
護
保
険
対
象
外

月
４
回

４
～
６
人

介
護
保
険
対
象
外

月
３
～

４
回

1
0
人

２
０
人

ふ
れ
あ
い
デ
イ
サ

ー
ビ
ス

事
業

軽
度
生
活
援
助
事

業
調

理
、
買

い
物

な
ど
の

生
活

支
援
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回
数

参
加
人
数

財
源
等

事
業

実
施

主
体

事
業
名

事
業

内
容

対
象
者

知
夫

村
（
社

協
委

託
）

家
族
介
護
支
援

事
業

介
護

者
教

室
、
介

護
者

の
集

い
、
介

護
用

品
の

支
給

地
区
住
民

随
時

主
食

、
副

食
宅

配
、
安

否
確

認
配
食
サ
ー
ビ
ス

2
0
人

無
償
移
送
サ
ー
ビ
ス

リ
フ
ト
車

等
で
の

移
送

サ
ー
ビ
ス

生
活
支
援
体
制
整

備
事

業 認
知
症
対
策
総
合

支
援

事
業

１
０
～
２
０
人

地
区
住
民

要
支
援
者

二
次
予
防

そ
の
他

月
１
回

3
人

2
0
人

毎
日

地
域
支
援
事
業

利
用
者
負
担
金

自
主
財
源

出
生

の
あ
っ
た
世

帯
を
訪

問
し
、
広

報
で
村

内
に
お
知
ら

せ
地
区
住
民

福
祉
用
具
貸
出

介
護

保
険

の
認

定
を
受

け
て
い
な
い
方

で
必

要
な
方
に

福
祉

用
具

を
貸

し
出

す
。
（
ベ
ッ
ド
・
車

椅
子

・
ポ
ー
タ
ブ
ル

ト
イ
レ
・
歩

行
器

、
オ
ー
バ

ー
テ
ー
ブ
ル

等
）

自
主
財
源

介
護
保
険
対
象
外

随
時

2
0
人

自
主
財
源

一
般
車
両
に

乗
れ
な
い
方

月
１
回

１
人

自
主
財
源

地
域
支
援
事
業

利
用
者
負
担
金

生
活

支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
る
健

康
づ
く
り
の

会
へ

の
支

援

認
知

症
の

人
や

そ
の

家
族

を
支

援
す
る
た
め
の

情
報

収
集

、
介

護
・
医

療
等

の
支

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築

、
連
絡

調
整

地
区
住
民

月
3
回

地
域
支
援
事
業

利
用
者
負
担
金

地
域
支
援
事
業

利
用
者
負
担
金

自
主
財
源

知
夫

村
社

会
福

祉
協
議
会

ふ
れ
あ
い
訪
問

出
産
祝
い
品
贈
呈

あ
じ
さ
い
交
流
会

7
5
歳

以
上

の
お
一

人
暮

ら
し
世

帯
、
8
0
歳

以
上

の
夫

婦
世

帯
を
社

協
職

員
が

訪
問

地
区
住
民

年
1
回

5
5
世
帯

高
齢
者

一
人

暮
ら
し
高

齢
者

の
会

食
交

流
会

随
時

年
1
回

1
0
世
帯

1
7
人
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回
数

参
加

人
数

財
源

等
事

業
実

施
主

体
事

業
名

事
業

内
容

対
象

者

地
域

支
援

事
業

地
域

支
援

事
業

2
4
9
人

1
9
4
人

1
7
0
人

1
5
5
人

1
0
0
人

1
6
3
人

2
0
7
人

地
域

支
援

事
業

高
齢

者
サ

ロ
ン

健
康

づ
く
り

交
流

事
業

・
通

い
の

場
、

運
動

（
体

操
・
レ

ク
レ

ー
シ

ョ
ン

）
、

茶
話

会

※
介

護
予

防
、

生
活

支
援

（
配

食
・
見

守
り

）
、

社
会

参
加

・
活

動
の

場
を

提
供

す
る

こ
と

を
含

め
て

、
地

区
が

主
体

と
な

っ
て

集
会

所
に

集
ま

り
、

体
操

、
レ

ク
レ

ー
シ

ョ
ン

、
交

流
な

ど
を

行
い

、
高

齢
者

の
生

き
が

い
・
介

護
予

防
意

欲
を

高
め

る
。

平
成

2
5
年

度
か

ら
始

ま
っ

た
５

地
区

の
交

流
事

業
を

加
え

、
平

成
2
6
年

度
は

全
７

地
区

で
実

施
す

る
。

サ
ポ

ー
タ

ー
さ

ん
が

中
心

に
な

り
、

参
加

者
の

意
見

を
と

り
い

れ
た

月
ご

と
の

企
画

を
す

る
。

地
区

住
民

1
9
回

1
2
回

1
1
回

1
4
回

4
回

1
0
回

1
1
回

高
齢

者
サ

ロ
ン

（
陽

だ
ま

り
）

い
っ

ぷ
く
亭

（
仁

夫
地

区
）

･灯
台

の
集

い
（
薄

毛
）

･ぴ
ん

こ
ろ

会
（
多

沢
）

･一
の

宮
会

（
郡

）
･元

気
で

す
か

い
（
大

江
地

区
）

･い
こ

い
の

広
場

会
（
仁

夫
地

区
）

･そ
よ

か
ぜ

会
（
来

居
地

区
）

･だ
ん

だ
ん

会
（
古

海
地

区
）

 （
全

７
地

区
）

介
護

予
防

、
生

活
支

援
（
配

食
・
見

守
り

）
、

社
会

参
加

・
活

動
の

場
を

提
供

す
る

こ
と

を
含

め
て

地
区

が
主

体
と

な
っ

て
集

会
所

に
集

ま
り

、
体

操
、

レ
ク

レ
ー

シ
ョ

ン
、

交
流

な
ど

を
行

い
、

高
齢

者
の

生
き

が
い

・
介

護
予

防
意

欲
を

高
め

る
。

平
成

2
5
年

度
か

ら
始

ま
っ

た
５

地
区

の
交

流
事

業
を

加
え

、
平

成
2
6
年

度
は

全
７

地
区

で
実

施
す

る
。

サ
ポ

ー
タ

ー
さ

ん
が

中
心

に
な

り
、

参
加

者
の

意
見

を
と

り
い

れ
た

月
ご

と
の

企
画

を
す

る
。

地
区

住
民

6
回

2
2
0
人

高
齢

者
サ

ロ
ン

役
場

周
辺

や
診

療
所

周
辺

の
郡

地
区

や
大

江
地

区
に

サ
ロ

ン
が

な
い

た
め

、
空

き
店

舗
を

借
り

上
げ

、
地

区
の

高
齢

者
や

役
場

・
診

療
所

受
診

後
の

高
齢

者
が

気
軽

に
集

ま
る

場
と

す
る

。
社

会
参

加
・
活

動
の

場
を

提
供

す
る

こ
と

を
含

め
、

空
店

舗
に

集
ま

り
、

他
地

区
の

高
齢

者
と

の
交

流
に

よ
り

、
高

齢
者

の
意

欲
を

高
め

る
。

地
区

住
民

3
1
1
回

2
,3

3
1
人
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